















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「勇者来ているらしいですよ、魔王様」

「……え？　あぁ、うん。勇者ね……はいはい分かってる分かってる」

　本来であれば一大事。魔王城の総力を挙げて事の解決に当たるべき事実を告げられて、微睡まどろんでいた頭は段々と現実に引き戻される。

　現在時刻、分からない。さっきまで何してたか、思い出すのに時間がかかる。

　とにかく今、俺の家に勇者が上がり込んできたということだけが唯一の情報だった。

「見張りの方からの報告によりますと、男一人に女三人とのことですが」

「あー……それは、いいな……」

　そして情報の追加。実に期待出来そうな情報で、なんとなく頭が冴さえてきた。

「取り敢あえずセレス……眠気覚ましに何かくれ」

「では、ビンタで」

「いった……。言い方悪かったかな、物が欲しいんだわ」

　寝ぼけた頭に刺激を与えるという意味も兼ねて、『セレス』と呼称した彼女のことを頭の中で一度整理してみることにする。

　本人曰いわく、魔女であり魔王の側近。いかにもと言った感じに先の尖とがった帽子を被かぶり、黒を基調とした簡素なワンピースの上にマントを着込んでいる。顔は作り物を疑うレベルで整いながらも幼さが残っているが、常に真顔であるためにどこか大人びた印象も併せ持つ。小柄な体格で、透き通るような青く長い髪は同様に蒼あおく妖あやしい瞳ひとみと相まって実に美しい。

「キャラ盛り過ぎだよな」

「少し分けてあげましょうか？　魔王様、モブにも間違われそうな外見ですし」

「むかつくむかつく」

　そして何よりも口が悪い。さっきのビンタも表情一つ変えていない。つよい。

　しかし事実である為に何も言い返せない。大してイケメンでも無ければ、身長が高いという訳でもなく、特筆する事項は皆無と言っていい。シャツにジーンズの魔王とか存在してていいのだろうか。

「しかし、襲撃自体も何だか久しぶりですね」

「かもな。ここって立地悪いし」
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　今度は要望通りの温かい紅茶の入ったカップを受け取って、一息吐く。

　うん、美味うまい。テンションが上がってきたので、仕事用のデスクからセレスが控えているお茶会用のテーブルにいそいそと移動する。

　今俺達がいる場所はイグラリアとかいうありがちなファンタジー世界の辺境にある、それはもう大きくて豪華な城の一番奥。名前は月並みだが魔王城ということになっている。

　常に空が紫色の雲に覆われている為に昼夜がよく分からなくなっている、暗黒地帯というトンデモ厨ちゆう二にネームの場所に我が家を建てた奴は本当に反省した方がいいと思う。

「やっぱ引っ越そうって。もっとこう、駅から近い場所とかにさ」

「無理です。この城は初代魔王様の遺物ですので」

　俺も話でしか聞いたことが無いが、初代魔王がいたのは気が遠くなるほど昔の話だ。

　つまりもうバレたと思うがこの女、十四歳ぐらいの外見だが実年齢はもっと上である。

　実はもっと上とかそういうレベルではない。何なら、百倍しても足りないぐらいだ。

「つまり合法ロリです。お好きでしょう？」

「頭の中覗のぞかないでくれる？　言っとくけど俺ロリコンじゃないから」

「では、少しだけ大きくなってみましょうか」

「……いいね、グラマーだ!!　嫌いじゃない!!」

　魔女なんだから年齢操作ぐらいは出来るだろう、と思っていれば心の安寧が手に入る。

　こいつのやることなすこと全てに驚いていたらそれこそキリが無くなってしまう。

　ひとしきりセレスが俺をからかった後には、暫しばらく無言のままカップを置く音だけが広い部屋の中に静かに響く。非常に居心地がいい。

　魔王城で提供されるお茶は全てセレスのお手製。これがあるのと無いのとでは仕事のモチベーションに大きく影響がある。仕事とかしたくないけど仕事の話もしておくか。

　さて。現在我が家には勇者が来ているらしいが、ぶっちゃけるとあまり興味が無い。

　ただの勇者には興味が無いのだ。もしそうなのであれば、丁重にお帰り願いたい。

「あー……ここまで来られたら面倒だなぁ」

「基本問題は無いでしょう。その為に四天王の皆さんがいるのですから」

「だってあいつら普通にサボるじゃん……」

　魔王城と言えば、それを守護する四天王だろう。先代の魔王もそう思っていたようで、うちにも最後の砦とりでとして四天王の役職が存在する。

　俺もその強さには絶大な信頼を置いている。なので、簡単に勇者にやられてしまうのでは……などという無駄な心配は一切していない。

　どちらかといえばサボってないかの方が心配。半分は絶対やる気無いからな。

　そして、期待もしている。そんな強い強い四天王がやられてしまうことを。

「ま、その時はよろしく頼むわ」

「お茶会の片手間でよろしければ」

「片手間で倒される勇者の気持ちにもなってみ？」

　言うまでも無いことだが、魔王である俺の傍に控える彼女は四天王よりも強い。

　彼女は相当な自信家だ。そして何よりも素直で、自分を偽ることをしない。

「あ、魔王様。顔の印象が薄くなってきていますが」

「仕様だよ」

　だから遠慮というものも一切無く、全てが心からの言葉である。シバくぞ。

　そんな彼女が従者として仕えているのが俺こと魔王。紛れも無く魔族の王だ。

　であれば、俺は彼女よりも強いのか。いいえ、全くそんなことはありません。むしろ、俺はこの世界では誰よりも弱い存在であるという事実は伝えておく。

　俺が魔王なんかをやっている経緯はいずれ説明するとして、常に主人である俺のフォローと軽口を欠かさない素晴らしい従者だ。勿もち論ろん皮肉が半分だからね。

　何かあっても無くてもこの場所は大体静かだ。魔王城が広過ぎるので、仮に魔王城のどこかで何かが起きていてもこちらには何も聞こえてこない。これ以上無い欠陥住宅だ。

　そんな場所だからこそ、トラブルが舞い込んでくるのはいつも突然だ。

「うわーん!!　まおーーーーー!!」

「うぉ!?　何だ何だ？」

　聞こえてきたのは大きな泣き声と大きな何かがあまりにも簡単に破壊される音。

　この部屋に入る為の両開きの大きな扉をぶっ壊して、物もの凄すごい速さでこちらに向かってきた何かの風圧でお茶が零こぼれそうになっていた。

「何だ、テオか。びっくりしたわ」

「こんにちは、テオさん。お菓子でも食べますか？」

「うー……食べるぞ……」

　一瞬にして俺達の目の前まで現れたのは、赤い髪をツインテールにした女性。身長はそれなりに高く、スタイルも抜群。申し訳程度にビキニアーマーで局部を隠していて、褐色の肌が実に眩まぶしい。禍まが々まがしい黒角と赤黒い尻尾しつぽが生えており、そのお陰で彼女が人間ではないことがよく分かる。

「ぐすっ、あのな、あのなー……」

「落ち着いてからで大丈夫ですよ。ゆっくりでいいですからね」

「むー……あいがとー、せれす……」

　なのにも拘かかわらずまるで幼女のような話し方をする彼女。事実、精神年齢は十歳程度であり、見た目とはちぐはぐになっている。だが、それがいい。

　しかしこうして見てるとまるで親子みたいだな。大きさは完全に逆なんだが。

「まだお母さんという歳ではありませんよ」

「まだ!?　お前幾つまで生きるつもりだよ!!」

　二回目になるが、こいつの年齢は推定四桁けた以上である。概念、壊れてしまう。

「で、どうしたんだテオ」

　落ち着いてから、というのは分かっているがついつい気が急せいてしまう。

　トラブルはいつも当然に。そして、吉報というのもまた突然やってくるものだ。

「あいつずるいんだぞ!!　また『ちーと』されて殺されたんだっ!!」

「!!」

　どうやら乗り込んできた勇者にコテンパンにやられてしまったらしい。

　そして彼女は、我が魔王城が誇る四天王の最強の一角に他ならないことを考えれば。

「流石だ、テオ。よく伝えに来てくれた」

「素晴らしいですね。満点の花丸をあげましょう」

「あたし役に立ったのか!?　わーい!!」
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「ちょろいなぁ」

　怒り心頭な様子で文句を言っていたのもどこ吹く風か、一転して俺達に褒められたことによって満面の笑みをその顔に咲かせる。いや、本当に可愛いな。

　何に役に立ったのかと言えば、ただの勇者では無いことがこれで確定したこと。

　もっと具体的に言えば、俺が求めていた人物がここまでやってきたという朗報だ。

「漸ようやく来たなぁ、おい。待ってた甲か斐いがあったってもんよ」

「そうですね。それでは準備の方を始めましょう」

「？　よく分からないけど、楽しくなってきたな!?」

　いつも通りの日常から、楽しい楽しい趣味の時間へ。この瞬間をどれほど待ったことか。

　その為の準備は惜しまない方がいい。楽しむ為なら何だってやる。

　セレスが何やらマントの内側をゴソゴソし始める。何かを取り出そうとしているのだろうが、その動きにはどこか既視感があった。

「あれ、おかしいですね……確かこの辺に……」

「物が入るスペースなんて無いと思うんだけど、どうなんだろう」

　そして目当ての物が見つからず探し始める。一体あのマントの裏にはどんな仕掛けがあるのだろうと考えるとワクワクが止まらないな。

「……あ、ありました」

「そうか。散らかした物は片付けておけよ」

　あれでもないこれでもないと内側の物を引っ張り出してその辺に放っていたので周りは大惨事。なんか普通にサイコロとかもあるからおもちゃ箱みたいだ。

　俺の指摘にセレスは若干不満気な表情を浮かべたが、特に文句は言わずに散らばった物を魔法で回収していく。魔法って便利なんだなぁ。

「ここにこうして、と……準備完了です」

　セレスが取り出したのは淡く光を放つ水晶玉だった。占いとかで使われてそうなやつ。

　俺達が囲んでいるテーブルの真ん中にセットすると、中がボンヤリと歪ゆがみ始めた。

「間に合いましたかね？」

「テオと戦ったってことは大丈夫だろ。流石に無傷じゃ済まないだろうし」

「あたし結構頑張ったからね!!」

　映し出されたのは魔王城内のどこかの映像。そこに人間が四人いるのが分かる。

　音声はばっちり、映像もクリア。それでは存分に楽しませてもらうとしよう。

　俺が心より待ち望んでいた『転生者』の、最後の最期の一幕を。
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　運命が変わってしまう瞬間というものが、実に唐突に訪れるのだと思い知らされたのは、今からほんの半年前ぐらいのことだ。

　普通の高校生としてクラスの席にただ座っていた、あの頃が既に懐かしい。大して目立つ訳でもなく、目立たないという訳でもなく。本当に一般的な生徒だった。

　今でも鮮明に思い出されるのは、下校途中に謎の光に包まれて意識を失ったこと。

　目が覚めた時に自分がいた場所は、薄暗い森の中だった。着の身着のまま、具体的には制服姿でそんな場所に放り出されていた時の訳の分からなさは本当に酷ひどかった。

「ハルキ。何考えてるのさ？」

「……ユーリ。ちょっと、これまでの思い出をね」

　そんな、何もかも分からないような状況で偶然出会ったのが彼女だった。

　彼女は旅の剣闘士で、俺が魔物に襲われて死にかけていたところを救ってもらったという経緯がある。つまり命の恩人で、今は大事な仲間だ。

　ユーリにはこの世界の事をたくさん教えてもらった。異世界に飛ばされて何もかも分からない俺の道しるべになってくれたのが、彼女に他ならない。

「何ちょっと感傷に浸ってるのよ」

「まだ早いんじゃないですか～ハルキさん」

「キリア、ルナ……。ははっ、そうだよな」

　ユーリの旅に同行していた時に出で逢あった、修道士のキリアと魔術師のルナ。

　幼おさな馴な染じみである二人が仲間になったきっかけは、彼女達が住んでいた村で魔物討伐の依頼を受けたこと。最初は良く思われていなかったけど、段々と打ち解けていった。

「それにしても本当に強かったし怖かったですね～メテオラドラゴン」

「そうね。私達だけだったら一瞬で殺されてたかも……」

　先程まで戦っていた、魔王城最後の砦とされるメテオラドラゴン。

　煉れん獄ごくの炎よりも熱いとされるブレスが最たる特徴だとか、何物をも通さない真紅の竜りゆう鱗りんがあるとか、その爪は振るうだけで嵐を巻き起こすと言われている……など。正直話半分に聞いていた噂だったが、直に対面すれば、それ以上だということがよく分かった。

　今迄まで戦ってきたどの魔物よりも荘厳で強力だった。そして何よりも気高かった。

「ハルキの聖魔法が無ければ危なかったかもね!!」

「いや……皆みんなのお陰だよ。皆で摑つかんだ勝利だ」

　現在俺達はメテオラドラゴン戦で消耗した体力や魔力を回復中。完全に敵地である魔王城だが、メテオラドラゴンを倒した以降は敵の気配はとんと途絶えていた。

　この世界に、魔を打ち倒す勇者として召喚された俺には対魔族特効の聖属性の魔法が与えられていた。勿論それだけではなく、勇者として必要な最高レベルの魔力や肉体なども転生した結果得られていた。

　正直に言わせてもらえば最初は全く乗り気ではなかった。ただの一般人だった自分が勇者などという大それたものになれるはずもないというのもあったのかもしれない。

「ついにここまで来たんだな……」

　そうだ。最初はこんな世界全く好きじゃなかった。勝手に呼び出された挙げ句に魔王討伐をしろだなんて馬鹿げてる。ずっとそう、思っていた。

「大丈夫。ボク達ならやれるよ」

「そうよ、何も心配なんていらないわ」

「私達の援護に是非ご期待を～」

　だが、今は違う。多くの人と出会い、様々な経験をしてきた俺は……もうとっくにこの世界が好きになっていた。本気で世界を救いたいと今は思い始めていた。

　そして本当は理由とか使命とか、そんなものは些さ細さいなことなんだ。何よりも、俺を信頼してくれている仲間達の為に、俺はやらなければならない。

「……ねぇ、ハルキ。やっぱり、魔王を倒して世界を救ったら……ハルキは元の世界に帰っちゃうのかな……？」

　少しだけ間を置いて、ユーリが口にしたのはそんな不安だった。

　俺の当初の目的は、やっぱり元の世界に帰ることだった。

　勇者として召喚された事実を知った時には、その使命を果たせれば元の世界に帰れるんじゃないかと思ったほどだ。

「まさか。そんなすぐには帰らないわよね？　……そうよね、ね？」

「そこはハルキさんの意思を尊重するべきですよ～。……勿もち論ろん、私も帰ってほしくはありませんが」

　ユーリに続くように、キリアとルナも同じ不安を口にしていた。

　彼女達は三者三様に俺を見ながら、俺の答えを今か今かと待っていた。

「……確かに最初は帰りたかった。元の世界に帰りたくて仕方なかったよ」

　元の世界での暮らしはそれなりに充実していたし、勿論仲良くしていた友達も好きだった女の子もいた。そして何よりも、両親に対して申し訳が立たない。

「でも、今は……どうだろうな。前よりは気持ちは薄れてるかもしれない」

「!!　もう、曖あい昧まいな答えは止めてよ!!」

「はは、悪い悪い。……少なくとも、ユーリとキリアとルナを悲しませるような真似はしないよ。それは約束する」

「じゃあ……!!」

　これは俺のエゴかもしれないが……もう彼女達と会えなくなってしまうのは、きっと堪えられないことだと思う。本当に大事な仲間なんだ。

　不安な顔から一転、全員が嬉うれしそうな顔に変わる。つられて俺も笑ってしまう。

「魔王を倒した後は……どこか静かな場所に移り住んで、ゆっくり余生を過ごすのも悪くないかもな」

「も、勿論ボクも一緒だよね!?」

「仕方ないわね。私も一緒にいてあげるわ」

「素直じゃないですね～。私も一緒がいいですけど……」

「？　当たり前だろ。皆一緒だ」

　この先ずっと一人で過ごすのはどうにも味気が無い。ならば、気心知れた仲間達と共に日々を過ごすのが最高だろう。

「……やっぱり、伝わってないね……」

「そうね……でも、全部終わってからって約束でしょ？」

「抜け駆けは許しませんよ～」

　何やら三人だけでこそこそやり取りをし始めた。小声の為俺の耳にはその会話の内容は届いては来ず、なんとなく疎外感を感じてしまう。

「何話してるんだ？」

「!!　と、とにかくまだまだこれからって話だよ!!」

「あぁ、そうだな。一番重要なのがまだ残ってる」

　思い出話やこれからの話をしている間に、それなりに時間が経ったようで疲労感は大分薄れてきていた。彼女達の顔も決意に満ちた表情に段々変わり始める。

「皆……準備は良いか？」

　一足先に立ち上がり、一時的に脱いでいた少しくたびれているマントを羽織る。これもまた、長く苦楽を共にしてきた相棒とも呼べる存在だ。

「おうとも!!　ボクはいつでも大丈夫だよ!!」

「いよいよね。身体も全快よ」

「なんだか緊張しますね～」

　それに続くようにして彼女達も立ち上がる。ユーリは剣を、キリアとルナは杖つえを持ち、戦うための準備は既に万端だった。

　魔王城内はどこか暗く重苦しい雰囲気が漂っている。それを少しだけでも和らげるために、全体に聖属性のベールをかけながら進んでいく。

　魔物の気配は全く無い。というよりも、魔王城内で戦ったのは、数体の悪魔のような魔物とメテオラドラゴンだけだった。

　敢えて手薄にしているのかそうではないのか。メテオラドラゴンだけでも問題ないと判断していたのならば、付け入る隙は十分にあることだろう。

「……着いた。ここが、魔王の間……」

　魔王城の最奥。数多あまたの階段や廊下を越えた先にあったのは、今まで見たことも無いぐらい大きな扉だったのだが。

「壊れてる……？」

　それはめちゃくちゃに破壊されていた。まるでとんでもない速度のものが物もの凄すごい力を伴ってこの扉に思いっきり突っ込んできたかのように。

　まさか先客がいるのか。思わずゴクリと生なま唾つばを飲み込んでしまう。

　意を決して壊れた扉を潜る。それまでの暗かった雰囲気と一転して、その場所はどこか異常なぐらいにそう……明るい空間だった。

「!?　……何で……」

　目線の先には、三つの影。一つは先程倒したはずのメテオラドラゴン。それだけでも俺達の度肝を抜いたのだが、それ以上に衝撃だったのは横にいた二つの人影。

　魔女のような姿をした女性の横にいた、その存在こそが驚きよう愕がくの象徴。

　いるはずの無い存在がそこにいた。そこにいてはいけない存在、絶対におかしい。

　見覚えがある。いいや、見覚えがあるとかじゃない。この世界に来てからは全く見ることの無いものだったが、かつては日常的に見ていたような気がする、何かがおかしい。

「何で、ここに人間がいるんだよ……!?」

　そこに座っていたのは、勇者として俺が守るはずの人間だった。

　普通の格好をした、それこそ俺が元いた世界のどこにでもいるようなそんな人間。

「お前、転生者だろ？」

　彼は、俺の顔を見ると確信したかのようにその疑問を投げかけてきた。

「!?　まさかお前も……!?」

「あ、やっぱり？　聞いといて良かったわ」

　俺の答えに彼は満足気な表情で、労ねぎらうかのように俺達を見渡していた。

　喋しやべり方も、振る舞いも、どこにも魔王らしい要素が見当たらない。

「しっかりして、ハルキ!!　姿は人間だけど、それに惑わされるべきじゃ無いわ!!」

「先程のドラゴンが傍にいる以上、魔王であるはずです。迷いは捨てましょう……!!」

　俺の混乱を見て取ったか、キリアとルナが発破をかけてくれた。

　それを示すかのように二人は、挨あい拶さつ代がわりの魔法を彼へと既に放っていた。

　キリアが補助魔法をルナにかけて放つ、メテオラドラゴンにもダメージを与えた最上級氷結魔法は唸うなりを上げながら彼等へと向かっていく。

「ボクも続くよ!!　ハルキ、援護を……ッ!?」

　それに続くかのようにしてユーリも攻勢に出ようとしたその時だった。

「──とんだご挨拶だな。もしかして礼儀の一つも知らない方々な感じか？」

　氷結魔法は彼等に届くよりも前にあっさりと霧散していた。

　よく見れば隣の魔女が手を前にかざして防護障壁を直前で張ったようだった。

「いやぁ、本当怖いねぇ魔法って」

「こんなもの大したことありませんよ。魔王様はビビり過ぎです」

「いや、だって初手からあんなの飛んでくると思わないじゃん……とっ」

　余裕そうな振る舞いを取り繕いながら、魔王らしき人物はもう一度俺達を見渡す。

　どこをどう見ても普通の人間だが、傍らの魔女は確かに彼を守った。それはすなわち、彼こそがこの場で最も上の立場の存在ということを如実に表している。

「が、実に好都合だ。勝手に家に上がり込んで攻撃仕掛けてくるような非常識な勇者様一行には、それ相応の対応が必要だよなぁ？」

　まさに『計画通り』と言わんばかりの表情で、彼は俺達を指差しながら言う。

　そしてその言葉を合図に、横に控えていた魔女とメテオラドラゴンは戦闘態勢を取る。

　どちらにせよ、こうなった以上は突っ立っている訳にもいかない。ここまで来て躊ちゆう躇ちよをしていては、本当の意味で勇者になんてなれはしない。

「勝負だ、魔王!!　俺達は絶対にお前を打ち倒す!!」

　明確な敵意を向け勝負の宣言をした俺を見た彼は、何故か嬉しそうだった。

「おけ、受けて立とう。転生勇者、来てくれて本当にありがとな」

　俺達を見る彼の目はまるで子供のようにどこまでも純粋で。

　口元に表れた笑みは今までに見たどんなものよりも下卑た邪悪なもので。

「『東を向いている指南人形』」

　最後に俺達が聞いたのは、全く意味の分からないそんな言葉。

　そして俺達の旅は、唐突に終わりを告げたのだった。
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「異世界転生者って何でハーレム作りがちなんだろうな」

「いつまで見てるんですか、それ。仕事中ですよ」

「いやーこれ最高だろ。死亡フラグ満載で」

　勇者襲撃騒ぎがあってから、数時間程経った時分の事。

　面白くて好きなものは録画して何回も見返す派の俺は、セレスから水晶玉を借りて彼等の行く末を所々笑いながら見返していた。

「何で同じような会話を延々繰り返すんだろうな。ＮＰＣかよ」

「私の知らない単語はお止めください。それについては同意ですが」

　ここは魔王の城だよ。とか俺も言った方がよかったかな。反省案件だ。

「とにかく見過ぎです。没収させていただきます」

「チッ。まぁ、五回は見たからもういいけど」

　敢あえ無く水晶玉はボッシュートされ、セレスのマントの内側にまた収納される。

「では、一時間ほど席を外しますね」

「おい、お前も見る気だろ。仕事中って言ったよな？」

　やっぱりセレスも気に入ったらしい。趣味が合うのは実にいいことだ。

　エンターテイメントとして素晴らしいものなのは間違いない。その分殺意も沸くのだが。

　それにしても、転生者って本当に凄すごいな。うちの最強の四天王であるメテオラドラゴンことテオを倒せるとか本当に人間かどうか疑いたくなってしまう。

　そしてテオはドラゴン状態と人型で差があり過ぎる。テオの最たる特徴は煉れん獄ごくの業火よりも熱いとされるブレスとかじゃなくてあの可愛らしい容姿な。

　何で一回倒されてるのに蘇よみがえってるかと聞かれれば、テオが究極にして最強のドラゴンとして作られた過程でフェニックスとかの因子を混ぜたからと聞いた。掛け値なしの不老不死であり、それもあって転生者用の面接官にしてしまっている。心が痛い。

「普通に転生者強過ぎて引くよね」

「見事にブーメラン突き刺さっていますよ。魔王様が言えたことじゃ無いでしょう」

　ただの感想だが咎とがめられる。これはもう何度も言われていることだ。

「俺の場合強いっていうか……なんか違くない？」

「確かに。どちらかといえばクズですか。その上に趣味も悪い、最低です」

「お前もな、性悪女の軽口製造機め」

　軽口の応酬。しかしお互いに微笑を浮かべている為に雰囲気は悪くならない。

　俺などが魔王をやっているのは、全て転生者に俺を殺しに来てもらう為。

　そしてそれを成す為の能力も持っている。本当に人の事言えないな。

「──オラァ、魔王覚悟しやがれ!!」

　なんてことを考えていたら、急に覚悟を決めろと宣告された。

　声のした方に俺が意識を向ける頃には、振り下ろされた大剣が俺を両断する直前であった。え、何この状況。普通に理解不能なんだけど。

「あぁ、ジャガルか。何の用だ？」

「何って……魔王の座を賭けて俺と勝負しろ!!」

　目の前にいたのは筋骨隆々の二足歩行の獅し子しだった。

　金色の鬣たてがみは紛うことなくもふもふで、ついついそっちに意識が向いてしまう。

「勝負……。勝負を俺に仕掛けるってことでいいのか？」

「お前以外に誰がいるんだよ!!　いざ尋常に──」

　明らかに強そうである大男に勝負を仕掛けられた。それに対して俺は丸腰で、筋力ほぼ無しに加えて慢性の腰痛持ち。何なら座っているので準備も何も出来ていない。

「──がはっ!?」

「はい、終わり。いい加減学習したらどうだ？」

　だからこそ勝てる。というよりも、そうでなければ勝てないという能力だ。

　能力の仕様上、俺は誰よりも弱くなくてはいけない。

　もののついでで都合が良いので能力の解説でも軽くしておこうか。

『東を向いている指南人形』

　指南人形とは、かつてとある国で使われていた『指南車』という車に付けられていた仙人の人形のこと。曰いわく、常に必ず南を指し示していたから『指南人形』というらしい。

　その指南人形が東を向いている。その名前が意味するところは、要するに『起きるはずの事象が起こらず、起きないはずの事象が起こっている』という状況だ。

　つまり『自らに降りかかる絶対的な事を反転させる』能力である。

　これだけ聞けばまんまチートだが、勿もち論ろんの事制限もある。

　一つ目は『俺自身がされたこと』と『俺が関連している事象』にのみ適応可能であるということ。つまり万能では全くない。

　例で言えば、『人間は老いて死ぬ』という確定した事象が俺自身には反転して適用されてある。まぁ、基本的に俺に対してデメリットのあるものは反転させているって感じ。

　そしてもう一つは、可能性が零ゼロか百でないと発動しないということ。

　仮に億分の一でも可能性が百未満で存在すれば能力は不発に終わる。なかなか世知辛い。

　根本的に受動的な能力であるので、能動的に使えないというのも悲しみが深い。

　だからこそ迎え撃つのに一番都合のいい魔王という役職を選んだわけだが。

「相変わらず馬鹿ですねジャガルさんは」

「あぁ、馬鹿だな。もう諦あきらめればいいのに」

　そんな能力の性質上、俺は絶対に勝てない強い相手には逆に勝てるのだった。

　むしろ俺が勝てる可能性が存在するクソ弱い相手には恐らく負けてしまうのだが。

　それも魔王になった理由の一つ。まずここまで来れるような強い人間に、俺は絶対に勝てないから。そして並みいる魔族にも絶対に勝てないから。

「ぐぅ……俺は、お前を倒して魔王に……」

「魔王になって何するんだよ」

「そんなもの、世界征服に決まってるだろうが!!」

　弱い犬程よく吠ほえるというが、こいつは間違いなく強い。かませみたくなってしまったが、白兵戦では無類の強さを誇る獣人族と呼ばれる種族のエリート戦士であり、我が魔王城が誇る四天王の一角でもある。それを買って俺自らが登用した。

「世界征服ぅ？　何の意味があるんだそんなもん」

「愚かな人間を恐怖のどん底に突き落として、魔族が世界の頂点に立つんだよ!!」

　ジャガルは魔族として至極真っ当な事を言い始めた。言わんとすることはよく分かる。

　でも普通にウザいから説き伏せてしまおう。無理にではなく、論理的に。

「じゃあ人間を滅ぼして、頂点に立って……それで？」

「あ？　そんなもん当然……」

　と、そこでジャガルの言葉は止まる。人間を滅ぼして、魔族が頂点に立つという目標はよく分かった。では、そこから先には何が残されているのだろうか。

「それ自体が目的なら構わんけど、その先に残されてるのは……」

「魔族同士でも同じ争いが起きる、ということです。どこまでも不毛ですね」

　意図を汲くみ取ったのか、セレスが加勢してくれる。流石に長いこと側近をしているだけのことはあり、この世界をどうすれば一番都合が良いのかは分かっているようだった。

「魔族は勿論のこと、人間も同様に健在であった方が絶対的に都合が良い。世界を征服することに興味が無いのは、それが全く意味の無いことだからだ」

　どちらも健在で、それなりに敵対していた方が最も安定した関係を築ける。魔王として長いことこの世界を見た結果、辿たどり着いた結論はそれだった。

　そして人間を滅ぼしてしまったら転生者が生きていける世界が無くなってしまい、人間の為に魔王を打ち倒すというモチベーションが消失してしまう。

　つまり魔王としても俺個人としても、世界征服という選択肢は最初から存在しないのだ。

「……チッ!!」

　それ以上に言い返す言葉を持っていないのか、ジャガルはただ舌打ちするだけ。

　うん、良い傾向だ。彼は馬鹿だが間抜けではない。よく理解出来たようで。

「それでも俺はまた魔王の座を狙いに来るからな!!　首洗って──」

　そして視線だけこちらに向けたまま、魔王の間から走り去ろうとするジャガル。

「まおーーーーーー!!　あたしも一緒に遊ぶー!!」

「──アバァ!?」

「あぁ、無情……」

　大事故だった。前方不注意が招いた悲しい事故。そうでなくても轢ひかれてそう。

　俺とセレスに散々身体も精神的にもやられた挙げ句に、更にテオに轢かれるという責め苦。

「ジャガルと遊んでた訳じゃ無いぞ。ジャガルで遊んでたんだ」

「ならあたしもやるー!!」

　なんと純粋なサドなのだろうか。ここまで不純物が混ざっていないのはなかなかお目にかかれない。流石に可哀想なので止めてやることにした。

「完全に伸びてますね」

　止めてやるまでもなく彼は死んでいた。うるさいもふもふはもう放っておくとして。

　丁度良くテオも来た。このメンツなら楽しく茶でも飲みながら話が出来るだろう。

「んじゃ、テオも座ってくれ。お茶会始めるぞ～」

「わーい!!　お菓子お菓子!!」

「はい。それでは先程の転生者襲撃で得られた疑問を解消しましょう」

　丸いテーブルを三人で囲む。各々の前にセレスの淹いれた紅茶と菓子が並ぶ。自分とテオはケーキなのに俺が煎せん餅べいなのには気付いてないのかな。美味おいしいけども。

「俺が一番疑問なのは、男が一人ぐらいいてもいいんじゃないのって話だよ」

　まずは軽いジャブとして簡単に解決しそうな疑問から述べることにした。

　大抵は四人組なのだが、何故か男女比が偏ってしまうことに対しての意見を請いたい。

「はーい!!　女の子はかわいいからだぞ!!」

「正解。もうこの話終わりでいいな？」

「意思が弱過ぎますね」

　いや、だってそうでしょ……。女の子多い方が見栄えが良いに決まってるし……。

　逆に男とか必要か？　俺だったら全員女にするね間違いない。

「転生者って強いし。仲間いなくても一人で全部やり切れるじゃん」

「つまり戦力は度外視、という話ですか」

「そう。だから重要なのはそれ以外の部分……。それが意味するところは、だ」

　戦力は一人で事足りるのだから、仲間にするメリットとして挙げられるのは。

「性欲だろ？」

「流石は魔王様、本当にどうしようもありませんね」

　おかしいな。核心を突いたと思ったのだが、何か間違った雰囲気になっている。

「せいよく？」

「誰だ、テオにそんな言葉を教えたのは!?」

「どうしようもない、以上の語ご彙いは生憎あいにく持っていませんよ」

　精神年齢十歳には難しい言葉だったのか、テオは可愛らしく首を傾げていた。

　流石におふざけが過ぎた。テオにこれ以上余計な知識を与える訳にはいかない。

「それがもし真理だとしてですよ？」

「うん」

「魔王様の場合、性欲でジャガルさんを仲間に引き入れたということになりますが」

「クビだクビ!!　新しく獣人の女の子でも入れようや!!」

　さっきまでの全部無かったことにならんかな。何で俺は暑苦しいもふもふなど登用してしまったんだ。

　俺の場合ちゃんと戦力を勘定に入れているからだよ。四天王は強い方がいいからだ。

「しかし、一概に間違いとも言えませんか。私達の視点からでは、ただ自分の魅力をアピールしたいが為のアクセサリーにしか見えませんし」

「言い得て妙だな。セレス的にはそういうの許せないタイプ？」

「？　この世界の大半は私の引き立て役だと思いますが」

「真顔で言うなよ、怖くなってきたわ」

　本気で言ってるのがよく伝わる。もうこれぐらい開き直っていた方が好感持てるな。

　セレスは誰に対しても丁寧な言葉遣いを崩さないが、それは言うなれば全てを平等に下に見ているということでもある。気持ちいいぐらいの自信家だ。

　うん、取り敢えず適当だけど女を仲間にしたがる理由はよく分かった。長く辛い旅路には癒しになってくれる存在が必要だからね。色々な意味で。

「男を仲間に引き入れない理由……は何かあるか？」

「友達の一人や二人はいてもおかしく……あぁ、すみません。魔王様の心に傷が」

「いらないもん友達なんて」

　馬鹿にしやがって。俺だって転生前には一人や二人いたはずだ。現在？　いないよ。

　先に断っておくが、これは魔王という俺の立場的に仕方のないことなのだ。決して俺の人間性に問題があるとかではない、とも言い切れないのが本当に悲しい。

　男女間に友情が絶対的に芽生えないとも言えないが、気の置けない同性の友達の一人ぐらいはいてもいいのではなかろうか。友達って一体何なんだろうね。

「まおーは、『ちーと』の仲間になりたいのかー……？」

「……!?　鋭い意見を出す幼女……純粋故の無む垢くなる疑問……ッ!!」

「壊れましたか」

　少しだけ悲しそうにテオが投げかけた疑問。多分だが深いことは全く考えてなく、もし俺が転生者の仲間になってしまったらと考えて出た言葉だったのだろう。

　危うくその尊さに浄化されかけてしまう。魔王って本当に素晴らしい。

「で、どうなんですか」

「こんなん頭おかしくなってしまう」

「まさか本当に壊れるとは……」

　周りの女は転生者をこぞって称賛する。そして転生者とは比べるのもおこがましいレベルの実力しかない俺は見向きもされないだろう。ともすれば俺に残されている選択肢は大人しく彼女達と一緒になって称賛するか、闇落ちするかの二択だけ。

「なるほど、同性であるが故の嫉しつ妬とですね」

「非力な俺でも殺せる方法……やっぱり暗殺か不意討ち……」

「取り敢あえず戻ってきましょうか」

「あうん」

　本日二回目のビンタ。さっきほどの理不尽ではなかったのでこれは必要経費だ。

　頰を抑えるまでも無い優しい痛みで現実に引き戻され、思考は一度クリアになる。

「男は仲間にならない、じゃなくてなりたがらないが正解か」

「余程出来た人間でもなければそうでしょう。いたらいたで逆に嫌ですが」

「転生者詰んでね？」

　転生者というものは、異性からは好意を、同性からはヘイトを買ってしまう。

　勿もち論ろん全ての転生者がそうだと言うつもりは無い。だが、俺が今まで見てきて殺してきた転生者の大半はそうだったのだろうと納得出来てしまった。

　お茶会の片手間の与太話。少しばかり毒多めになったが、俺達の立場から考えれば実に薬になる話だった。次からは彼等をそういう目で見ることにしよう。

「まおー、これからもまおーでいるよね？」

「ん、そりゃな。少なくとも人間の味方になることは無いぞ」

「本当!?　やったー!!」

　テオは感情表現が豊かだ。こうして不安そうな顔からすぐに満開の笑顔を咲かせる。

　俺がこれからも魔王をやること、それがテオにとっての喜びらしい。

「まおーもセレスも皆みんな大好きだから、いなくなってほしくないぞ!!」

「お、おぉ……。何、泣けってこと？」

　そうしてこういう風にストレートな好意をぶつけてくる。その好意に完全に気け圧おされて童貞ムーブをかましたことは今後一生の悔いになるかも。プロポーズすりゃよかった。

「……ロリコンの鑑かがみですね。テオさん、性欲の塊からは逃げた方がいいですよ」

「おー？　じゃあお昼寝してくるー!!」

「自由だなぁ、四天王って」

　自発的にお昼寝する奴に悲しくも寝かされてしまった奴。四天王の半数がこれとか、この城を落とせない勇者の方々はもう勇者を名乗るのを止めた方がいいと思う。

　というか、セレスの今のは実にらしくない棘とげだったな。なんか焦ったような感じ。

「安心しろセレス。テオは嫁というよりも娘が最高だ」

「ダメです。魔王様ではテオさんの教育によろしくないので」

「えぇ……一体どうすれば……？」

　と思いきやいつも通りの軽口。呆あきれたような微笑とセットなのも分かりやすい。

　基本真顔の彼女も時には笑う。喜怒哀楽は非常に薄いが、この場所での時間をほぼセレスと共に過ごす以上、彼女の変化には流石に敏感だ。

「ま、私情でハーレム組んでるやつに世界救えるかって話な。本当に許せない」

「魔王様も割とハーレムじゃありませんか？」

「耳が痛い」

　内情がどうあれ、傍にいてくれる側近が女で慕ってくれている四天王も幼女。ともすれば俺自身がハーレムでないという無駄な反論をする気も無い。というか出来ない。

「それでも俺は嫌いだと主張するし、どこまでも小馬鹿にするよ。だって楽しいから」

「クズでゴミで最低です」

「中耳炎になりそう」

　どんなに罵ののしられようとも俺は考え方を変えない。この歪ゆがんだ価値観を変えようとも思わないし、どこまでも重要なのは自分が楽しいか否か。それだけしかない。

　その為なら何でも利用する。魔王として使えるものは全て使う。

「とはいえ……魔王としてここまでよくやってきているのも事実です」

「褒めるところは褒める。懐柔されてるなぁ、完全に」

　珍しくセレスは俺を褒めてくれた。ボロクソに言ってから少しだけフォローを入れるとかツンデレが過ぎる。今は流行はやらないからやめた方がいいと思うが、俺は嫌いではない。

「そんじゃ……これからも存分に使い潰つぶすからよろしくな？」

　だからこそ本音は隠さない。今まで通りに役に立ってもらうし、これからも俺がしたいことの為に部下達には存分に駒になってもらうとしよう。

「魔族の繁栄など、元から興味はありません。面白ければ全て許しますよ」

「相変わらずの愉悦主義で。セレスも転生者狩りは気に入ってるだろ？」

「趣味が悪いですが……最高ですね」

「だろ？　チート転生者がチート転生者に倒される。これ以上ない皮肉だ」

　絶対強者たる者が絶対的に勝つ状況は確かに面白い。用意された一本の筋道であったとしても、それこそが爽そう快かいで気持ちの良いことなのだから。

　しかし。番狂わせやジャイアントキリング、そう古くから言われるように。

　世の中には絶対的なことを望まない感情がある。強者が勝ってしまう、そんな光景を見飽きてしまった人に捧ささぐ。そんなつもりもない、俺だけのエゴの塊。

　その為に得た能力。彼等の思った通りの筋書きにはさせはしない。

「とにかく今日は飲むか。セレス、色々な奴に声かけとけよ!!」

「かしこまりました。盛大な酒宴の準備を致しましょう」

　そんなこんなで今宵の魔王城では恒例の宴会が幕を開ける。言うなれば魔族の敵のトップを撃退したのだ、こんな日に騒がずしていつ騒ぐというのだろうか。

　開場の準備が出来る頃には四天王は勢せい揃ぞろいするだろうし、近場の魔族達も集まってくる。

　今日来た転生者はテンプレ通りのハーレム勇者。よく見るものだが、そうではない転生者もたくさんいることだろう。他のがどんな奴なのか今から楽しみだ。

「もしかしたら、お前より強い奴とかいたりしてな」

「御冗談を。ハーレム築いて遊んでいるような輩やからに私が負けますか」

「絶対的な強さを求めて、とかだったら……。ま、それでもお前が最強か」

　とにかく、転生者には型こそあれどそれら全てが十人十色。

　同じ奴は一人もいないし、だからこそ誰が来ても最高に面白い。

「今思いましたけど、今回の彼は転生者ではなく転移者でしたね」

「元の世界に帰りたかったとか言ってたしな。随分と勝手な話だわ」

　転生者と転移者。言ってしまえば死んでるか死んでないかぐらいの差しかないので、どっちでも構わない。と言いたいところだが、やっぱり転生者の方が美味おいしかったり。

「それでは改めて総括をお願いします」

「取り敢えず楽しかったから万事よし!!　次は転生者だともっと嬉うれしいけどな!!」

　ならばこそ、これまでに来てくれた彼等の全てに感謝と侮ぶ蔑べつを込めて。

　そして、これからの彼等の更なる飛躍と成長に期待と嘲ちよう笑しようを込めて。

　魔王として、転生者として。俺はいつまでも彼等を待ち続けよう。

「なんだか恋する乙女みたいですね」

「だから人の頭の中を覗のぞくなと。フリーパスかよ」

「ふふっ……そんなもの魔力の無駄使いでしかありませんよ」

　お前の思惑など魔法を使わないでも分かっているということか。そうかそうか。

「……さっさと準備始めるぞ!!」

　ストレートではないが、これは効いた。ついつい俺も事を急せいてしまう。

　後、普通に外したのも恥ずかしい。完全に良いようにされてしまっているな。

「はい。実に楽しみです」

　微笑みながらセレスは俺の横に。何なに卒とぞ今後もこれが続いていってほしいものだ。

　そんじゃま、これからも続く転生者との一幕を存分に楽しみましょうかね。
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「──誕生日おめでとう。今日で十五歳だな」

「ありがとうございます、お父様!!」

　いかにもパーティーといった装いに、豪勢な食事と大きなケーキが置かれているテーブル。

　本日は華族であるアーカレム家の三男として生まれた僕の十五歳の誕生日だった。

『ゼルシュタイン＝アーカレム』とケーキの上のネームプレートには記されている。

　今の僕の名前、という意味ではそれは正しかった。回りくどい言い方になってしまったが、それが紛れも無く真実であることは僕しか知らないことだった。

「もう立派な大人だな、ゼル。俺も兄として誇らしいよ」

「そんな……。僕なんてアル兄様に比べたらまだまだですよ」

　アーカレム家の長男であり、家督を継ぐ予定のアルシュタイン＝アーカレム。

　そのアル兄様は、まるで自分の事のように僕の誕生日を喜んでくれていた。

「そうか？　数年ぐらい前から急に大人びた雰囲気になったと思ってるが……」

「言われてみればそうね。確か、十歳ぐらいの時だったかしら」

　ある時を境に急に雰囲気が変わったというアル兄様の言葉に続くようにして、対面に座っているお母様もそれがどの年齢で起きたことなのかを思い出していた。

「き、気のせいだと思いますよ!!　そんなことよりほら、料理食べましょう!!」

「気のせい……まぁ、どちらにせよ喜ばしいことには変わりない。頂くとするか」

「そうだな。ゼル、今日は心ゆくまで楽しむといい」

「はい!!　楽しませていただきます!!」

　言及はそこまでで終わり、無事にささやかだが楽しいパーティーが開始される。

　あ、危なかった……。あのまま話が続けられていたらボロが出ていたかもしれない。

　確かに二人の言っていたことには間違いがない。ゼルシュタインという存在は今から丁度五年前、十歳になったその時に一度生まれ変わっているのだ。

　彼等が知っている十歳よりも前のゼルシュタインと今のゼルシュタインとでは明らかに違っていることがある。そこで少しだけ昔話を。

　かつて、イグラリアで『剣神』とまで呼ばれた大英雄がいた。

　ある人曰いわく、最強の人間。ある人曰く、最も神に近かった存在。

　今でも語り継がれるその人物は、勿もち論ろんのこと千年以上前にその生涯を終えている。

（まさか僕がその『剣神』だなんて誰も信じないだろうなぁ……）

　ステーキを頰張りながら先程ボロが出そうになったのを思い出しながら反はん芻すうする。

　実は生まれ変わった、という表現は少しだけ違う。正確には『剣神』の生まれ変わりである少年の意識の中に、かつての僕である『剣神』が目覚めた、という状況だ。

　人格は混ざり合って、ほぼ『剣神』の人格が核を成している。と言っても、調べた感じではゼルシュタインと僕の性格はほぼ変わらないようだった。

　変わったのは彼等が言ったように雰囲気ぐらい。流石に華族の三男のキャラに寄せている部分もあるが、特に苦も無く今に至るという訳だ。

　ゼルの顔はもう十五歳だというのに幼さが残る顔立ちで、ゼルシュタインという名前のいかつさとのギャップでよくからかわれた。茶色の髪はストレートではなくうねるようになっており、それもまた童顔というのを加速させていた。

「ゼル。一応確認しておくけれど、明日あした家を出るって本気なの？」

　半分ほど料理が無くなったそんな頃合いに、お母様からそんな言葉を投げかけられる。

　特権階級の子息は十五歳で一区切りを付けられ、一人前の大人として早くも認められる。

　十八歳であるアル兄様も家督を継ぐ為に、十五歳からお父様の近くで勉強をしていた。

「はい。自分の目で世界を見て回ろうと思いまして」

「そう……。まだ早いんじゃないかしら、もうあと数年家にいても……」

「早いことも無いだろう。三男だがゼルはしっかりしているし」

　転生した先が華族であったので自由に生きられないと思っていたのだが、三男である自分にはまず家督が回ってこない。面倒な権力争いからは最初から外れていたのだ。

　そもそも昔から自由にのんびり生きたいというのが僕の望みだった。なので十五になったら家を出ようと数年前から既に両親に話を付けていた。

「全くその通り。ゼルが家を出たところでアーカレム家には何も損害は無いしね」

「キール兄様……」

　パーティーの序盤から不機嫌そうに黙っていた人物がようやく口を開いた。

　彼はキルシュタイン、僕の二つ上の十七歳でアーカレム家の次男だ。

「パパの跡を継ぐのはアル兄様か僕で十分だし。というか、僕が継ぐから問題無い!!」

「キール、それは今する話では無いだろう。ゼルの門出だ、素直に祝ってやれ」

「チッ、分かったよ。いい子ぶりやがって、相変わらず気に食わねぇ……」

　温厚で誠実なアル兄様と違ってキール兄様は普通に性格が悪い。次男でありながらアル兄様とは一つ違いなのでギリギリ家督争いに食い込めている。

　僕ともアル兄様とも仲が悪い（というよりも彼が一方的に嫌っている）ので、両親の悩みの種だと聞いた。なまじ優秀なのもそれに拍車をかけている。

　どちらにせよ僕の旅立ちを後押ししてくれるのは素直にありがたい。家督を継ぎたくない僕とは利害が一致しているので、正直嫌いじゃなかったりする。

「……本当に家督に相応ふさわしいのは俺でもキールでもなく……」

「何か言ったかしら、アル？」

「いいえ。……ゼル、もっと食え。俺の分もやる」

「えぇ!?　そんなに入りませんよ!!」

　反対にアル兄様とは剣の鍛錬や勉強をずっと共にやってきたのでお互いをよく知っていて仲が良い。まさにいいお兄さんという感じで、大好きな存在だった。

　こうして僕の十五歳を祝うパーティーで夜は更けていく。早ければ明日にでも家を出ようと思っているので、これが最後の家族団だん欒らんになるかもしれなかった。

「……。楽しいか、ゼル？」

「!!　……楽しいです!!」

　僕はアル兄様の問いかけに迷うことなくそう答えた。

　家族はいいものだというのは転生して初めて分かったことの一つだった。










「ゼル様、本当に行かれてしまうのですねぇ……」

「うん。今までお世話ありがとね、セリーヌ」

　次の日。予定通りに準備を進めて、いよいよ家を出るとなった矢先の出来事。

「本当は付いていきたいんですがぁ……お仕事があるので……うぅ……」

「な、泣かないでよセリーヌ。一生の別れって訳じゃないんだから」

　自室でお付きのメイドのセリーヌに泣き付かれていた。家を出ることを一番初めに喋しやべったのも彼女で、ずっと後押ししてくれていたのだがどうやら我慢できなかったらしい。

「そうですね……。ゼル様、本当に立派になられて……」

「セリーヌのお陰だよ。本当にありがとう」

「こちらこそ、いつも傍に置いてくださり本当にありがとうございました……!!　私はいつでもゼル様の味方です、それをどうぞお忘れなきよう……!!」

　セリーヌは跪ひざまずきながら僕の手を取ってそんな言葉をかけてくれた。

　ここまで思ってくれる従者がいるのは本当に幸せな事で、僕の意識が目覚めるよりも前のゼルの人格の賜物だと言えるだろう。

「それじゃ、行ってくるね」

「はい。お土産期待してますよぉ」

　これまでの人生で一番お世話になった人物に別れを告げて、大きな荷物を背負いながら家の大きな玄関を目指す。餞せん別べつで高価な宝剣を貰もらえるとのことだったが、旅先では華族であることを隠すつもりなので丁重にお断りした。

　家族にはもう挨あい拶さつは済ました。お父様はいつもの調子で、お母様は少し悲し気に。アル兄様は穏やかだったが、キール兄様には普通に無視されてしまった。

　ここまで嫌われる何かをした覚えはないのだが、人間関係はなんとも難しい。

「あ……」

「何よ、その反応は。私がいたら何か不都合でもあるの？」

　玄関へ行くには広いエントランスホールを通る必要があるのだが、そこに一つの人影があった。

　絢けん爛らん豪華な華族の衣装を身に纏まとう、ピンク色の髪がよく目立つ少女。

「ベルタ、来てくれたんだね」

「幼おさな馴な染じみの門出だもの。顔ぐらい見に来るわ」

　彼女はベルタ＝ハーレスティア。アーカレム家と親交の深いハーレスティア家の第一令嬢で、僕よりも二つ年上の十七歳。幼い頃からの仲なので敬語は抜けている。

「はは……嬉うれしいよ。何なら僕から会いに行こうと思ってた」

「相変わらずね、ゼル。私じゃなかったら勘違いしてるから」

「勘違い？」

「まぁ、それは置いといて。……はい、これあんたに」

　ベルタは自分の右耳に付けていたイヤリングを外して差し出してくる。

「いつか私も同じように……。だからその時まで持っておきなさい」

　無理やりにでも渡すつもりだったのか、僕の右手にそれを握らせる。

　拒むつもりも無い僕は、それを受け取って力強く握り締めた。

「行ってらっしゃい、ゼル」

「うん。行ってくるね、ベルタ」

　まるでどこかに遊びに行ってくるのをただ見送るかのように。

　ベルタは控えめに手を振って、僕もそれに応えるように手を振った。

　過去に英雄として生きた自分。そして現代に華族の三男として生まれ直した自分。

「……よし。僕の新しい人生の始まりだ!!」

　門を潜ってしまえば、華族としてのゼルシュタイン＝アーカレムではなくなる。

　過去の英雄でもない、華族の三男でもない、ただのゼルシュタインとして生きる為に。

　まずは当ても無く旅を。その後は……のんびり冒険者をやるのもいいかもしれない。

　過去から未来へ、転生した僕の旅は今ここから始まろうとしていた。
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「もう魔王辞めたいんだけど」

「そうですか」

　泣き言を言い放った俺にセレスは冷たかった。もうちょっと何か無いのかな。

　引き留めろとまでは言わないけど、悲しむ素振りぐらい見せないかねこの女は。

「だって……流石に忙し過ぎないかなこれ」

　そう言って俺は仕事用の机に積み上げられた書類の束を見上げる。

　各地に散らばる魔族のデータだったり、イグラリアの各地域の近況だったり。

　各地の魔族が甲か斐い甲が斐いしく報告し、セレスが纏めてくれているものなのだが、その全てを逐一俺がチェックしなければならなかった。

「自分で選んだ道でしょう。甘えた事言わないでください」

「くぅー、正論って本当に耳が痛い」

　さて、例の転生者襲撃騒ぎがあってから二週間ぐらい過ぎただろうか。

　曖あい昧まいなのは魔王城近辺は昼夜がよく分からない為に時間感覚がイカれてるからだ。

　転生者レベルの勇者が来たということは、各地に散らばっている魔族達への影響が大きかったということ。その調整の為の仕事がこの書類の山である。

「そもそもですね、魔王様」

　更に追加で書類を運びながら、セレスは机で項うな垂だれる俺を呼びかける。

　そもそも魔法が使える世界で手作業してるのがアホらしい。俺は魔法使えないけど。

「魔王は百年は続けないと職歴には書けませんよ」

「何その世知辛い情報。マジで聞きたくなかったんだけど」

　俺の魔王在籍歴は五十年と少し。世間様にこの仕事をちゃんと続けられましたよと堂々と言えるようになるには、まだ俺は折り返し地点らしい。

「今辞めれば魔王様は路頭に迷うことになりますね」

「仮に書けても役には立たねぇよな、魔王って」

「空白よりはマシですよ」

「空白の方がマシだよ」

　人間の世界で就職するのに職歴が必要なのかはさておいて、仮に『魔王を百年やってました～』とか抜かす人間が来たら俺は黙殺する。取り敢あえず出禁は確定かな。

　つまり、人間の身で魔王をやってしまった時点で詰んでいるということだ。

「おかしいですね……。魔王は魔族の子供達の将来なりたい職業一位なのですが……」

「そりゃそうだよ。俺だって昔は王様になりたかったもん」

　理想と現実は違う。本当になりたかったものが実は理想と大きくかけ離れていたなどざらにある話で、良い子の皆みんなは魔王になる前に一度ちゃんと考えた方がいいよ。

　俺に関して言えば、魔王になりたかったというよりは、本当にやりたいことの為には魔王になるのが一番都合が良かったというだけなので魔王に特に未練は無い。

　しかし、現状魔王以上に適したものが見つからない。それなりに魔王城での生活も気に入っているし、本気で嫌なのであれば半世紀も魔王を続けてたりはしていないからね。

「でもこの量は流石に異常……今までの魔王は一体どうやって処理してたんだ……」

　とはいえ辛つらいものは辛い。人一人がこなせる量は超越していると思うし、何なら今日で五徹目だ。能力が無ければ普通に過労死ラインを越えている。

「大体は脳筋でしたからね。強いのを近くに、後は適当に」

「おおぅ……やっぱ魔王ってそうなのね……」

　何だかんだで人間の力を恐れている。そうでもなければ自分の身を守るように部下を配置はしない。過去の魔王はどうやら魔王の立場にしがみついていたかったらしい。

　ただ強いとかそういうのではなく、それぞれの魔族の強みや特徴を踏まえて状況に応じて配置させてもらう。勿もち論ろん、彼等に手厚い待遇を与えるのを前提としてな。

「あぁ、そうでした。早急に解決していただきたい案件が」

「げ……魔族の間で雇用先枯渇問題が起きてるのか……」

　セレスから直接手渡された紙に書かれていたのは、魔族で就職先が見つからずに路頭に迷う者が多いという投書。魔王城の入り口に設置してる目安箱の中に入っていたやつか。

「あー……確かリミリア地方に触ってない鉱山あったろ。武器も減ってるし掘るか？」

「いいですね。今のうちに募集をかけておきましょう」

　焼け石に水感は否めないが、取り敢えずの解決策を提案する。

　血気盛んな魔族に対して肉体労働を強いるのは忍びないがこれも重要な仕事だ。

　根本的な解決には至っていないが、今はこれで先延ばしにさせてもらおう。

「マッッッジで終わんねぇなこれ。死ぬか？」

「では……」

「言葉の綾あやだ!!　真に受けるな!!」

　炎球の魔法を放とうとしたセレスは、不満そうにそれをキャンセルさせる。見る限り中盤の魔物程度なら一撃で倒せそうで、上司に撃っていい魔法じゃないのは間違いない。

　頼むから燃やすのは書類だけにしてくれ。今なら仕事用の机も付けるからさ。

　俺の言ったことなら何でもしていいと思っている節がある。要注意だ。

　終わりの見えないものは絶望感が凄すごい。少しぐらいは息抜きが欲しいと思ってしまう。

「そうだ!!　そろそろあれの時期じゃね!?」

　そんなことを考えていたら、有用なことを思い出し机をバンと思い切り叩たたいてしまう。

　急にテンションの上がった俺を見てセレスは怪け訝げんな顔をしていた。

「頭沸きました？」

「言い過ぎかな。あれだよ、あれ。隔月恒例の」

「あぁ、もうそんな時期でしたか」

　俺の言葉にセレスも納得したように手を叩く。

　大体二ヶ月ぐらいに一度、魔族達の様子見も兼ねてやっていることがある。

「丁度いいから行こうぜ。息抜きも多少は必要だろ？」

「一理ありますか。仕方ないですね、許可します」

「この手綱握られてる感、堪らんな」

　名誉の為に言っておくが、俺は断じてマゾではない。この徹底して管理されているのに快感を覚えている訳ではなく、普通に困っているのだ。

　ただ、セレスがいないと俺は何も出来ないので必然的にこうなってしまう。もう慣れた。

「どうせならテオも連れていってあげたくない？」

「同意見ですが……どうやら今は外に遊びに行っているようですね」

　それはなんとも残念な知らせだ。このイベントもテオが暇ならたまに連れて行っているのだが、本日は止む無く不参加となってしまった。

「では早速行きましょう。時間は無駄には出来ません」

「おう、そうだな……ッ!?」

　セレスに急せかされるようにして椅子から立ち上がったのだが、思わず悶もん絶ぜつする。

　デスクワーク特有の強烈な痛み。これはあれだ、腰痛が悪化したかな。

「何をやっているんですか……。ほら、肩貸しますよ」

「すまん……俺が貧弱でなければ……」

「それは言わない約束でしょう？」

「セレス……」

　腰を抑えて立てなくなっていた俺を見かねてセレスが肩を貸してくれた。

　そして俺の弱音にも完かん璧ぺきな対応。なんて素晴らしい従者なんだ、泣けてしまう。

「……なぁ、身長差の所為せいか体勢的に更に痛いんだけど」

「それも言わない約束でしょう？」

「初だよ、これを言ったのは」

　俺の身長は百七十弱。大してセレスの身長は百五十に満たないぐらい。

　せっかくの好意なのだが、この絶望的な差は更に俺の苦痛を増長させている。

　というかもう魔法でパッと治してくれないかな。その方が絶対的に早い。

「あぁぁぁぁぁぁぁ!?　更に身長を低くするなぁぁぁぁぁ!!」

　その思考を読み取られたのか嫌がらせのように更に身長差を広げられる。

　そこに魔力を使うならこっちに回してほしい、とはもう流石に思えなかった。







　イグラリアの中心部に位置するランベルトと呼ばれる地方は、冒険者稼業が盛んな地域として有名だったりする。何でも、狩れる魔族のレベルが丁度いいのだと言う。

　魔族の巣そう窟くつと化している暗黒地帯からも程よく遠い、というのも大きいようで。

　その中でもラセルントという街に最も大きく有名なギルドがあるのは有名な話だ。

「今日の私は十八歳です。どうですか？」

「可愛いから美しいへの変遷期って感じだな。素晴らしい」

　セレスの転移魔法で魔王城から約二秒ぐらい。大体四、五年前ぐらいから行っている慣習行事の為に俺達はその街にやってきていた。

　セレスはそれに合わせて自分の年齢を操作し、いつもより少しだけ大きくなっている。

　何故そんなことをしているかというと。今日の俺達は魔王とその側近ではなく、ただの人間としてこの街にやってきているからだ。

　それはただの比ひ喩ゆでは無く、文字通りこの街に適したただの人間に擬態している。見た目だけではなく、実力すらも普通の人間のレベルまできっちり落としている。

『私は自らの実力を正しく偽れないような間抜けではありませんから』

　ギルドに冒険者として登録する際にセレスが言った言葉が思い返される。

　言葉通り、魔力測定の際もごく普通の結果を出していたのは流石の一言に尽きる。

　俺はというと、セレスから微弱な魔力を分けてもらい一時的に雑魚ざこ冒険者になりましたとも。やっと魔法使えるじゃん、と思ったらすぐに没収されましたよ、えぇ。

　この街に来るのもわりと久しぶりなので、今一度街を見渡してみる。
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　街は活気に満ち溢あふれ、至る所に露店のようなものが立ち並んでおり、俺の配下である魔族の遺品を加工したものが売られていたりする。なんて恐ろしい街なんだ。

　いかにも冒険者なんだろうなぁ、というような街を行く人々の格好。それぞれの役職に合わせた装備を着込んでいる。なんだかワクワクしてしまうな。

　俺も今日はこの世界での一般的な格好をしている。セレスは魔女の格好をアレンジして普通の魔法使いらしく。ヒラヒラのフリフリだ。

「また大きくなってねぇ？　ここのギルド」

「冒険者稼業は日々需要を増していますから」

「なら実質俺のお陰じゃん。敬ってほしい」

「否定しづらいのがまた妙ですね……」

　冒険者とは、自分が生きる為に魔族という他の生命体を喰くらう職業である。

　つまり俺こと魔王が、この近辺から魔族を引き上げさせればそれで終わり。魔族討伐以外のクエストもあるだろうが、少なくともここまでの盛況は消えるだろう。

　そういう意味では俺が冒険者を養っていると言っても過言ではない。過言か。

「くだらない冗談はさておき、さっさと入るぞ」

　そうして俺達は街でも一際大きな建物の入り口の両開きの扉を開く。

　中は広い集会所のようになっていて、昼だというのにその盛り上がりは凄すさまじい。

　というかそもそもギルドってどういう運営の仕方してるんだろうな。俺も一応魔族界の社長としてギルドマスターと一度座談会とかをしてみたい。多分普通に出禁になってしまう。

「ギルドって言うなればただの冒険者組合だよな。何でかっこいい言い方してんだろ」

「それはもう、魔王様のように痛い心を持った人達の為の場所ですから」

「子供心を持ってるだけなんだよなぁ。まぁ、冒険者組合って言い方は確かに夢が無い」

　冒険者組合だとお役所仕事感が出てしまうことに今ようやく気付いた。

　良い意味でも悪い意味でもこの場所は夢に溢れているべきなのだろう。

「確か毎回この辺に……っと、いたいた」

　ガヤガヤと心地の良い喧けん騒そうの中、目的の人物を探す。

　件くだんの人物は毎度集会所の外れの方の席で酒を飲んでいるので分かりやすい。

「──おっ、オウマとセレスちゃんじゃねぇか!!　随分久しぶりだなぁ、おい!!」

「こんにちは、シリングさん」

「おっすおっす。相変わらずだな、シリングさん」

「お前程じゃねぇよ!!　とにかく座れ座れ!!」

　俺達がその人に近付くとすぐに気付いてくれた。自分で言うのもあれだが全く特徴的な顔では無いので毎回見つけてもらう度に少しだけ嬉うれしくなってしまう。

　このスキンヘッドで多少強面こわもての気の良いおっさんは知り合いのシリングさん。長年ギルドに入り浸っている、良くも悪くもこのギルド内では有名な人物だ。

　因ちなみに俺が人間の世界で人間として振る舞う時に使う偽名がオウマ。魔王という名前を入れ替えただけのクソ適当なものだが、今はそれなりに愛着がある。

「シリングさん、その人達は？」

「あぁ、冒険者でも無いのにたまーにギルドに遊びに来る奇特な奴らだ」

　シリングさんとももう数年以上の付き合いになっている。繫つながりって大事ね。

　今日も複数人で飲んでいたようで、その内の一人が俺について尋ねてくる。

「仕事が忙しくてあまり来られないんだけど、息抜き程度にね」

「それはまた……。お仕事は何を？」

「あー……。なんというか人材派遣的な。そんな感じの」

　うん、各地に魔族を派遣していると言えばしているし。噓は言ってないな。

　とにかく雰囲気を摑つかむ為に俺も酒を注文する。こういう場では特に畏かしこまる必要も無い。

「セレスちゃんはまた一段と綺き麗れいになったな!!」

「ありがとうございます、シリングさん。ですがお酒は程々に、ですよ」

「ははは!!　相変わらず手厳しいなセレスちゃんは!!」

　彼は俺とセレスがパートナーだということも知っている。認識的には俺が社長でセレスが秘書のような扱いで、大きく間違ってはいない。

　取り敢あえずまずは雑談から。最初から踏み入った話をしても仕方ない。

　初見の人もいるので軽く自己紹介だったり、近況だったりを話していく。

「最近どうよ、ギャンブルの方は。勝ってる？」

「いやぁ、ダメダメだ!!　今月も素寒貧だな!!　お前の方はどうだ!?」

「んー、ようやっと趣味も仕事も充実してきた感じかな」

「そうかそうか!!　そりゃいい!!」

　シリングさんはまるで自分の事のように喜び大笑いしながら俺の背中をバンバンと叩く。

　普通に痛いけどこの人の人柄がよく表れている行為なのでわりと好きだったり。

　具体的な事は何も話していないが、なんとなく納得してくれている。本当に助かる。

「そういや前に来た時に話した自然発生のダンジョン、もう攻略されたってよ」

「へぇ。残念だな、俺が攻略しようと思ってたのに」

「そんなつもり全く無かったくせによく言いやがる!!」

　街の中心でもあり、また人が多く集まるような集会所であるこの場所は、必然的に情報も多く集まってくる。根も葉もない噂話から、最近の流行まで全てだ。

　息抜き、と最初に言ったがそれはあくまでついでの話であり、本来の目的はまた別。

　周りも含めていい感じに盛り上がってきたところで、本題をぶち込むとするか。

「そういや、最近ギルドで何か面白い話あったりするか？」

「ん？　おう、そうだな……面白い話となると……」

　考え込むようにしてシリングさんは顎あごに手を当てる。

　この感じでは何も無さそうか。それはそれでいつもの事なので構わないが。

「あれなんてどうですか？　ほら、つい最近来た……」

「あーあったなそういえば。俺達底辺冒険者にとっては面白くない話だが──」

　少しだけ渋い顔をした後に、シリングさんは酒を飲み干してから話を始める。

　それは、今から約一週間前のこと。とある少年がギルドを訪ねてきた話だった。
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　家を出てから約三か月。ラセルントという街で冒険者稼業を始めてから約一週間が経とうとしていたのだが、今僕は非常に困ったことになっていた。

　冒険者として生きる為にはまず冒険者としてギルドに登録する必要がある。命を懸ける職業であるので適性があるかどうかを確かめる試験のようなものがあるのは常識だ。

　まずは魔力を測定する水晶で簡易的に測定する。その時点で力の加減が上手うまく出来ずにその水晶を壊してしまった。出来る限り力をセーブしたつもりだったのに……。

　それは勿もち論ろん測定不能となり、すぐにギルドマスターの部屋に通された。ギルマスには僕の力はお見通しだったようで、色々事情を聞かれた。

　あまり目立ちたくないと思っていた僕は、ランクの高い冒険者になるつもりはなかった。かといってギルド側も優秀な実力者を放っておくわけがない。

　なので僕が低ランクの冒険者としてやっていく為の交換条件として、緊急事態にギルマスの依頼を受ける、という案で妥協することになった。前途多難だ。

「な、な、何今の!?　大きい魔物が、一瞬で……!!」

「……見られちゃったか」

　そして一週間経って早速ギルマスから、ギルド近くの山に住み着いた凶悪な魔物の討伐を依頼された。表向きはこの山に生えている『リュク草』という薬草の採取のクエストだったのだが、偶然にも同じクエストを受けていた少女がいたのが不運だった。

　依頼自体はすぐに完遂出来たのだが、久しぶり過ぎて周りに気を遣うのを忘れていた。

『剣神』の力で魔物を討伐したのをがっつり見られていた。

　見ていた少女は、呆あつ気けに取られたような顔で僕の顔を見つめていた。

「や、やばいよ!!　君、可愛い顔してすっごく強いんだね!!」

「なんか思ってた反応と違う……てか、可愛い顔は余計だよ!!」

　そして目を輝かせながら僕に詰め寄ってくる少女。

　自分で言うのもあれだが、あまりにもあっさり倒し過ぎて引かれると思っていたのだが、どうやらその逆だったらしい。

「ごめんごめん!!　私、リーナっていうの!!　君と同じで剣使い!!」

　少女は勝手に自己紹介すると、自慢の剣を抜いて見せてくる。よく使いこまれてはいるが、実に美しく手入れされており、剣が好きなことがよく分かる。

「僕はゼルシュタイン。ゼルって呼んでくれると嬉しいな」

　剣好きな人間に悪い人はいない。気を良くした僕はすぐに自己紹介を返す。

「そっか、ゼルね!!　かっこいい名前だ!!」

　緑色の髪をポニーテールしている、リーナと名乗ったその少女は僕の手を握ってブンブン振る。きっと握手のつもりなのだろう。

　驚くほど距離を詰めてくるのが早い。だが、不思議と不快感というものは無かった。

「それで、リーナ。あの、お願いがあって……」

「ん？　なになに!?」

「僕がさっきの魔物を倒したことは内緒にしておいてほしいんだ」

「えー、勿もつ体たい無い!!　すぐにでも高ランクの冒険者の仲間入り出来るのに!!」

　リーナは心底驚いたかのように声を上げる。冒険者であれば高ランクを目指すのが普通なので、恐らく僕のような考え方は異端なのだろう。

「あまり目立ちたくなくて……ってこんなのじゃ納得出来ないよね。えっと……」

　こういう状況を想定していなかったのでしどろもどろになってしまう。

　なんだか焦っている僕を見て、リーナは考え事をしているのか唸うなっていた。

「うーん……じゃあさ、黙ってるからゼルのさっきの力を私にも教えてよ。あれ剣技の一種でしょ？　だったら私も使ってみたいなーって!!」

「本当!?　それでいいなら全然教えるよ!!」

　過去の僕が編み出した『剣神』の象徴とも呼べる力。言ってしまえば本当に大したものではなく、剣に魔力を付加することで属性に応じた様々な特性を得られるという剣と魔法の合わせ技。ゼルとしてもう一度この世界に生まれたことによって、付与できる特性が強化されているだけでなく、更に増えているのには驚いた。

　剣を介しての魔法だけあって、普通の魔法よりも一つ工程が多い分やれることは多い。攻撃は勿論のこと防御や回避、果ては移動や回復にまで応用出来る。というのも、過去の僕は共に戦ってくれる仲間がいなかったので、必然的にそこまでやらざるを得なかった。

　また、上手く表現できないけどこの世界の魔法はどこか効率が悪かった。なので自分の得意だった剣を利用してやれることはないかと考えた結果である。

「決まり!!　それじゃ、これからよろしくねゼル!!」

　リーナは嬉しそうに剣を構え始める。これはもう今から教えろということか。

　ひょんなことから出で逢あい自分の秘密を少女、リーナに知られてしまった僕。

　これが波乱万丈の日々の始まりだったことは、この時の僕には知る由も無かった。
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「──と、そんな感じだ。特に面白くも無い話だったか!!」

「やっべーな、クッソ愉快な話じゃん」

　ふらっと現れた旅人の少年が登録の際に魔力水晶を壊してギルマスに呼ばれたとか。近くの山の強大な魔物が忽こつ然ぜんと姿を消したとか。未いまだにその少年の正体が謎のままとか。

　噂話に噂話を掛け合わせてほんの少しの事実を加えた、大抵の人なら毒にも薬にもならないその場限りの話だっただろう。

　どこかで見たことあるような展開。転生前に読んだことがあったような気がする。

「はっはっは!!　お前には確かにそうかもな!!」

「いやー、本当に面白い話だったよ。ありがとうなシリングさん」

「楽しめたなら何よりだ!!　俺達は飲んで忘れる!!」

　彼等にとっては宣告通り特に面白くも無い話だったのか、話している間にも酒は進むわ進むで顔は赤くもうベロンベロンに近かった。愚痴が半分だったな。

　楽しい時間はあっという間で、ギルドに着いてからもう二時間ぐらい経っている。

　有用な話も聞けたことだし、そろそろ次の段階に移行するべきかな。

「──な、なんだあの力は!?　今まで見たこと無い!!」

　と、そこで集会所の中心の方で大きな騒ぎが起きる。何かを囲むようにして野次馬が出来上がっており、ザワザワと波が起きているのが収まらない。

「おっ、何だ何だぁ!?　喧けん嘩かか!?」

　祭りごとが好きなシリングさんは、その喧けん騒そうに気付くといち早くそれに混ざりに行こうとする。足取りはふらふらなので一緒に飲んでいた一人が肩を貸していた。

「セレス。これはもしかして、もしかしたりするか？」

「……どうでしょうね。あまり期待はかけ過ぎない方が」

「っても見に行かない手は無いだろ!!　ゴーゴー!!」

　そして一瞬遅れて俺達も席を立ってその現場へと向かう。何故か乗り気ではないセレスの手を取って無理にでも走らせている。

　数秒で現場に到着。聞こえてきた驚きよう愕がく混じりの声から推察するに、その中心にいる人物が俺達の目的である可能性は十分に存在する。ありがちな展開だしな。

　野次馬に溶け込む時はモブ顔であることを十全に活かせる。さて、それでは集会所の中心で騒ぎを起こした人物のご尊顔を拝見──

「あたしが最強だーーーーー!!」

「テオたん!?　普通に意味が分からないよ!!」

　普通さぁ、こういう場面だったらギルドの実力者だったり謎の少年だったりするじゃん。

　普通に知り合いなんだわ。何なら知り合いどころか最高に可愛いうちの看板娘だよ。四天王最強がこんなところで遊んでるとは誰も思わないよ。

　本日の彼女は最小限までドラゴンの要素を隠している。なのに格好は普段通りのビキニアーマーなので、どこからどう見ても奇特な女戦士にしか見えなかった。
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「すげぇ……あの嬢ちゃん、これで十五人抜きだぜ……」

「細くも確かに筋肉質な腕……真の腕相撲覇者は彼女だな」

「てか、格好がエロい。あれもう痴女だろほとんど」

　野次馬達は口々にテオを称賛する。取り敢あえずテオをエロい目で見た奴はまだまだ浅いと言わざるを得ない。それ以上にテオはめちゃ可愛いからな。

　どうやら集会場の中心でいつの間にか腕相撲大会が開かれていたようで、何故かそこにテオが参加していた、という状況が用意されていた答えだった。

　力ってマジの物理的な力だったのか。紛らわしい言い方をするんじゃないよ。

「あ、まおーとセレス!!　何でここにいるんだー!?」

　野次馬の中に俺とセレスを見つけたテオは、ぴょんぴょんと跳ねながらこっちに手を振ってくる。話題の中心人物がこっちを向いているので多くの視線もこちらに向けられていた。というか普通に魔王って言っちゃってるね。誰も気にしてないけど。

「いやそれこっちのセリフ。つかお前、テオだって分かってたな？」

「魔王様と違って魔女は耳もいいと近所でも評判ですので」

「何なら今のお前の声も聞き取りづらいよ」

　ザワザワと騒がしい場所で声の聞き取りなど出来る訳も無く。

　テオの声を聞き間違えるなど有り得ないが、そもそも聞こえないからノーカンだ。

「まおーもやろ!!　あたしと勝負!!」

「腕が消滅するわ。後、普通に人の目が痛い」

　テオがこっちに駆け寄って、俺の腕を摑つかんで無理やりにでも俺の腕を破壊しにかかる。

　何回でも言うが、テオは誰がどう見ても可愛い。そして隣には超絶美少女のセレス。極めつけに何の取り得も無いモブ顔の男。俺でなくても懐疑の目線を向けるのは道理だ。

「何だあの男……ここらじゃ見ない顔だな。まさか盗賊だったり……」

「モブ顔のくせにやたら可愛い女と一緒にいるのは何なんだよ」

「なんか性格の悪さが顔に滲にじみ出てないか」

　言われたい放題である。これはとても不思議な事だが、この喧けん噪そうの中でも自分に向けられる声というのはよく分かる。それが悪意混じりであれば尚のことだ。

　とはいえこの程度の悪口でへこたれる俺ではない。言われ慣れていることであり、というかほとんど事実だからね。別に怒るほどのものでもない。

「!!　セレス、落ち着け」

「……少しばかり、聞き捨てならない悪口かと思いますが」

「気持ちは嬉うれしいが、このギルド今後も使う予定だから」

　取り敢えず今すべきことは怒っている隣の魔女を窘たしなめること。早めに止めに入らなければここら一帯が塵ちりと化していた可能性がある。よく見ずとも機嫌はすこぶる悪かった。

　とにかく今俺達は無駄な注目を浴びてしまっている。所謂いわゆる悪目立ちというもので、今後もこのギルドを利用するのならよくない状況であるのは間違いない。

「悪い、シリングさん。今日はもう帰らせてもらうわ」

「お、おう……。またいつでも来いよ、オウマ」

「助かるよ。面白い話ありがとな。じゃ、またの機会に」

　野次馬に紛れていたシリングさんに声をかけてから、そそくさと出口へと向かう。

　未だに多くの視線が俺達に向けられている。ギルドの出入り口の扉で視線が遮られるまでそれは続いたので、完全に外へ出てようやく一息吐けた。

　ギルドの中の喧騒は外へと出れば噓のように途絶えてしまう。扉一つ、壁一枚に遮られた先での出来事は外の誰もが知る由も無いことだからだ。

　それでも街の方もなかなかの賑にぎわいっぷり。うん、やはり焦土にするのは勿体無いな。

「まおー……ごめんなー……」

「あ？　何でテオが謝るんだ？」

　出た直後の事。珍しくテオがしおらしく俺に謝罪の言葉を持ってくる。

　俺の服の袖そでを弱々しい力で摑みながら、今にも泣きそうな顔をしていた。

「あたしが騒いじゃったから、まおーが変な事言われちゃった……」

「あぁ、なるほど。確かにテオがあの場にいたから起きたことなのは間違いないな」

　偶然にも俺達がギルドに出向いた日にテオもギルドに迷い込んでいて、そうでなければ起きなかった出来事ではある。なので、そのこと自体の否定はしない。

「でも、テオが謝る意味は無いぞ。だってテオは俺を悪く言ってないだろ？」

「!!　うん!!　言わないぞ!!」

「じゃあ、何も問題無し。悲しい出来事だったね、でお終しまいだ」

　結果的にそうなってしまっただけであり、悪気の無い行動を咎とがめるのに意味は無い。

　ならば謝罪も同時に意味をなさない。別に欲しくも無いので突っ返すのが正解だ。

「で、セレスは機嫌直った？」

　テオはもうニコニコ笑顔に戻ったので今度は未だに無言のセレスに声をかける。

　傍はたから見れば無表情という他ないが、どちらかといえば憂いているような情を感じた。

「もう怒っていません。よくよく考えれば大体本当の事ですからね」

「改めて言われるとやっぱ悲しい」

「魔王様が気にされていないのであれば、私も何も言いませんよ」

　俺の気持ちを汲くんでくれたのか、セレスも先程の事は忘れることにしたようだった。

　纏まとう雰囲気も温和なものに変わる。どうやら気持ちは切り替えられたようで。

　こいつら結構俺の事尊敬してるじゃん、と少し感動したところでここからの予定について二人と話し合う。テオはよく分かって無さそうだった。

　そして本来はギルドで簡単な依頼の一つでも受けようと思っていたのを変更して、シリングさんの話に出てきた山に向かってみることに取り敢えずの方針を固めた。

「そういや、テオは何でギルドにいたんだ？」

「んーと……。なんか人間に声掛けられて付いてったら、勝手に着いてた!!」

「よし、そいつ殺すか!!」

「別に私は止めませんからね」

　うちのテオをナンパするとか一体どういう了見なのだろうか。命が幾つあっても足りないということを思い知らせてやる必要があるな。俺が土下座する未来まで見えた。

　そうして紆う余よ曲きよく折せつあってギルド内の腕相撲大会に参加していたという訳か。うん、全く意味が分からないけど自分の目の前で起きたことだけが真実だからね。

　そして幸か不幸か貴重な経験もさせてもらった。今日の出来事が俺の転生史上、一番転生者らしかったイベントだったと言える。これは是非とも糧にしていこう。

「で。魔王様的にはどう見ますか？」

「ほぼ確定……と見ていいかなとは思ってる。が、外れの可能性も捨て切れない」

　話を戻して。今日のギルドで得られた情報を基に憶測を繰り広げる。

　そもそもが噂話を又聞きした程度の情報量であり、そしてまだ実際に会ってもいないので、そうと決めつけての行動はやはり愚かしい。もし違っていた場合でもダメージが少ないような、むしろ得になるようなアイデアは無いものか。

　そうこうしているうちにサクッと山の中に入れた。ついでにどっかで使えるかもしれないのでこの山に群生しているリュク草を採取しながら探索をすることにした。

「楽しいな、草むしり!!」

「俺は腰痛が悪化しそうだよ」

　ほんわか草むしりタイム。ほんわかしているのはテオとセレスだけで俺は地獄だった。

　話ではこの山に住み着いていた凶悪な魔物が忽こつ然ぜんと姿を消したという。

　であれば目撃者が必ずいるはずだ。言うまでも無いがそれは人間の、ではない。

『魔王様一行が何でこんなところで草むしり……』

『食べる物無くなっちゃったのかな……』

　暫しばらくそうやっていると、その様子を遠巻きに見ていた小さな犬の魔獣がひそひそと失礼な発言をしているのが聞こえてきた。

　探す手間が省けた。彼等ならこの山で起きたことには詳しそうだからな。

『そこまで困窮はしてねぇよ。それはそうと、お前らここらで強い奴見なかったか？』

　喋しやべっているのは魔族特有の言語だが、魔王をやるにあたって流石に覚えた。

　最初こそセレスに翻訳してもらっていたが、今では読み書きまでばっちりだ。

『ええと、確かこの前に……』

『おっきな亀を倒してたのがいたような……』

　下級魔族ともなると記憶の方も曖あい昧まいなのか、自信無さげにそう報告してくれる。

　ぶっちゃけそれだけでも十分。根拠の方を詰められたのでご褒美をあげなければ。

『ありがとうございます。これは少しばかりのお礼です』

『わー、美味おいしい種!!』

『ありがとーセレス様!!』

　セレスから小さな種のようなものを手渡され喜ぶ子犬達。何だこれ普通に和むな。

　しかしセレスが手渡した物にはどうにも既視感が。危ない物ではないのだが。

「なぁ、それって進化を促進する種じゃ……」

「手持ちがこれぐらいしか無くてですね」

「……一度連れて帰るか」

　進化の種の効果で凶悪な魔獣にでもなったらすぐに退治されてしまう。それを見殺しにするのは流石に出来ないので、一度魔王城に連れて帰って様子を見るのが良さそうだ。

　セレスの魔法でマントの内側に収納された子犬達には大人しくしてもらうとして、目下の予定について一度立ち止まって考えてみることにする。

「なぁなぁ!!　あたしも種食べたいぞ、セレス!!」

「これ以上強くなってどうするんですか、テオさん」

「まおーとセレスの敵をどっかーんとやっつけるんだ!!」

「それは頼もしいですね。いい子いい子です」

　尊い……じゃなくて、考え事だ考え事。動作を止めた意味が無くなってしまう。

　ぶっちゃけやることは山積み。転生者をどっかーんしたいというのはあくまで俺の趣味であるので、仕事は同時並行で行わなければならない。有給でもない限りはね。

　家に帰れば書類の山。それもやらないといけないのに、更に早急に解決しなければならない案件もあって、もうどうしよう魔王って本当にブラックで困っちゃう──

「──そうか。その手があったか……!!」

「種食べます？」

「鎮静作用は無いからそれ。そうじゃなくて……」

　なんて考えていたら、ふと頭に妙案が一つ浮かぶ。今までに抱えていた問題を全てひっくるめて解決出来てしまうような、そんなミラクルアイデアが降りてきた。

「よしお前ら。引っ越しするぞ」

「んー？」

「は？」

　テオは当然困惑していたが、セレスも今回は本気で疑問符を浮かべていた。

　久々に見たセレスのガチ困惑顔。これはこれで見物なので目に焼き付けることにした。







「俺さぁ、ここ嫌いなんだよね」

「私もです。誰が好き好んでこんな場所に来ますか」

「あたしもきらーい……」

　魔王城への帰還。連れ帰った子犬達は無事にジャガルへと引き渡し世話をしてもらうことになった。四天王という名の中間管理職は本当に大変。

　そして現在地は魔王城の地下に位置する広大な空間。居住区域ではなく、死体がそこらかしこに転がっている遺棄場のような場所であり、魔王城の中でも随一に空気が重い。

　なぜそのような場所にわざわざ来ているのかといえば、居住区でもないのにここに住んでいる奴に用があるから。そうでもなければ絶対に立ち入らないような空間だ。

「普通さ、魔王が呼んだらあっちから来るでしょ」

「それはもう、明らかに魔王様のカリスマ不足でしょうね」

　話があるからこっちに出て来いと要請したら普通に断られた。

　仕方が無いのでこうして出向いている訳だが、普通だったらクビ案件だからね。

　暫く地下空間を歩いていたら、一軒の木造建築が見えてきた。何で城の中に家を建てているんだろうね、不思議だね。サイズは控えめで人一人が住めればいいぐらいだった。

「やっと着いた……。おい、レイン!!　来てやったぞー」

　俺はその小屋の中にいるであろう存在の名前を大声で呼ぶ。地下空間なので声は反響しまくりで、自分の声を何度も聞くことになって少し恥ずかしかった。

　やがて声の反響が収まるぐらいのタイミングで、小屋の扉がギィとゆっくり開く。

　中の様子は全く分からない。漆黒にも近い黒い壁が目の前にあるような感覚だ。

　しかしビビっていても話は進まない。意を決すこともなく中へと足を踏み入れる。

　暗くて不気味な地下空間にある一軒家。さて、中は一体どうなっているのか。

「……ファンシーか!!」

　扉をくぐるとそこは、壁や床、調度品などが水色やピンクといった優しい色に支配され、たくさんのぬいぐるみが飾られたとってもキュートな一室だった。中央にはテーブルと白いソファがあり、近くには色とりどりの花が飾られている。なにこれ。

「わざわざ来てもらってすまないね。歓迎するよ」

「……ファンシーかッ!!」

「聞こえていたよ。女性が多いのならこういう方がいいだろう？」

　そんな夢いっぱいの空間の中で待っていたのは、黒い影のような物体。

　もう少し丁寧に表現をするのなら、不定形の黒い霧の姿をした男性。

　彼こそが魔王城が誇る四天王の一角であるレイン。年齢不詳、身長体重不明。

「とにかく座るといい。自分の家のように寛いでくれ」

「まぁ、ようにってか俺の家なんだけどさ」

　レインに促されて俺達はなんともふかふかで座り心地の良いソファに座る。なぁ、頼むから俺の玉座と交換してくれんか。きっと腰痛治るぞ。

　足をバタバタさせるテオに足が地面まで付かないセレス。実にいい光景だ。

「それで、私に話とは？」

　不定形の身体を器用に使いながら俺達と同様に座り、来訪の目的をレインは問う。

「ランベルト地方に新しいダンジョン造って、そこに住もうと思うんだけど」

「……セレス、これは本気で言ってるのかな？」

「本気も本気です。私も頭を抱えました」

　可哀想なものを見るような目で俺を見る二名。セレスに関してはさっき説明した筈はずなんだけど、それでも尚この態度。指摘通りカリスマと忠誠心が圧倒的に足りてないな？

「ダンジョン!?　楽しいのか、それ!!」

「実力があっても運で死ぬ、とても素晴らしい夢の空間だよ」

　夢と言っても悪夢寄りではあるのだが。結構えげつないのを造りたいと思っている。

「魔王が引っ越し……。私の時代ではまず有り得ないことだね」

「大先輩の意見としては尤もつともだな」

　レインの正体は、かつて暴虐と悪逆の限りを尽くした元魔王の残留思念のようなもの。

　歴代の魔王の中でもとびっきりの悪。今の魔族達の根底を成すような悪の象徴のような魔王だったらしく、それはそれは多くの魔族から慕われていたとか。

「悪い方のレイン!!　懐かしいな!!」

「もう遠い昔の話さ。セレスとも本当に仲が悪かったね」

「本当に嫌いでしたからねあのクソ魔王。勿もち論ろん今の優しいレインさんは好きですよ」

　しかし、今のレインはその元魔王だった何者かの影。つまり性質は逆転し、今では温厚で紳士的な魔王城の頼れるお兄さんだ。やる気が少し薄いのが玉に瑕きずだが。

「話を戻すと、ダンジョン生成ということで私に助力を請いたいと」

「おう。ダンジョン造れば雇用先が無くて困ってる魔族の奴らも雇えるし、最終フロアに俺がいれば釣れた転生者もやっちゃえるし、奥で仕事も継続出来るし。いいこと尽くめだ」

「嘆かわしいことに実に理に適かなっています。悪くない提案かと」

　レインは魔族の中でもとびっきりの異形で、その有している力というのも特殊だ。

　今俺達がいるのは小さな小屋の中なのに、複数人がいてもたっぷり余裕がある。何なら広さで言えばまだ十人ぐらいは入れそうな程に広い。というか広がっている、が正しい。

　お察しの通り能力は空間系。空間を足したり引いたり捻じ曲げたりはお手の物。指定した範囲空間であれば周りの景色の変換や中だけで存在出来る物体の創造まで可能である。

　ということでセレスと協力して冒険者を貶おとしめるダンジョンを造ってもらいたい。そういう要望だったのだが、果たして受け入れてもらえるだろうか。勿論ボーナスは弾む。

「構わないよ。流石に暇を持て余してたところでね」

「じゃあ呼んだら出てこいや!!」

「ただし、一つだけ条件を付けさせてくれるかな？」

「あ、今度は本当に無視なのね。いいよ、言ってみ」

　こちらのお願いを聞いてもらうのに相手の頼みを聞かないのというのは道理ではない。

　受理するかはさておいて、取り敢あえず内容を聞いてみることにする。

「君のやりたいことを私にも見せてくれ」

「そんなのでいいのか？　元々そのつもりだったから助かるけど」

　半年ぐらい休暇が欲しいとかそういうのだったら小一時間悩んだのだが、そういう類いではなく自分も計画に一枚嚙かみたいという話だった。

　俺のやりたいことであって別に見世物でもないのだが、見たいのなら見ればいい。

「どうせ助力するならついでにと思ってね。もしかしたら面白いかもしれないだろう？」

「気に入ってくれたら何よりだけどな。もし失望したら辞表の提出は認めてやるよ」

「ふふ……君は本当に魔王らしくないね」

　趣味に付き合わせた挙げ句に失望させたとなれば責任は取らなければならない。

　大体そうなった時に一緒にいるのはセレスとたまにテオぐらいだから、他の誰かがいるのは新鮮でいいかもしれないな。かといって誰かを楽しませることが目的では決してないので、いつも通りにやらせてもらう。

　取り敢えず計画は無事に進行出来そうなので具体的な話をどんどんしていく。

「どのぐらいの規模のダンジョンを考えているんだい？」

「魔王城よりちょい狭いか同じぐらいを考えてる」

「それだと奥まで辿たどり着くのに多少時間がかかるのでは？」

「有象無象にたくさん来られるよかマシかなーと」

「そんなの全部あたしがたおしちゃうぞー!!」

「全部はダメだけどある程度はやっちゃえ」

　会議は踊るしそれなりに進む。結局あまり具体的でも無かった。

　そこまで長期間かかる想定でもないので、魔王城でのお留守番はジャガルともう一人の四天王に任せることにする。彼等がいれば勇者が来ても問題は無い。

　何よりも必要なのは、このダンジョンが危険がいっぱいで無視することが出来ず、常人では到底突破できないものだと思わせること。

　こういうダンジョンのテンプレートでは奥に行けば行くほど、先に進めば進むほど強力な魔物が現れるようなシステムになっていることが多いだろう。

　そんなことはしない。我こそはという魔族が集まったら配置はダーツで決めます。

　勇敢にもやってきた人間達には運次第で死んでもらう。スリル満点だ。

「完成まで何日かかる？　一週間ぐらいか？」

　あと決めなければいけないのはオープン日。造る時間、募集をかけた魔族達への研修や講習会なども考えたら一週間後ぐらいが妥当と思っていたのだが。

「そうですね。本気で造るのであれば一週間は頂きます」

「今のうちに内装を考えないと。最高のダンジョンを造ろうか」

「そこで私が考案した殺意高めのトラップがありまして……」

「中の空間は自由自在だからね。簡単に攻略はさせたくないから……」

「やったかもしれんなこれは」

　とのことで予定通りぐらいにお披露目が出来そうだった。この魔王とかいう奴何もしてないけど、何かする方が足手まといだからね。

　それでは、転生者を待つ俺の為のダンジョン。開場を是非ともお楽しみに。
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「──今回は本当にダメだって言ったのに……」

「ふっふっふ……まさか中で出待ちされてるとは思ってなかったでしょ？」

　リーナに僕の秘密を知られてしまったあの出来事からもう一か月以上の月日が流れていた。

　秘密を黙っておいてもらう代わりに『剣神』の力を教えるという入りで、クエストなどもずっと共にしてきたのだが、今回は少しだけ話が違った。

「ゼルに鍛錬してもらってから、私も相当強くなったからね!!　問題無し!!」

「それでもだよ……。このダンジョンの噂は知ってるよね？」

　つい最近になってランベルト地方に突如出現したとされる魔物の巣そう窟くつ。所謂いわゆる『ダンジョン』と呼ばれるそれは、瞬く間に冒険者の間で噂が広がっていった。

　中の仕組みが入る度に変わっているだとか、初っ端から凶悪な魔物に遭遇したとか、正気を疑うような殺意に塗まみれたトラップが満載だとか。僕の生きていた時代にもダンジョンというものはあったが、ここまで鬼畜では無かった。

　その一方でこの辺りでは珍しいアイテムや装備品が中に眠っているという明るい話もあり、多くの冒険者がそのダンジョンに集結しているらしい。

「知ってるよー。危険だからゼルが攻略を頼まれたのも知ってるしー」

「……はぁ。絶対危険な真似はしないこと、守れる？」

「うん!!　一緒に頑張ろうね、ゼル!!」

　これだけの規模のダンジョンが自然発生したとは考えにくいとのことで、早速僕にギルマスから依頼が来たのが一昨日おとといの事。入念に準備をしてから単身乗り込んできたのだが、中でリーナに待ち伏せされており今に至る。

　最初こそ難色を示してしまったが、薄暗く不気味なダンジョン内で一人は正直心細かった。とまでは言わないが、彼女の明るさが助けになるのは間違いないだろう。

「!!　ゼル、魔物来たよ!!　一体!!」

　まだ入ったばかりだというのにもうこれで五体目だ。なかなかの鬼畜仕様である。

　強かったり弱かったりは様々で、見る限り無作為に徘はい徊かいしているとしか思えない。

　正面からやってきた蛇型の魔物は、僕達を見るや否や襲い掛かってくる。

「『付与・神速』!!」

　あまり時間はかけていられない。一息で、刹せつ那なの内に目視できた魔物をバラバラに斬り裂いた。転生した直後は剣技に身体が引っ張られる感覚があったが、完全に同期が完了したであろう今は以前よりも速くなっていた。

「流石!!　速過ぎて全く見えなかったよ!!」

「まぁ、これぐらいはね。リーナもいずれ出来るようになるよ」

「え～そうかなぁ～ゼルの教えがいいからだね!!」

　明らかに強そうな魔物は僕、そうでもなさそうな魔物はリーナと上手うまく分担している。

　リーナの成長は著しく僕と出で逢あってからの一か月で既にＢ級までランクを上げていた。

「いやー、私本当に剣大好き!!　結構貧乏な家の生まれだから魔法とか縁が無くてさー、剣の練習ばっかりしてたのをよく特権階級の子供に馬鹿にされてたの。教養が無いとかそういう風に言われて悔しかったんだよね」

　リーナは自前の剣を振りながら何でも無さそうな雰囲気でそんなことを話してきた。

「……。酷ひどいことを言う華族だったんだね」

「そうなの!!　生まれが違うだけでここまで違うのかって今でも思ってるよ。それで、やっぱり生まれが違えば才能も違ってくるのかな……ってごめんね!!　暗い話しちゃった!!」

　そう言ってリーナはポロッと零こぼれた弱音を隠すかのように困り顔で笑った。

　彼女にそういう節があるのは、これまでの付き合いでなんとなく分かっていた。

「そんなことないよ。リーナは凄すごく才能あると思う」

「本当!?　そう言ってくれると嬉うれしいよ、ゼル!!」

　僕が華族の息子であること、そして過去の英雄で現代に転生してきたことだけは、まだ彼女に打ち明けていない。何故か言えないままでいた。

　このままでいいのだろうか。このまま、隠し続けることは正しいのか。

　少なくとも今答えは出なかった。そんな気持ちを抱えたまま、僕はリーナと共にダンジョン攻略を目指して奥へ奥へとただ進んでいくのだった。
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「ダンジョンは突破出来てこそ。出来ないダンジョンはクソゲーだよ」

「誰に向けて言っているんですか？」

「お前らにだよ!!　流石に鬼畜仕様に造り過ぎだわ!!」

　オープンから約一か月が経ったが未いまだに最奥まで来る奴が一人もいない。

　ダンジョンの内装が洞どう窟くつというか迷宮っぽい古臭い造りなのに対して、今俺達がいる最奥のフロアは、執務室とリビングを足して二で割ったような感じになっている。

　とにかく仕事を抱える俺の下まで誰も遊びに来てくれないのはなかなか辛つらい。あの時の仕事の山は流石にもう片付いたが、仕事っていうのはすぐに追加されるものだからね。

「魔王様が有象無象が来るのはウザいって」

「限度があるじゃん。誰も来る気配すら無いんだよ？」

「運と実力、そして何よりも絆きずなが試されるダンジョン……実に美しいね」

「変態だよ、どいつもこいつも」

　純粋にドＳなセレスとこだわりの強いレインが嬉き々きとして共同製作をすればこうもなるだろう。指示した奴はたくさん反省しよう。今正座してる。

「でも、あのダンジョン楽しかったぞー!!」

「セーブとロードが出来ても二度と入りたくないね俺は」

　どれぐらい鬼畜難易度なのか確かめようと思い、オープン前にテオと一緒に一日入ってみたのだが、もし能力が無かったら百回は死んでいたね。テオは無敵だった。

　まずとんでもない数のトラップがあるし、それを必死こいて抜けたと思ったら魔族の馬鹿共がすし詰め状態の部屋に辿り着く。何で魔王の俺を本気で殺そうとするんだよ。

　後は初見の道が異常に暗い。魔法で明るくすることは可能らしいが、そうでもしなければ闇雲に進むのは危険だった。本当に真っ暗で俺の未来を見ているようだった。

　たくさんの階層があって、同じ階層に長時間居座り続けると強制的にダンジョンの入り口に戻されてしまうギミックも当たり前のように存在。これなんて不○議のダンジョン？

　ゲームっぽいというのは実に評価が高いが、この世界はどうしようもなくリアル。

　命にストックが無い人間には流石に荷が重い。というか魔族でも無理だ。

　中で警備を行っている魔族もよく働いてくれている。中には勿もち論ろん冒険者との死闘の末に殉職してしまう奴もいるが、それも同意の上の事なので何も問題無い。

「今日も結構来てんなぁ。何でわざわざ死にに来るかね」

　ダンジョン内を映すモニターに目を向けると、今日もそれなりに盛況なのがよく分かる。

　簡易的に人間の生体反応を青、魔族の生体反応を赤で表しているので分かりやすい。

「ダンジョンと言えば財宝ですから。一応釣る為にたくさん置いてますよ」

「何でダンジョンに宝置いてんだと思ったことあるけど、そういうことだったのね」

　金銀財宝と自らの命。どっちが重いのかは明白だが、魅力があるのもまた事実。

　中にはそこでしか手に入らない物もある。コレクターには堪たまらない場所だ。

　ダンジョン造った奴ってやっぱ人に来て欲しかったんだな。このかまってちゃんめ。

「魔王様のコレクションから捻ねん出しゆつしましたからね」

「ちょ、おま」

「魔王様の趣味でのことですから、魔王城の財政から出す方がおかしいでしょう」

「歴戦の勇者達から剝はぎ取った高級装備＆高級アイテムがぁ……」

　魔王城の隠し部屋にこっそり保管していた彼等の遺品だったのだが、ごく当たり前にセレスには筒抜けで今回のダンジョンでまた人間達に還元された模様。世界はこうして回る。

　とはいえ彼等の汗が染みこんだ中古の装備品やアイテムを使う予定など全く無かったので、有効活用と言えば確かにそうなる。出血大サービスだな。

「流石にこれ以上魔王が魔王城空けるのはどうなんだい？」

「残ってる四天王がやられたら分かるようにはしてるから、その時は一度帰るよ」

「ここまでフットワークの軽い魔王は見たことが無いね」

　その辺りも心配はいらない。そもそも普通の勇者にやられるようなタマじゃないからな。

　なので今は魔王の仕事と並行しながら、たまにモニターを眺める毎日が続いている。

　セレスもテオもレインもいるので退屈はしないのだが、ここらで新しい刺激が欲しい。

「そんな魔王様に朗報ですよ」

「ろーほーだ!!」

　そろそろ息抜きも止めにして仕事に本腰を入れようとしたところで横よこ槍やりが入る。

　メインでダンジョンの管理をしているセレスと、実際にダンジョンにて人間を屠ほふっているテオからの報告。どうやらただ散歩してきただけじゃないようだった。

「えー……この前もそう言ってただのＳ級冒険者だったじゃん」

　そう言われて何度騙だまされたことか。もう無駄な期待などしとうないよ、私は。

　しかしセレスはそんな俺の文句を意にも介さず、淡々とモニターを操作していく。

「気になるデータがあります。十分程前のことなのですが……」

　セレスが示したのは、ダンジョンの中層で警備をしている魔族のデータ。

　よく見ると結構強めの奴が瞬殺されている。時間にして一秒もかかっていない。

　というか死んだっていうデータを詳細に取るなと。それこそ悪趣味だよ。

「あたしは多分それ見たぞ!!　勝てそうになかったから戻ってきた!!」

「マジか!!　テオのその勘は重要だ!!」

　ダンジョン内を警備する魔族に課した、俺もお前らも絶対得をするルールその一。

　勝てそうにないと判断した相手からはすぐさま逃げること。それを実践したテオからの、セレスの情報を後押しするかのような大事な大事な報告だった。

　勿論それが出来ない奴もいるだろう。原因としてはそもそも実力がよく分かりにくい奴が相手とか、それが分かるよりも前に瞬殺されているかなどが挙げられる。

「どんな姿だった？」

「んー、覚えてない!!　お腹減ってたし!!」

「そうかー」

　テオの物覚えは正直に言って良い方ではない。お腹が空いていたのなら尚更で、そういう奴がいたということを覚えているというだけで奇跡。アホ可愛い。

　魔王城のように全フロアの映像を水晶で映し出せる、ということは今回は無い。というのも、ダンジョンはどんな奴が来るんだろうというワクワク感が大事だと思うからだ。

「件くだんの人物は、どうやら男女二人組のようだね」

「チッ。デート気分かっての。面倒な魔物でもけしかけようや」

　セレスよりも更に深い部分の管理はレインの役目。ダンジョンの基盤を造ったのもレインなので、それが分かるのも能力の範囲内ということだろう。

　本当に俺の部下達有能過ぎて涙が出てくる。ダンジョン生成も勿論その賜物だ。

「マジで無能ですね」

「思う前に言うな」

　自己を省みるよりも前に言われてしまった。そんなこと自分が一番分かっている。

　取り敢あえず、転生者かもしれないその誰かにはちょっかいの一つでもかけてみようか。

　どんなのがいいかね。こう、彼等の絆が更に深まるような当て馬に丁度いいのないかな。

「催眠、幻惑、洗脳……など、トラップも含めれば選より取り見取りです」

「実に捗はかどるな。じゃあ、軽くトラウマでも刺激してみようかね」

　誰にでもある、心の内に隠している精神的な傷。本当の意味で仲良くなるにはそういった深い部分の掘り下げも必要になってくるだろう。仮に双方それを知っていたとしても、それをどう乗り越えるかで見えてくる真の親愛があるかもしれない。

　何故そんな回りくどいことをするのかといえば、彼等には万全の状態でここまでやってきてほしいからだ。万全、というのは転生者として成熟した状態を指す。

　困難を乗り越えて、仲間との絆を深めて、真に充実した状態で来てほしい。

「では、心象を映し出す幻惑魔法のフロアへ誘導致しましょう」

「そういうことであれば、次の階層の構造を早めに造り替えた方がいいね」

「皆みんなにそれ伝えてくるぞー!!　ついでに何人かやっつけちゃう!!」

「やっぱ俺いらなくない？　お荷物が過ぎるよ」

　具体的な指示を出す前に各々が勝手に動き出す。俺の一応の肩書きとしてはダンジョンマスターという名の最高責任者なのだが、マジで座っているだけで事が進んで行く。

　何でもありが売りのダンジョンということで精神的に追い詰める仕掛けも満載。その内の一つに彼等を誘導することが決定した。俺だったら絶対入りたくないフロアだ。

　過去のトラウマ。誰にでもあると言った以上、多分俺にもあったんじゃないだろうか。

「セレスは過去のトラウマとかあったりするか？」

「トラウマ……と呼べるかは微妙な線ですが、虚無の時代は長かったですね」

「……その節はすまなかったと思っているよ」

　ダンジョンの管理をしながら片手間で会話も出来るという余裕を見せているセレスとレイン。

　そしてセレスの弱みでも握ろうと思ったら何故かレインの傷を抉えぐっていた。おかしいな。

　しかし、その話は聞いたことがある。鍵かぎとなるのはかつてのレインの在り方だ。

　かつての魔族と魔王の在り方。それを一言で表すのなら無限ループであったと。

「良い意味でも悪い意味でも……私にとっては悪い意味ですが、魔王であった時のレインさんは模範過ぎました。なのでその後の魔王のことごとくがそれを追い求めたんです」

　溜ため息いき混じりに魔王時代のレインについて語るセレス。それなりに嫌な思い出であるのか、珍しく彼女の顔は真顔から崩れて苦虫を嚙かみ潰つぶしたようになっていた。

　魔王としての模範。言い換えればテンプレート的な在り方は、ジャガルの例が分かりやすい。つまり、この世界で魔族が繁栄することを第一の目的とするのが模範的な魔王だ。

　魔族の繁栄に興味が無いと言っていたセレスにとっては、さぞ退屈だったことだろう。

「それほど強烈に印象に残っていた、ということだろうね。……もう一人の私がやったことは、私にしか出来なかったことなのに」

「じゃあ俺みたいな魔王って珍しいってことか」

「珍しいどころではありません。今までの魔王は、魔王様の対となる存在なので」

　対となると、皆圧政だった感じか。圧政はとんでもないカリスマがあれば上手うまくいくが、そうでなければ破滅に繫つながる。ということはだ。

「なるほど、今までの魔王は全員俺の為の踏み台だったってことか!!」

「見習いたい前向きさですね、これは」

　俺のような人間がなんとか魔王をやれているのが不思議ではあったのだが、かつての魔王達の素晴らしいお膳ぜん立だてに流石に涙を禁じ得ない。皆良い奴だったんだなぁ。

「言っておきますが、奇跡的に上手くいってることを忘れないでくださいね」

「分かってるよ。大体はお前と四天王のお陰だわ」

「では、一日五回の礼拝を欠かさないようにしましょう」

「普通に嫌だけど、ぶっちゃけ五回じゃ足りないっていう」

　このような適当なやり取りの間にもセレスは微笑を浮かべる。真顔がデフォではあるのだが、俺を揶揄からかう時は確かに笑うんだよなぁ。

「……ふふ。君も変わったね、セレス」

　そのやり取りを見ていたレインが、なんとも嬉うれしそうにそんなことを言う。

「私がですか？」

「そうだとも。抜群に表情が豊かになったよ。昔の君からは考えられない」

　昔のセレスを見たことが無いので想像しか出来ないが、きっと全く表情の変わらない仮面の女だったに違いない。淡々と話す感じは今と変わっていなさそうだ。

「それは……そうかもしれません。そうだとしたら、多分魔王様のお陰ですね」

　喋しやべっている内に作業を終えたセレスはチラリと俺を見てそう告げる。

　よく分からないけどおだてても何も出ないし、今までの罵ば倒とうも水に流さないからな。

「ただいまー!!　皆に伝えてきたぞー!!」

　そしてそのタイミングでテオがダンジョンから帰ってくる。所々返り血で染まっているところを見ると本当についでに何人かどっかーんしてきたらしい。つよい。

「映像繫ぎますか？　一部屋だけなら可能ですよ」

「いや……今回はどんな奴が来るか楽しみにしておきたい」

　それが転生者であろうとなかろうと。それを乗り越えてきた奴と対面するという特別感を今回は大事にしていきたい。まぁ、転生者じゃなかったらテオのおやつだけど。

　そしてまた、転生者であろうとなかろうと。この程度の試練を乗り越えられないようであれば俺の興味の対象ではない。そうであってこその転生者だ。

　矛盾している。きっとこの心は矛盾していながら倒錯している。

　それでも楽しみなのだ。彼等がどんな顔で来るのか、ただそれだけが。
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　ダンジョンの中層を越えて、深層にまで来ていることが雰囲気からよく分かった。

　重々しい、というよりもどうも嫌な空気感がある。それはまるで、掌てのひらの上で踊らされているような、奥へ奥へ導かれているような感覚がこびり付いてくる。

　一方通行の一本道を暫しばらく進んでいくとようやく開けた空間に出た。

　先に微かすかに見えるのは地面に描かれた魔方陣から発する光。あれは恐らく転移魔方陣だ。

「もしかしたらゴールかな、ゼル!!」

「かもしれないね。最後まで慎重に進んで行こう」

　であればゴールが見えてきた可能性が高い。その事実に少しだけ心を躍らせる。

「……あれ？　なんだか霧みたいなものが、ゼルの周りに……」

　そうして奥へ奥へ進んでいると、何かに気が付いたらしいリーナが口にした言葉。

「霧？　僕には何も……」

　リーナが言うには霧のようなものが僕の身体の周囲を覆っているという。

　嫌な感じは何となくあるが、霧のような目に見えるものとなると特には──

「──!?　リーナ、僕を見ちゃ駄目だッ!!」

　実際には霧などこの空間に存在しないが、リーナにはそれが見えてしまっている。

　霧は彼女にかけられてしまった魔法の演出であり、その魔法の本来の効果じゃない。

「……。……ゼル？　何、その姿……？」

　リーナは心ここにあらずと言った感じに呆ぼう然ぜんと僕を見つめている。

　感じ取れたのは困惑と、そして何よりも溢あふれんばかりの恐怖心だった。

「何で、ゼル……特権階級の子供が着る服、着てるの……？」

（ッ!?　やっぱり幻惑魔法……!!）

　幻惑魔法。文字通り対象に幻を見せて惑わすことを促す魔法の類いだが、リーナがいつの間にかかかっていたその魔法は、決定的なものを彼女の瞳ひとみに映してしまっていた。

　この幻惑魔法の最も厄介なところは対象者のトラウマを深く刺激すること。

　特権階級者に虐げられた過去を持つリーナにとって、今の彼女に見えている僕の姿は、幻覚であって幻覚ではない、僕の心象をそのまま表したものだった。

（ここまで凶悪な魔法……該当者にのみ発動するタイプか……!?）

　ピンポイントにリーナだけにその魔法がかかっているのは、恐らく魔法の対象者を絞っている結果であり、またそれがこの魔法の凶悪さを物語っている。

「……嫌……嫌だよ、また、酷ひどいこと言われる……!?」

　キーとなるのは『トラウマ』と『心象』。リーナの心の傷に、僕が隠していた心の内にある本当の自分の姿が反応した。ここまで嚙み合って初めて意味を成す魔法だ。

「僕は君にそんなこと言わない!!　絶対に!!」

「怖い……怖いよ、ゼル……!!」

（ダメだ、今の僕じゃ何を言っても逆効果にしかならない……!!）

　あらゆる罠わなの中でも今の僕達に最も相性が悪いのを引き当ててしまった。もしかしたら、ダンジョンに入っている間に僕達の精神分析でも行われていたのかもしれないが、そんなことを考えている余裕も今の僕には存在していなかった。

　勿もち論ろん華族であることを忘れたことなど一度も無い。しかし、先程リーナにされた話によって今は色濃く自分の心の中にその姿が浮かんでしまっていたのが運の尽きか。

　その考えすらも今の僕にあっていいものじゃない。ここまで怯おびえているリーナを前にして、何も出来ていないことが何よりも歯は痒がゆかった。

「ごめんね、ゼル……。ゼルだって分かってる、はずなのに……どうしても、身体の震えが……治まらないの……」

　何か手はないかとずっと考えていたら、リーナは涙ぐみ僕から視線をずらしながら、たどたどしくも何かを口にしていた。それは僕に対して向けた謝罪の言葉だった。

　それを聞いた僕はどんな顔をしていただろうか。それはもう、酷い顔だったに違いない。

（……ダサいな、僕は。結局、何も変わってないじゃないか）

　彼女が悪いことなど一つもありはしない。それなのに謝らせてしまっている自分は一体何様であるのか。こんなことされて、黙ってなどいられなかった。

「謝るのは僕の方だよ、リーナ。そして、僕は今からもっと酷いことをする」

「ゼル……？」

　彼女が目を逸らしていようと、僕は彼女を真っ直ぐに見据えて言葉を紡ぐ。

「僕はね、過去に『剣神』と呼ばれた英雄なんだ」

「剣……神……？　それに、英雄って……」

「そう呼ばれたかつての僕は一度死んで……この時代に転生してきたんだ。そして華族である家の三男、ゼルシュタイン＝アーカレムとして今を生きている」

「!!　……じゃあ、その姿は、ゼルの本当の……」

　唐突に突き付けられた事実を前に、リーナは少しだけ冷静さを取り戻していた。

「全部本当のことなんだ。もっと早くに打ち明けていればこんなことは起きなかった。何もかも全部、僕の身勝手で君の心を傷付けた」

　だからこそ。もう遅いかもしれないが、彼女には僕の全てを打ち明ける。

　英雄だったこと、華族の息子としてどんな日々を送ったか。それら全てを余すことなく。

「……………」

　どれぐらい経ったのだろうか。僕の声だけが空間に木霊こだまする時間がずっと続いていた。

「……もういい。やっと分かったよ、ゼルがどういう人か」

「!!　リーナ……」

　そしてリーナは僕が話していた時にずっと閉ざしていた口を開いた。

　身体の震えは止まっており、視線もぴったりと僕に合い、何よりも表情が柔らかかった。

「英雄ってことも、華族だったことも知らなかったけど……。……ゼルが優しいのは何も変わってないんだね。なんだか、私、安心しちゃったよ……」

　それだけ言うと、全身の力が抜けたのかリーナはその場にゆっくりとへたり込む。

「り、リーナ、大丈夫……？」

「大丈夫だよ。話の途中でもう魔法は解けてたんだ。本当はその時に言い出してもよかったんだけど、ゼルがあんまりにも必死だったからなんかおかしくって!!」

「なっ!?　……これじゃ僕の喋り損じゃないか」

「そんなことないよ。だって、今はもっとゼルのこと知りたいって思うもん」

　そう言うとリーナは満面の笑みで、へたり込んだまま右手を僕の前に差し出してくる。

「……僕ももっとリーナの事が知りたくなったよ」

　僕は苦笑しながらその手を取る。少しだけ力を入れるとすぐに彼女は立ち上がった。

　目が合った彼女の碧みどり色の瞳には、ひどく安心した僕の顔が映っていた。

「!!　魔方陣が光り出した……」

　奥で淡い光を放っていた魔方陣の輝きが一層強くなった。どうやらこれが最後の試練だったらしい。

「……このまま手を繫つないでいていい、ゼル？」

「勿論。一緒に行こう、リーナ」

　迷うことなくその魔方陣の光の中に飛び込んでいく。目を瞑つぶることは無く、その僅わずかな時間の間も互いの瞳に互いの姿をずっと映していた。

　最奥に辿たどり着けば目を向けなければいけないものが変わる。こんな趣味の悪いダンジョンを造った主を討伐するのがそもそもの僕に与えられた使命なのだから。

　そして光が収まる頃に前を見据える。何があってもいいように、何がいてもいいように。

　そう思っていたのだが、視界が開けた瞬間に待っていた光景に僕は呆あつ気けに取られた。

「……ここが、ダンジョンの最奥……？」

　何故そんな感想が出てしまったのかと言えば、僕らを待っていたその空間は、なんというか生活感に溢れている、全く想像だにしていなかった場所だったからだ。

　そして何よりも。そこで僕達を待っていた存在に僕達の目は奪われた。

「やべっ、もう来ちゃったよ。展開が早い」

　いたのはただの人間だった。しかも何故か座ってお茶をゆったりと飲んでいた。
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　予想よりも早いご登場に驚きちょっとだけお茶を零こぼしてしまったのを誤魔化しつつ。

　さてさてと、ようやっとここまでやってきた彼等をまずはよく見てみよう。

「……ふざけんな!!　ここはデートスポットじゃねーんだぞ!?」

「せめて堂々としていてください。そもそも原因は私達にあるのでは？」

「百理ある」

　茶色い髪をエアリーヘアのようにしているあどけない顔の少年。

　緑色の髪をポニーテールにしている勝ち気で元気そうな感じの少女。

　あろうことかこいつら、二人仲良く手を繫いだままここまで来たらしい。

　なんという舐なめプでありながら、最高のクソダンジョンに対する冒ぼう瀆とくである。

　そうなってきてほしいと思っていたのに、いざ来られるとつい口から悪態が零れてしまった。なんというか、こう、心って思ったようにはいかないよね。

「……あの、怒ってる人が、このダンジョンのボス……かな」

「恐らく……。大丈夫、リーナは僕が守るよ」

　ここまできていちゃつけるとかもう本当に参った。俺が悪かったよ。

　とはいえ、期待も十分に高まってきた。こいつ、どう見ても強くなさそうだった。

　そしてここまで来たのであれば労ねぎらいの言葉の一つでもかけてあげるのが道理だろう。

「とにかくおめでとう。よくぞこの……何だっけ、このダンジョンの名前」

「『ドキッ!!　死亡者だらけの鬼畜ダンジョン～ポロリ（命）もあるよ～』です」

「お前らのセンスを疑うわ。はい、取り敢あえず全力で歓迎するよ」

　俺の歓迎するという言葉に反応して、少年の方はすぐさま剣を抜いた。

「……ちょっと待って。その顔、ひと月ぐらい前にギルドで見たような……？」

　が、俺の顔をまじまじ見ると彼は抜いた剣を一度収めて、過去の記憶を思い返す。

　隣の少女も彼がそう言ったのをきっかけに俺の顔を観察し始める。

「あー!!　この人、この前ギルドで腕相撲大会してた時に注目浴びてた人だ!!」

「それだ。よく見れば腕相撲めちゃくちゃ強かった女性もいるね」

　合点がいったのか大きな声で少女は思い当たった出来事を言葉にする。

　少年の方も事の顚てん末まつを思い出したのか、納得したように俺達を見渡した。

「あれ見られてたとかマジか……。やっぱ悪目立ちはするもんじゃないな」

　ちょっと忘れかけていた出来事を俺も思い出す。そういえばギルドに行った時にそんなことがあった。それを覚えていてもらえるなんて恐悦至極だな。

「なんというか印象薄い顔だったから今の今まで忘れて……ヒッ!?」

　余計な事を口走った少女は明確な命の危機を感じ取って思わず恐怖の声を上げる。

「脅すなよセレス。せっかく来てくれたんだから」

「不特定多数のこの前のとは訳が違います。普通にムカつきました」

　それはセレスから発せられた魔力の波動。具体的な魔法は一つも使っていないが、お前程度なら今すぐにでも消せるという意思がよく表れていた。

　それに中あてられた少女はすぐさま少年の後ろに隠れる。今のは流石に少女の方に非があると感じたのか、分かりやすく庇かばうことはせず少しの溜ため息いきを吐くだけだった。

「なんだか不思議な既視感があったから覚えていたんだ。なんとなくだけど、僕と同じような雰囲気を纏まとっているような気がして……」

　それは単なる直感なのか。俺に自分と同じ何かを感じ取っていた少年。

　そして俺もそれは同様に感じていた。きっと彼は俺が求めていた人物に他ならないと。

「いいねぇ。取り敢えずダンジョン突破記念に軽く自己紹介でもしてもらおうかな。どっちからでもいいよ、ここで聞いてるから」

　あまりに拍子抜けな提案だったのか呆気に取られる二人。しかし、すぐに少年が言う。

「……僕は過去から未来に転生してきた英雄であり、華族の三男で冒険者のゼルシュタイン＝アーカレム。僕はもう、自分を偽らない──」

「っしゃぁぁぁぁぁ、大当たり!!　ようこそ転生者、こんにちは転生者!!」

「!?」

　大層な自己紹介を遮って全身で喜びを表現する。ここまで待っていた甲か斐いがあった。

　わざわざ自分から転生した英雄と名乗るその姿、実に嫌いじゃない。

　どこか吹っ切れたようなものを感じる。これはちょっかいかけた効果があったかな。

「過去から転生した英雄が特権階級の三男に生まれて、それなのにわざわざ冒険者やってるって!!　色々盛り過ぎてこれは素晴らしい物語になりそうな予感がするわ……」

「な、何なのこの人……様子が変だよ、ゼル……」

「言っていることはよく分からないけど、馬鹿にされている気がする……」

　盛りに盛られた経歴。ここまで脚色されたものは流石に見たことが無い。

　そのどれか一つでもあればやっていけるだろうに。この欲張りさんめ。

「それでどうする、転生者君。お前ここに何をしに来たんだ？」

「ギルドマスターの依頼でこのダンジョンを攻略しにきた。発生した原因の解明と、いるのであればフロアのボスを倒してほしいと」

「ギルマスの依頼!!　そうかそうか。そこにお前の意思は無いの？」

「僕が普通の冒険者としてやっていく為の交換条件なんだ。だから悪いけど、君がこのダンジョンを造ったのであれば討伐させてもらう。仮に人間であっても、ね」

「あー……そういうことか」

　ここにきてあのギルドで聞いた話と繫がった。謎の少年がギルドマスターに呼び出されたのは、異常事態に体よく使われる為であったか。それは別にいいのだが。

　毎度思うことがあった。どうして彼等はそういうものの言いなりになるのか。彼等程の力があればそんなもの撥はねのけて、自由に生きる術すべなど幾らでもあるだろうに、と。

「ギルドで話を聞いた時から、どんな奴なんだろうってずっと考えてたんだわ。強さを隠しながら冒険者をやる理由がどうにも不可解でな」

「!!　ギルドにいたのは、僕を探していたから……!?」

「お前っていうか、お前みたいな奴がいるかいないかをね。結果は大漁だ」

　そういう転生者の話はよく見たことがあった。そのどれもが自由に生きたいとか、のんびり過ごしたいからとかそういう理由だったのに、俺は納得がいっていなかった。

　強さを隠すのは目立ちたくないから。じゃあ目立ちたくない理由は何だ？

「何の因果か、今回俺も変に目立ってみて分かったよ。懐疑混じりの注目のされ方は確かに気持ちのいいものじゃなかったし、悪意が混じってれば尚更だ」

　散々な言われようであっても特に怒るほどのものでもなかった。かといって、ああいうのが欲しいかと言われればそれは首を横に振らざるを得ない。

　そういうものが嫌だというのなら分かる。ああいうのに耐え切れないという人間がいるのは理解出来るし、その状況にしてしまう群衆の心理もまたよく分かる。

「でもさ、お前らは違うじゃん。お前らの浴びる注目の大多数は称賛か驚きよう愕がくだろ。それは少なくとも受けて気持ちの悪いものじゃない」

　しかし、彼のような転生者はそもそも状況が違う。転生前が過去の世界で名を馳はせた英雄様であるのなら、どう考えても受けるのは称賛の類いであることだろう。

　というか、そういうのが嫌なら人が集まるギルドなんて来るなと。山奥で静かに暮らすのをおススメする。まぁどうせそこでも結局注目されること請け合いだろうが。

　彼は一体何がしたかったのか。昔は英雄で今は華族の息子から冒険者になった彼がこの世界でしたかったことの答えの一つは、もうこれしかないだろう。

「やっと合点がいった。一般人のふりをしたかっただけの目立ちたがり屋だったんだな」

　結局強くて凄すごい人間は両方を手に入れられる。強さは簡単に偽れるが、弱さはそう偽れるものでは無く、そこにまた一つ不条理が生まれてくる。

　弱い人間には選択肢が無い。逃げる以外の選択肢を取れる時点で、根本から違う。

　ふりをしたいのならちゃんと最後までやってくれ。最後までやり遂げて見せてほしい。

「ゼルはそんな人じゃない!!」

「そうかもな。でも、俺はそれで納得出来たからそれでいいんだよ」

　実際にどうであるかは俺にとっては重要な事ではない。彼等を見た俺がどういう感想を抱くか、それだけで事足りる話。それ以上は必要無い。

　転生者はそうであるべきだ。現在この世界に、本来いてはいけない存在など自己中心的で自己満足に溢あふれていて、どこまでも自分勝手でそれぐらいでいい。

　彼の生き方を否定するつもりはない。むしろもっとやれと言いたい。

「礼にこのダンジョンを造った理由を教えてやるよ」

　一つ目の理由、魔族の雇用先が枯渇していたから。我ながら妙案だった。

　二つ目の理由、たまには魔王城以外に住んでみたかった。わりとホームシック。

　そして、それら全てを無に帰すような理由。誰にも理解されない、独りよがりの。

「俺は、お前をずっと待ってたんだよ」

　彼は俺のことを立ちふさがる困難として見てくれるだろうか。

　彼の物語のヤマを張る大ボスとして、俺に勝負を挑んでくれるのか。

「全く意味が分からない……!!　何が目的なんだ、君は!?」

「だから待ってたんだって。哀れにも困難に立ち向かわないといけない転生者をさ」

「ふざけるな!!　僕達は君の為の玩がん具ぐじゃない!!」

　少年は激げき昂こうする。自分の命は、存在は誰かの為に消費されるものではないと。

　そこには困惑も混ざっていた。目の前の男の意図が全く摑つかめない、そんな顔だ。

「それを言ったら、魔族だってお前の為の玩具じゃねぇよ。あいつらにもな、養う家族がいてこのダンジョンで必死に働いてるんだ～とか考えたことない？」

　何の意味も無い、下らない綺き麗れい事。それを言ってしまえばただのイタチごっこにしかならず、口にしてしまうのも馬鹿らしい戯ざれ言の一つ。

「魔族は人間を襲う、それを野放しには出来ない」

「人間も魔族を襲ってるっていう事実には目を背けるわけね、了解」

「……意味の無い問答だよ。生きる為にはそれが絶対に必要になる」

　なのだが、意外にも効いていた。過去の英雄らしい、達観したような意見を述べる。

　彼は優しい人間なのだろう。基本的に自分から魔族を襲うことはせずに、襲われた時や誰かの危機に自慢の剣を振るい、魔族を殺していく。

「ま、ぶっちゃけそんなのどうでもいいんだよな。少なくとも、このダンジョン内の魔族は暫しばらくすれば復活するようになってるし」

「雇用する側としての最低限の保険です。彼等はよくやってくれていますからね」

　警備に当たる魔族達には出勤前にセレスの自動再生術式を付与される。粉々になっても一定時間経てば元通りというトンデモ仕様だ。震えて眠れ。

　ここで彼の顔を今一度確認する。最初に俺を倒すと言った時は義務感が強かったが、今はどうしようもない怒りを有しているように見える。とてもいい傾向だ。

「どちらにせよ、このダンジョンのせいで多くの人が死んだ。僕は君を許さない……!!」

「それも半分はお前のせいだ。だってここは、お前の為に造られた場所なんだから」

「だからこそッ!!　すぐにでも君達を倒して、このふざけたダンジョンを根絶する!!」

　怒りの矛先をこれでもかと自分に向けられる。それは少年だけでなく、傍らにいた少女も同じであり、今すぐにでも飛び掛かってきそうな勢いだった。

　彼等は俺の仲間達には目もくれていない。それが何故かというと答えは簡単で、セレス達に俺を守ろうとする意思が微み塵じんも感じられないからだ。

　お前ら部下ならもう少し上司を守れと言いたいが、この場では最高の忠誠心だった。

　そろそろ潮時か。これ以上引き延ばせば、一番美味おいしい感情が食えなくなってしまう。

「最後に聞きたいんだけどさ、周りを見下す気持ちとか一つも無かったって言い切れる？」

「誰もが素晴らしい人間で、僕が英雄として守るべき人間だ!!」

「最高。本当そういうところが大好きだよ、転生者」

　強い人間が特権階級の息子に生まれ直して、冒険者としてのんびり生きたい。

　笑ってしまうぐらいの欲張りで、そして何よりも彼等はどこまでも物語の主人公。

「『付与・神雷』……!!」

　彼の剣が眩まばゆく光る。見たところ魔力を付与した魔法剣という感じか。かっこいい。

　ここまでにきっと数多あまたの魔族が彼を襲い、そして返り討ちにしてきた。

　きっと彼は今ここで初めて自分の怒りに任せて、目の前の敵に剣を振り下ろす。

「改めて、ダンジョン踏破おめでとう。そしてご苦労さん」

　そしてそれが最初で最後だ。俺が掲げる、転生者に対する唯一の対抗手段。

　殺されるぐらいなら殺す。やったことをそのまま返すだけの簡単な話だった。
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「最低だったね」

「やっぱり？」

　この期間内に最も戦果を挙げた魔物にダンジョンマスターを無事に引き継いだところで、魔王城組は無事に魔王城に帰還することになった。実に短い引っ越しだ。

　どう転生者を倒すのかを目の前で見せてほしいと言ってきたレインだったが、感想はなんともまぁ実に正論で言い返す言葉をまるで俺は持ち合わせてはいなかった。

「だが、痛快ではあったね。あれこそまさしく、君が言えたことじゃないだろうに」

「気に入ってくれて何より。そこに気付くとは流石は元魔王だな」

　一般人の姿で、過去の経歴は一切不明。それなのに魔王などという役職に就き、自分の趣味を謳おう歌かする為に困難（仕事）に立ち向かう。

　先程の彼と何が違うのだろうか。きっと根本的には何も変わってはいないのだろう。

「それに、どこにも大義というものが存在していなかった。全てが君の私情だ」

「まぁ、楽しいことってそういうものだと思ってるからね、俺」

　最初は本当に簡単なモチベーションだった。どこまでいっても凡人な自分が、物語上で輝く彼等を越えられたら。それは面白いのではなかろうかと。

　彼等の異世界転生を皮肉ったり小馬鹿にしたりするのも楽しい。だが、いつだって根底にあるのは、自分を殺そうとする転生者を自分自身で返り討ちにすることに尽きてしまう。

「セレスもこれを気に入っているという話だけど」

「そうですね……。魔王様とはまた違う理由ですが、愉悦なのは事実です」

「やはり同族嫌悪だったような気がするよ、私と君は……」

　かつての自分を思い返しているのか、レインは溜ため息いき混じりにそう言う。

　なんだかんだでやはりセレスと俺はシンパシーがあるようだ。

「むしろ、そうでなければ魔王様に魔王などやらせてはいません」

「運命って本当に大事だよね、痛感した。テオはどうだ？」

「んー？　みんなのやりたいことがあたしのやりたいことだよ!!」

「もう、こう、あれだ。良い子過ぎて自分が恥ずかしくなってくるわ……」

　こういう時に大体付き合わせてしまっている（たまに勝手に参加してくることもある）のだが、いつも楽しそうな笑顔でいてくれる理由が判明。多分だが難しいことは一つも理解しておらず、なんか楽しそうなことやってるなーぐらいの認識なのだろう。

　思わず涙が零こぼれてしまう。何なのこの子本当に、俺の好みドストライク。後はもう戦闘する時以外も常時ビキニアーマーなのだけ何とかしてほしい。

「それでは帰りますよ。私の身体のどこかに摑まってください」

　帰りも勿もち論ろんセレスの転移魔法で。レインは影の一部をセレスの腕に優しく巻き付け、テオは勢いよくセレスに抱き着く。力と体格の差で一瞬膝ひざから崩れ落ちかけていた。

　そして俺はいつものように彼女の右手を左手で握る。実家のような安心感だ。

「次はもっとヒロインにも話聞いてみたいな」

「その前にまず、テンション上がって一人で勝手に進めるの止めてください」

「そうだな。次は一緒にな、セレス」

　その文句は聞き入れよう。確かに今回は一人で先走り過ぎた感は否めない。

　またいずれ来る転生者に向けて。仕事でもしながらセレスと共に待っていようか。
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　少しだけの明かりが照らす薄暗いオフィスフロア。百万ドルの夜景の一部になっていることを全く誇らしげにも思えない、いつも通りの不条理なまでの現実。

　周りを見ても誰もいない。あるのは電源の落とされた無数のＰＣと空になったエナジードリンクだけ。唯一電源の付いているＰＣの前にはどこからどう見ても社畜が一人。

　ようやくひと段落着いた頃には既に日も変わりそうな時間で、終電の方が危うかった。

「……流石に帰ろう。残りは明日あした家でやることにして……」

　明日は約十日ぶりの休日。繁忙期なこともあってか、なかなか休みが取れない現実。

　既に切ったタイムカードを仕舞って、会社を後にする。それなりに大きな会社なので都心の駅近くであるのが唯一の救いだった。

　電車の中は自分と同じように疲れ切ったスーツの人間が散見される。

　いつまでも変わることの無いこの国の労働形態に少しばかりの悲しみを覚えながら、電車に揺られること約十五分。自宅の最寄り駅に到着した。

　最寄りの駅から五分も歩けば自宅のアパートに到着する。夕飯はエナドリでいい。

　ここ最近まともに食事も摂とっていないし、まともに寝た記憶も無い。今日こそは寝ようかとも思ったが、明日が休みなのでやりたいこともやりたかった。

　慣れた手つきでデスクトップの一番左端にあるアイコンをクリックする。長いローディングも無く、画面に表示されたのは『イグラリゼーション・オンライン』のタイトル。

　俺の唯一の趣味はこれだった。とあるファンタジー世界を舞台にしたＭＭＯＲＰＧの、廃ランクプレイヤー。

「さて……やるか……」

　現在のランク上限まで達しているセーブデータを選んでゲームを開始する。

『シェリドール』という名前のアバターの種族は半人半魔。この種族はとあるイベントのランキング報酬で、このゲーム内でも滅多に見ることの無い超レア種族だ。

　従来のオンラインゲームに共通しているようにギルドやクランなども存在しているが、俺はソロプレイヤー。ここまで強くなると仲間と連携を取る必要も無いからだ。

「現実もゲームの世界みたく都合が良ければな……」

　今日も今日とて広いオンラインの世界で自由に生きる。このゲームは魔物と呼ばれるＮＰＣと戦う他に、プレイヤー同士での戦闘も可能になっている。

　ゲーム内ではそこそこ名の知れるこの名前。パーティーに挑まれることもあれば、暇ひま潰つぶしに高ランクの相手に勝負を挑むこともある。

　しかし、今日は流石に疲労が溜たまっているのか上手うまく頭が回らない。マウスを動かす速度も緩慢で、自分よりも下のランクの相手に黒を付けられてしまった。

　今日は後一戦やったら寝ようと決めて、アイテム採取も兼ねてとある森の中へ……

「──あれ……？」

　と、そこで意識が急に途切れた。そこから先の事はよく覚えていない。

　ただただ視界が真っ暗だった。そしてこの思考さえも闇の中に溶け込んでいった。










「──はっ!?」

　意識が完全に失われるという嫌な感覚から解き放たれたのは、そのすぐ後の事。

　不意に目を覚ました俺は地面に倒れこんでいた。そこまでの記憶が曖あい昧まいだ。

　一瞬死んだかと思ったが、段々意識がはっきりしてくる。手足も満足に動く──

「……え、は……？　何で……？」

　意識がはっきりしてきたからこそ、すぐに気付いてしまった。ここは先程までいた筈はずの自宅ではない。どう見ても木々が生い茂る森の中だった。しかも昼間だ。

　一瞬夢かとも思ったが、夢にしては馬鹿にリアルだった。地面の感触も現実のそれと変わりなく、口に少しだけ入った土はどこまでも不味まずい。

　取り敢あえず立ち上がり一度状況を整理しにかかる。まず自分が誰であるかを思い出す。

　名前は伊い坂さか淳じゆん。都内の某会社のプログラマーで二十九歳の独身。

　管理職でもなく新人でもないどうにも微妙なポジションに甘んじる会社の便利屋、と言えば聞こえはいいが、現実には体よく使われているだけの悲しい社会の歯車だ。

　趣味はオンラインゲーム全般。特にオープンワールドのＲＰＧが好きで、働いている時間と寝ている時間以外は大体それに費やしていた。

　だから、現実の自分の姿以上に見慣れているのはゲームの中の自分の姿なのだ。

「……これ、俺の装備品……？」

　頭の中が冷静になったところで、自分が今着ている服がスーツでないことに気付いた。

　厚い布地の黒いマントを羽織っている。地面に転がっていたにも拘かかわらず、汚れの一つも付いていないそれは、俺のキャラがいつも装備していたものだ。

　仮に、もし仮に。今俺がいる場所が、直前までやっていたゲームの世界だったとしたら。

　マップは頭に入っている。後は方角さえ分かれば、目的地まで辿たどり着くはずだ。

　着いたのは清らかな水で溢あふれる湖。本来は回復ポイントであった場所だった。

「……やっぱり。シェリドールだ」

　水面に映る自分の顔を確認して、そこでようやく確信に至った。

　所々に黒が混じっている長く伸ばした艶つやのある白はく髪はつ、右側頭部だけに生えている黒角。実際にキャラメイクした通りの切れ長の眼が特徴的な整った顔立ち。

　冴さえないリーマンの姿ではない、ゲームの世界で躍動する半人半魔の姿。

　どうやら、自分は直前までやっていたゲームの世界に入り込んでしまったらしい。

　恐らくだが現実世界の自分は既に死んでいるのだろう。過労死直前の限界まで働いていた自覚はあったので、そこに関してはある程度諦あきらめも付く。仲の良い友人や、ましてや恋人などいるはずも無かったし、現世に思い残すことも特に無い。

　伊坂淳という男性は死に、シェリドールという存在に生まれ変わった。

　なんとなくそんなアニメの話を聞いたことがあった。まさか現実に起きようとは。

「となれば、やることは限られてくるな……」

　所謂いわゆる転生というジャンル。自分の好きだったファンタジー世界の住人になれるなど夢のような話ではないか。変に絶望することも慌てふためく必要も無いだろう。

　まずは確認しなければならないことがある。ここは本当にゲームの中の世界なのか、そうであるのなら元の世界に帰る方法はあるのか、或あるいは──

「──!!　あっちから微かすかに声が……」

　それを考えるより前に俺の耳が捉とらえたのは、女性の悲鳴のような声。木々のざわめきに紛れているほんの僅わずかな音の変化だったが、確信出来る程度に俺には聞こえた。

　聞こえたのは悲鳴、のようだった気がする。であれば、厄介ごとの可能性が高い。

「行ってみるか……」

　一瞬迷ったが、ここでそれを無視する方が後で胃に来そうだった。大抵の場合はそうで、困っている誰かを放っておくとなんとなく自己嫌悪に陥ってしまうのだ。

　まだ確認出来ていないこともあるが、そうであることを信じてすぐさま声がした方へと向かう。身のこなしは実に軽やかで不思議なぐらい身体は思うように動いてくれた。

　以前の自分では考えられない速さで悲鳴の出所ぐらいまで走り着いた。

（シェリドールなら魔法スキルも特殊スキルも使えたはず）

　何があってもいいように、ゲームの世界でシェリドールに出来たことを思い出す。

「……え、貴方あなた……は……」

　そこで目にしたのは、複数の人間に囲まれて泣きじゃくる少女だった。

　人間の方はというと、まさに盗賊のような格好をしている。急に現れた俺を見て驚いたような表情を見せるが、すぐに怒気を露わにしていた。

「何だ、こいつ!?　邪魔すんじゃねぇ!!」

「おかしな格好をしやがって……やっちまおうぜ!!」

　そして俺に襲い掛かってくる。どう見ても小悪党だが、万が一殺してしまうのは後味が良くないので、無力化出来そうなスキルは無いかと考える。

　ぶっつけ本番。出来るかは分からないが、ゲーム内でやっていた通りにやってみよう。

「スキル『ショックウェーブ』」

「!!　な、んだ、これ──」

　そう唱えると体が勝手に動いた。掌てのひらを向けると、不可視の衝撃波が発されて相手を強制的にスタン状態にするスキルなのだが、どうやら問題無く発動したようだった。

　種族が人間では扱えない魔族の力、ゲーム内では特殊スキルと呼ばれていたものの一つ。

　その中では初歩レベルのスキルだったが、効果的だったようで俺に襲い掛かろうとしてきた人間はそのことごとくが地面に伏していった。

「あ、あの……その、助けていただいてありがとうございます……」

　全て制圧し終えたことを確認していると、泣きじゃくっていた少女が声をかけてくる。

　よくよく見ればただの人間ではない。姿形は人間なのだが、頭には猫の耳のようなもの、背中を見やれば猫の尻尾しつぽのようなものが生えていた。

　ゲーム内にも獣人のキャラはいたが、ここまで人間には寄ってはおらず、どちらかといえば二足歩行の獣に近かった。つまり、彼女はそれに近しい存在だろう。

「あ、あの……。どうして私を……貴方は、一体……」

　怯おびえているのか不安なのか、おどおどとした態度で俺が何者かを尋ねてくる少女。

　そういえばまだ彼女に一言も喋しやべっていなかった。それは不安になりもするだろう。

「えっと、俺は──」

　とそこまで言いかけて思い直す。癖でいつも通りに伊坂淳として自己紹介をしようとしていた。これではあまりに滑こつ稽けいで、外見と中身がちぐはぐだ。

　得体の知れない存在に対する恐怖感を紛らわすには、期待を裏切らない安心感が必要だろう。今ここで重要なのはギャップではなかった。

「──俺の名前はシェリドール。見ての通りの半人半魔だ」

　だからこそ、少し恥ずかしいがシェリドールの見た目に合わせた振る舞いをする。

　今まで打だ鍵けんしていたものをいざ口に出すのはなかなかの羞しゆう恥ちだった。

「!!　半人半魔……私と、同じ……」

「名乗らせたのであればお前も名乗れ。それが礼儀だ」

「は、はい。その……獣人族（猫）と人間のハーフの、アレア……です」

　なるほど、この世界では獣人族と言うらしい。全てが全てゲームと同じではなく、限りなくゲームに酷似した世界と考えるのが妥当だろうか。

　そして少女の名前はアレア。なんという因果か、同じ半人半魔だという。

「そうか、アレア。家はどこだ？　よければ森の外ぐらいまでなら送るが……」

　こんな森に一人でいるとなると迷子を疑うのが妥当だ。もしくは、先程の小悪党達から逃げようとしていたか。どちらにせよ、ここまで来て手を貸さない理由は無かった。

「……すみません。もう、どこにも行く場所が……」

　困ったように笑いながら、アレアは小さな声で言う。

　注視してみれば服はボロボロで、居場所が無いという彼女の言葉にも納得が出来た。

「それは奇遇だな。俺も行く当てが無くてな……一緒に来るか？」

　俺のその言葉に彼女は心底驚いていた。信じられないという表情をしていた。

　そうして俺が差し伸べた手を、アレアは恐る恐るという感じに取ってくれた。
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「──王。……魔王……魔王!!」

「……。んあ……誰だ……？」

　心地の良い夢の世界からの覚かく醒せいを促した声があった。もう少しで俺がフロントマンのバンドが割れんばかりの喝かつ采さいを浴びるところだったというのに。なんとも無粋な事か。

　あーあ、俺めっちゃイケメンだったのに。声もイケヴォ以外に形容できなかったし。

「……え、何で抜き身なの？　暗殺？」

　しかし現実で俺に向けられてたのは歓声ではなく何故か抜き身の刃やいばだった。首元寸前に当てられているのでもう後少しでも前に動いてしまうとヘドバンが出来なくなってしまう。

「やっと起きたわね。早く体も起こしなさい」

「頭だけ置いて行かれちゃうよこれじゃ」

　頭を犠牲にして体を起こすことを強要してくるこいつは一体何者なんだろうか。

　一寸ちよつとでも身体を動かせば首ちょんぱされてしまうので、寝ぼけ眼ながら視線だけを刀の柄つかの方に移動させてみた。

　まず目に付いたのは黄色の着物。紫色の薔ば薇らの模様がお洒落しやれな一品だ。

　そして裾すそから覗のぞいていたのは青白い肌をもった小さめの手。血色が悪いのかと思ったが、そういう類いの色の悪さは無く、逆に瑞みず々みずしさすら感じる。

「……早くしてくれないかしら」

　もう少し上に視線をずらすと、漸ようやく顔が見えた。凶暴そうな鋭い碧へき眼がんはこれでもかというぐらい不機嫌に染められており、寝る前にトイレに行っていなければ正直危なかった。そんなに怒っていると美人な顔が台無しだ。美しいより怖いが勝ってしまう。

　髪は輝くような銀色で、ボブぐらいの長さできっちり纏まとまっている。前髪は真ん中と左右できっちり分けられているのだが、それというのも額から生えているあるものが原因で。

「起きないと、このまま殺すわ」

「鬼か」

「鬼よ」

　それは先が鋭く尖とがっている青黒い角。対となって生えているそれが、彼女を鬼たらしめている所以ゆえんであると言える。正確に言えば鬼族の姫なんだとか。

「鬼サーの姫気取りか、オリアさんよぉ!!」

「……相変わらず訳分からないことばかり言うわね、あんたは」
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　彼女の名前はオリア。我が魔王城が誇る四天王の内の一角だ。俺が魔王に就任するよりも前から四天王をやっていた古株で、部下からの信頼は厚い。

　オリアは俺の発言を聞いて、呆あきれたように刀を鞘さやに納めていく。これでやっとこさ首から上を動かすことが出来るというものだ。

「惜しかったですね」

「うぉい!?　いたなら止めろやセレス!!」

「いえ、オリアさんに同席を頼まれまして」

　起き上がった時に声が聞こえ、同時に性悪魔女の姿も視認出来た。悲しいことにこいつは俺の暗殺現場に立ち入っても止めてくれないどころか応援していたらしい。

「そもそもあんたを殺すんなら暗殺は一番不向きでしょ」

「分かってるならやるな。減給も辞さないよ、俺は」

　能力の性質上、俺には不意討ちや暗殺は一切通用しない。絶対に避けられないからね。

　であるのにも拘かかわらず、こんな無意味で面倒なことをしてきたってことは何か理由があるのだろう。無かったらそれこそ今期のボーナス無しにしちゃうからな。

「で。何の用だ？　今日俺有給の筈はずなんだけど」

　寝床から這はい出て、取り敢あえず寝間着からいつもの格好に着替えることにする。

　そのついでに、漸く取れた有給休暇の日にわざわざ部屋を訪ねてきた真意を問う。

「…………」

「何も無いなら、俺の暇ひま潰つぶしに付き合ってもらうけど」

「それは死んでも嫌」

「何で？」

　どうにも歯切れが悪い。鍵かぎをぶっ壊してまで入ってきたのだから、それなりの理由があって然しかるべきなのだが。業腹と言うか、何かを躊躇ためらってるのが表情で分かる。

　無言のまま俺を睨にらみ付けているが、とにかく何か伝えたいことがあるのは間違いない。

「取り敢えず、セレス。茶」

「かしこまりました。朝食はどうします？」

「軽いので。あ、味み噌そ汁しる飲みたいな」

「では、今朝はそれに合ったセットに致しましょう」

　せっかくの休日（過去形）だ、有限である時間は有効的に使っていきたい。

　即座に用意されたちゃぶ台と座布団。そこにゆっくりと座り、ここで大きな欠伸あくびを一つ。

「おら、お前もさっさと座れ」

「……余計な気遣いしないでよね」

　不機嫌そうにしながらも、オリアは俺の対面へと腰を下ろす。

　お茶とご飯が無くなり始める頃には、きっと彼女も話す意思を固めることだろう。







「──こんなこと、本当は言いたくないんだけど」

「お？　おぉ」

　早朝のブレイクタイム。たまには健康的に朝食を食べるのも悪くないと感慨に耽ふけっていたところに、食事中ずっと黙っていたオリアが不意に切り出してきた。

「……昨日、故郷から急に連絡があったの。どうせいつもみたく里帰りの催促だと思っていたんだけど、何か様子がおかしくて」

　食って飲んで何となく落ち着いたのか、オリアは伝えたいことをぽつぽつと語り始める。

　姫ということもあってか月に一度は故郷に帰っており、オリアの帰りを待つ鬼達からの連絡も頻繁に来ているようだが、今回はいつものとは違っていたらしい。

「数日のうちに、同胞が何者かに殺される事件が多発してるって……。私は耳を疑ったわ」

　信じたくない、そんな感情が入り混じっているのか少しだけ早口で捲まくし立てる。

「だって……誇り高き鬼は、そんな簡単に殺される種族じゃないもの……!!」

　今度は怒りに震えるようにして、拳こぶしを握り締めながら思いの丈を吐く。

　ダンッ、と机を叩たたいた衝撃で茶器が少しだけ跳ねる。

　倒れてしまう程ではないのは、彼女の理性が少しでも残っていたからだろう。

「なるほど……」

　早朝から上司の首に抜き身の刃を突き付ける程の理由はよく理解出来た。

　不機嫌さをずっと隠しきれていなかったのも、仲間を殺されたという憤りと、知らなかったとはいえ何も出来なかった自分に対する失望感からか。

「ふむ……。そういう感じね、はいはい……」

　さて、どうしたものか。別に二つ返事で了承してもいいのだが。

「魔王様のお好きなように」

　一度セレスに目配せをすると俺の言わんとすることを理解したのか、溜ため息いきをば一つ。

　この後の展開を考えると、安請け合いするのは得策では無さそうだった。

「で。本当に言いたくないことはそれじゃないんだろ？」

「!!」

　一族が何者かに殺されている。それはそれで言いづらいことではあるだろうが、それ以上のものがあると見た。それは単なる勘ではなく、論理的証拠に基づいたもの。

「いくら魔王とはいえ、人間の俺に助力を請おうとしていること……って感じか」

「……本当ムカつく。あんたのそういうとこも、その事実も」

　それは俺が人間で、彼女が純粋な魔族であること。この壁は想像以上に高い。

　一族の危機かもしれない。であれば、元とはいえ姫である自分が出張るのが道理。

　そしてそれを可能とする実力も、当たり前だが四天王である彼女には備わっている。

「ま、正直ここに来た時点である程度察しはついてたからなー」

　早朝に俺を起こしたということは、緊急の要件であることを意味する。

　その上で言うのが憚はばかられる内容、オリアの性格を考えればなんとなくの予想は付いていた。

「……。そういうことだから、さっさと協力を──」

「だが、いくら屈辱的だろうが……誠意のない奴の言葉は響かない」

「──はぁ!?」

「前提として、俺は魔王でお前は俺の部下。そこのケジメはつけるべきだ」

　しかし、なぁなぁでこの案件は済まさない。済ませる旨うま味みが無い。

　言わんとすることはよく分かるが、それとこれとは話が別だ。

「……セレス!!　話が違うじゃない!?」

「話を聞いてくれるとは言いました。が、聞き入れるかについては言及していません」

「そんなの……!!」

　そこで言葉に詰まるオリア。セレスは本当こういう言いくるめ得意だよなぁ。

　これでもオリア的に言えば恥を忍んでいる方だ。そもそも、鬼である彼女が人間に頼みごとをすること自体が腸はらわたが煮えくり返るレベル。その上ともなると憤死してしまう。

　頭を下げるのって簡単そうに見えて意外と出来ないんだよな。気持ちは分かる。

「どうすんだ？　お願いならそれなりの態度を見せてもらわないと」

「ふざけないで……!!　誰が人間なんかに……」

「というか、その程度も解決出来ない奴だったなんて残念だわー」

　肩をすくめながら俺はわざとらしくそういう風に言う。

　結局人間と魔族の間の壁は高いことを実感させられてしまったなぁ。これは参った。

「……何ですって？　命が惜しくなければもう一度言ってみなさい」

「鬼は誇り高い種族なんだろ？　なら自分達だけで何とかして見せろよ」

　そこで彼女の雰囲気が一変する。魔力とよく似た、鬼族特有の『妖よう気き』を全身に纏わせると、輝くような銀色の髪が額にある角と同じ青黒い色へと段々変色していく。

　向けられているのは強烈な殺気。今朝方の抜き身による暗殺未遂の時とは比べ物にならないレベルのそれを向けられて、正直に言うともう涙がちょちょ切れそうだった。

「そう……。どうやら聞き間違いじゃなかったみたいね。要望通り、あんたみたいなゴミカスに頼らなくてもやってみせるわ。私達を愚ぐ弄ろうしたこと……精々後悔しないことね」

　オリアがブチギレた時に見せるこの姿。妖気纏いと勝手に呼んでいるのだが、この状態になったオリアはテオのレベルにまで肉薄する。また、性格も更に獰どう猛もうになる。

　かつては理性を失う程凶暴になっていたというが、俺がうっかり何度もオリアをこの状態にさせてしまった結果、今ではある程度のコントロールも出来るようになったらしい。

「忘れるなよ。俺は魔王でお前は四天王。そしてそれ以前にお前は鬼族の姫だ」

「……………………。……本当ムカつくわね、魔王」

　そして背を向けて部屋から出ていこうとしたオリアに、必要な声をかけておく。

　一いち瞥べつもすることなくオリアは、大きな音で扉を閉めながら部屋から出ていった。

「少々意地が悪かったのでは？」

　それを見ていたセレスは、呆れたような顔で扉の方を見ながら俺を咎とがめる。

「お前もな。そもそもこの話、お前に持ち掛けられた協力要請だったろ」

「私は魔王様の側近ですので。勝手な行動は慎むようにしています」

　オリアの頼みごとは簡単に言えば、魔王城の戦力の貸し出しだ。それは俺の許可なく使えるものでは無く、人間の俺に助力を請うのはオリアのプライドを著しく傷付ける。だから俺は彼女の言葉を、最後まで言わせるよりも前に遮った。

　そしてにべもなく断られた上に煽あおられたオリアはきっと一人でも解決に乗り出すことだろう。だから最後には自分が姫であることを印象付けさせた。取り返しのつかないことが起こってしまうよりも前に、少しでも彼女の足を止める為に。

「フォローの方は？」

「予想通りでしたので、ちゃんと付随させてありますよ」

「助かる。いやぁ、あいつも相変わらずで本当に参ってしまうな」

　決して人間に媚こびることの無い。それが上司であろうが、魔王であろうが関係無く。

　今この時においてもそれは非常に役に立つ。扱いやすい部下は好きだよ、本当に。

「さて、と。俺らも急ぎで行動に移しますか」

「はい。既にアポは取ってあります」

　俺は無言で頷うなずいて、僅わずかに残っているお茶を一気に飲み干す。やっぱり温ぬるかった。







　鬼族の里を一言で表すのなら、古風且つ和風。かつて俺が住んでいた世界の、京と呼ばれていた場所にあるような建物がたくさんある。最初はびっくりした。

　枯山水だっけか、ああいう風の庭が本当に綺き麗れい。ちょっとだけ故郷が恋しくなる。

　位置は魔王城からは遠い。もう正確な距離とか分かんない。遠いことは分かる。

「あ、魔王だ」

「魔王が来てる。珍しい」

「せめて様を付けろ、餓鬼共!!」

　取り敢あえず詳しい話を聞くために里で一番大きな建物にやってきている。ほぼ全ての鬼族が着物を着ているので、シャツとジーンズの魔王スタイルな俺と魔女っ子スタイルのセレスはよく目立つ。そうじゃなくても人間だから目立つけど。

　建物内の感想はもう、大寺院。それだけ。有名な観光名所かよ、って感じ。好き。

　来るのは恐らく一年ぶりぐらいか。元姫を預かる立場として定期的に挨あい拶さつに行くのは尤もつともな礼儀だ。そのお陰か大分鬼達も慣れたようだった。

「邪魔するぞー」

「お邪魔します」

　案内されたのは一番奥の部屋。全く無遠慮だが特にノックもせずに襖ふすまを思いきり開く。

　中で待ち構えていたのは、どこからどう見てもヤの付く自営業の方々にしか見えない面々。中央に鬼、右に鬼、左に鬼。見渡す限り鬼鬼鬼。死んでしまうよこんなの。

　その中でも一際目立つ鬼さんは、丁度俺達の目線の先で胡坐あぐらを搔かいている方。

　壮年の男性なのだが、その輝くような銀髪に少しも陰りは無い。その美しい髪色には勿もち論ろんの事既視感があり、この方が誰なのかはもう分かっていただけたと思う。

「こんにちは、オリガさん」

「おう、来たか。楽に座れ」

「これだけ囲まれてたら緊張するなって方が無理だろ」

　はい、名前でも察せられる通りオリアの親父さんです。強面こわもてです。

　苦笑しながら、俺とセレスは用意されていた座布団にゆったり腰を下ろす。

　ご丁寧に酒と食事まで用意されている。昼食には少し早いが有り難く頂くとするか。

「んじゃ、早速本題に入らせてもらうぞ」

　透明感の高い酒が入った盃さかずきを口に運びつつ、この場に来た目的を早々に果たすとする。今回のそれは、悠長に無駄な事を喋しやべっている暇はあまり無かった。

　俺の発言の後には、すぐにピリッとした空気が張り詰めた。

「鬼族が何者かに殺されたって話だが……」

「そのことについて詳しく聞きたいと思います」

　この質問は重要だ。オリアからは聞けなかった、というか聞かなかったからな。

「ちょっと待て。その前にこっちから一つ質問をさせろ」

「えぇ……別にいいけど……」

　質問に質問で返すなと言ってやりたいところだが、気迫に圧されて負けた。

　なんとなく機嫌が良くない様に思える。言葉には気を付けなければならなそうだ。

「オリアはどうした？　お前らと一緒に来ると思っていたんだが」

「うぇ……あぁ、そうね……」

　予想してはいたが、いざ目前で問われると緊張してしまう。つい間の抜けた声を漏らしてしまい、周りの鬼達の目線が俺に突き刺さる。

　どう答えたらいいものか。こういう場での噓は効果的ではなく、吐く意味も無い。

　何より予想していたタイミングよりも幾分か早い。心の準備不足が著しい。

「言いにくければ私から」

「拗れそうだからやめて？　しゃーない、腹括くくるか……」

　めっちゃ怖いが、ありのままを答えることにする。最悪殺されるかもしれん。

「オリアはブチギレて魔王城から出ていった。勿論怒らせたのは俺──」

　瞬間、ありとあらゆる凶器が俺の許もとへ飛んでくる。一つでも喰くらえば確実に死ぬやつ。

　そんな風に思考が追い付いたのは、それら全てが俺に当たる寸前で止まった時だった。

「──無駄だって分かってるだろ？」

「不毛です。お返ししますよ」

　そして冷や汗が頰に流れる頃には、俺に向かった凶刃は投げた方々の許へお帰りに。

　セレスが少しお怒りなのは、自分にも何本か飛んできていたからだろう。後は、どうせ当たることは無いのに攻撃してきた愚か者達に対する苛いら立だちか。

「で、その理由は何だ？」

　唯一、オリアパパだけが冷静に真意を問う。なんというか、迫力が違うよね。

　まさか考え無しにそうした訳ではあるまい、と言外に告げていた。

「その方が都合が良いからに決まってるだろ」

　死ぬかもしれなかった恐怖を自分の中で殺しながら、淡々と告げる。

　詳細は今は省くが、あの場ではあれが最適解。それは俺にとっても、彼女にとっても。

　そういう意味での都合が良い。そこには何一つ噓偽りなど存在しない。

「……俺の娘の感情を利用する、ってか？」

「そうとも取れる。オリアだけじゃなく、お前らのもな」

「!?」

　使えるものは全て使っていくスタンス。だからさっさと本題に入りたいのだ。

　どうせなら最高の結果を得たい、ならば余計な事は切り捨てていくべきだろう。

「だから早く『そいつ』の情報を寄越せ。俺たち全員が得をする方向に行くためにな」

　その為にオリアを怒らせたと言っても過言ではない。オリアが俺に直談判をしに来たその時点で、そいつが俺の求めている人物に限りなく近いことは分かっていたからだ。

　俺の意図を読み切れていないのか、鬼達はただただ怒気と困惑を混ぜている。

　誰にも伝えていないそれを理解していたのは、隣で静かに佇たたずむ魔女だけだった。
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「──ダメです、シェリドールさん……。何か、嫌な予感がするんです……」

「アレア……」

　森の中でアレアと出で逢あった後、当ても無く旅を続けているうちに、偶然にも山中にあった小さな村の危機を救ったのが今から二か月程前のこと。

　村の近くに住み着いた魔族のせいで多くの被害を受けている、という依頼をギルドに出したらしかったのだが、地域的に対応が遅れていたところに俺達が辿たどり着いた。

　シェリドールとなった俺は、ゲーム内で得ていた能力を全て行使できるようになっていたので、言ってしまえばほぼ無敵だった。ゲームの能力を現実世界でも使えてしまえば、それはもう当然チートで、この世界でもそれは例外ではなかった。

　結果から言えば、村の抱えていた問題はすぐに解決した。アレアが探し、俺が殲せん滅めつする。それをしただけで、近くに住み着いていた魔族は霧のように消えていった。

　村の危機を救えば、もしかしたら屋根付きの拠点が得られるかも……などという浅ましい考えだったが、あっさりとそれは上手うまくいった。最初こそ俺の見た目に怯おびえていた村の住民達も、少しすれば段々と打ち解けていった。

　見た目的に魔族の要素が薄いアレアは俺が隣にいることもあってか、無駄な追及をされることもなく今に至る。面倒見がいいので村の子供たちには大人気だ。

　そうして村の空き家の一つを借りて、今はアレアと二人で暮らしていたのだが。

『また村の近くに恐ろしい魔族が現れたんだ……!!　頼む、シェリドールさん……!!』

　という依頼がまた村民から俺に寄せられた。ゲームでもありがちな、期間空いてから更に厄介な事件が起きるというイベントのようだ。

　依頼を要約すると、また村の近辺に魔族が現れたという話だった。今のところ村に目立った被害は出ていないが、旅人が何人か殺されているのを発見したらしい。

　最初の時の魔族とは違い、姿を見た者の話によれば今回の魔族は厄介なことに人型であるという。人型の魔族はそうでないものよりも知能が高く、更に凶悪な存在だと言われており普通の人間では全く太刀打ちが出来ないようだった。

「大丈夫だ、アレア。必ず戻ってくる」

　不安そうにしているアレアを安心させるための言葉を。少なくとも心配は無用だった。

「本当ですか……？　約束してください、約束ですよ……」

「あぁ、約束する。だから待っていてくれ」

「はい、シェリドールさん……」

　なんとか納得してくれたようで、アレアに留守を任せて家を出る。取り敢えず村を出るまでは普通に移動し、人気のない場所まで来たのを確認したところで大きく息を吐いた。

（やっぱりこの世界はゲームの世界なんだな。あまりにも都合が良過ぎる）

　村に居られるのも、アレアという自分を慕ってくれている少女がいるのも、こういう風に頻繁にイベントが起きるのも。全て画面越しに見てきたものだ。

「……あっちだな」

　ゲーム内で得ていた特殊スキルに『千里眼』がある。能力名は仰々しいが見れる範囲はそこまで広くは無く、アレアの気配感知とは出来ることがまた違ってくる。

　しかし、この山の中ぐらいは見通せるのでそれを用いながら元凶を探す。

　西に数キロ行ったところに複数の生体反応を感知した。そこは一度立ち寄ったことがある場所だったので、魔法スキルの『トランスファー』で瞬時に移動する。

「たすっ、たすけ──」

「見逃すか。俺達の狩場を通ったことを悔やめ」

　転移したその先で見たものは、あまりにも凄せい惨さんで一方的な殺さつ戮りくだった。

（あれは……）

　角の生えている和服姿の魔族。ゲーム内で人型の魔族の中でも最高峰のランクを誇っていた『オーガ族』によく似ている。あのレベルの魔族がうろついているのは危険だ。

　現に肉眼で確認出来た時には襲われていた旅人は既に手遅れだった。後少しでも早く到着していれば、と考えると少しばかり心が痛む。

　対処をするか否か。俺の判断で決められるが、特に迷いはない。

「……!!　何だお前？　消されたくなかったらとっととこの場から失うせ──」

「スキル『神しん槍そう・グングニール』」

　今の俺、シェリドールには力がある。彼等を野放しにしていれば、いずれ村を見つけ出し、その言葉通り狩場にしてしまうことだろう。

　だから思い知らせる。お前たちのレベルでは太刀打ちできない相手がいることを。

　かつて、神話の神を討伐するイベントのランキング報酬で得た最速で最強の槍。こういう時は廃ランクプレイヤーで良かったと思ってしまう。有給まで取った甲か斐いがあった。

「何だ、こいつ……ッ!?　同胞が一撃で……」

「てめぇ、何者だ。俺達鬼に手を出して、ただで済むと思うなよ……!?」

　仲間の一人が殺されたのを見て、残りの鬼がこちらに殺気を向ける。転生前の俺なら失神ものだが、精神を強くする首飾りを装備しているので全く問題無い。

「貴様ら下郎に名乗る名などない」

　そのまま槍で残っている二体も串くし刺ざしにする。前も思ったが、画面の前でプレイしている時は三人称視点だったので、一人称の今の方がやりやすいかもしれない。

「……一体逃がしたか。まぁ、ここまでやれば迂う闊かつには来ないだろう」

　流石に知能が高いだけあって、一人は様子見をしていたらしい。俺がこの近くにいることが分かれば迂闊にまたこの場に来たりはしないだろう。好都合だ。

（さて。ここからが楽しみなんだよな）

　半人半魔であるが故の特権。人間と魔族の力を同時に扱える種族だからこそ、討伐した魔族の力を新たに得られる、そういう能力を持っている。

　確認をするにはとある動作を行わなければならない。今は周りに誰もいないから問題無いだろう。ゲーム好きであれば、絶対にやったことがある操作の一つだ。

「ステータス・オープン」

　そこには新たに鬼族の固有スキルである『妖よう術じゆつ』が追加されていた。

　これだからゲームは面白い。そう再確認出来た俺は、足取り軽く村へと歩き出した。
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「ぶはっ!!　あっははははは!!　ちょ、ちょっ、もう一回言ってくれ!!　あっはははは!!　げほっ!?　ごほっ、はぁーっはぁーっ……!!　こんなの色々な意味で死んでしまう……」

　呼吸困難に陥り心肺機能がイカれそうになる。頼む、誰か医者を呼んでくれ。

　そんな感想を抱いてしまうぐらいに俺は爆笑していた。満点大笑いだ。

「魔王様。投げられた得物を返すのは私の役目なの忘れていませんか？」

「いやっ、すまん……。でもこれは、笑うなっていう方が無茶な話だわ……」

　緊迫した場面の緊迫した状況の話。悲痛な表情で凄惨な場面を語ってくれた中で、爆笑してる奴がいる。当たり前だがまたあらゆる凶器が俺に飛んできていた。

「……妙な奇術を使う男が、いとも簡単に俺達の仲間を殺した、のくだりか？」

「その後だ。その事実については流石の俺も憤慨してる」

　そうであったら本気でぶち殺すといった感じにオリアパパが俺に問いかける。

　俺の名誉の為に言っておくが、その部分は本当に面白くない。結構おこだよ。

　うちにオリアがいるだけあって、鬼族とはそれなりに懇意にしてきているからな。

　問題だったのはその後の部分だ。そこまでは真面目に聞いていた。本当だって。

「その男は、俺達の仲間を粗方片付けた直後に不可解な単語を発した」

「そう!!　そこだ、なんて言ってたんだ!?」

　何とか生き残った奴が聞いた、謎の男が発していたという言葉の内容。

　それこそが俺の笑いのツボを著しく刺激したのだ。その内容とは。

「……『ステータス・オープン』、聞き慣れない単語だったが確かにそう──」

「ぶはははははははははは!!　やっぱ聞き間違いじゃ無かったのかよ!!」

　改めて聞いたその言葉に、俺は今度こそ腹を抱えて転げ回っていた。

　多分だが、この世界の誰もがその言葉を聞いても頭に疑問符を浮かべるだけだろう。

　しかし。俺だけはその言葉の意味を知っている。どういう用途で使われるのかも。

「す、『ステータス・オープン』……!!　マジでリアルで言う奴いたのかよ、はははは!!」

　だからこそ面白い。俺だったらあんまりにも恥ずかしくて多分言えないと思う。

　未いまだに腹を抱えて笑っている俺をこの場にいる誰もが白い目で見ていた。

　それでも腹の底から沸き上がるこの笑いの奔流の止め方が全く分からなかった。

「……魔王様。取り敢あえず説明の方をしていただけますか？」

「お、おぉ……悪い、そうだよなぁ……くくっ……」

　このまま放置していても仕方ないと判断したセレスが助け舟を出してくれる。

　誰にも何も言われなければきっと一日中笑い転げていたかもしれない。悠長な時間が無いことも忘れてしまうぐらい、面白い言葉だった。

「はぁー……。えっとな？　お前らが見たり聞いたりしたものは、多分だけど俺が元いた世界発祥のものだ。間違いなくこの世界の人間じゃねぇよ、そいつ」

「!!　じゃあ、あれがお前が狙っている『転生者』ってことか？」

「その一人って感じだな。それと、狙ってるじゃなくて狙わせてる、な」

「報告によると、半分魔族の血が混ざってるような男だったらしいが……」

「まぁ、いるよね。中には人間じゃない転生者も。人間っぽいだけまだマシだよな」

　さっきの笑いはそういう意味合いもあったと思ってくれていい。

　転生者か否か。本来は対話か観察をして初めて分かることで、ある程度の情報があったとしても即座にそうと確定してしまうのは愚かしいことだ。前回もそうだった。

　が、事今回に至ってはその情報、ひいてはその言葉のみで確定と言っていい。

「ステータス……。イグラリアには本来無い言葉ですね、確かに」

「なんつーか、こう、体力とか魔力とか賢さとか？　そういうのを数値として見られるというか。ざっくり言うと身体情報の簡易的な数値化だな」

　理解しているものだが、説明してみると意外と難しい。説明する機会もそうは無い。

　可視化される数値もそれぞれによって違ってくるだろうし。これ以上の説明は難しい。

「魔力量……は分かりますが、その他は数値化出来るものなんですか？」

「知らん。でも、多分そいつにはそれが見えてる。後は、自分の所有してる持ち物だったり能力とかも文字媒体として見られるんじゃないかな。知らんけど」

　俺もリアルで見たことは無いので憶測でしか語れないが、ステータスなんて言葉を口にする時点でそれらが可視化されているとみていいだろう。

　というか自分のステータスってやっぱ気になるよな。俺は予想出来ているので絶対見たくないが、強い奴ほど数値は見たくなるのではなかろうか。

　どういう転生者か。もうお分かりだろうが、ゲームの世界に入ってしまった系だ。

　俺も転生前はこの世界と似たような世界観のＭＭＯＲＰＧをやっていたような記憶がある。

　まだ見ぬ彼もきっとその類いをやっていたのだろう。その他のパーソナリティに関してはまだ分からないが、ゲーム廃人であれば話は合いそうだ。

「と、いう訳で。いい情報をくれたお礼としてこちらも隠していたことを教えるよ」

　ダラダラと飲んでいた酒の残りを飲み干して、楽な姿勢のまま鬼達の方を見渡す。

　先の件もあってか、俺を見る鬼達の目はどこか懐疑的だった。

「さっき俺は、オリアはブチギレて魔王城から出ていったって言ったよな？」

　怒りで冷静でなかったこともあってか、深く追及されなかった部分があった。

　本来あの場面で重要であったのは俺がオリアを怒らせた事実では、無い。

　俺の含みのある言い方で、それに気付いた奴が複数いたのか顔を青ざめさせる。

「仲間を殺されて怒り心頭のオリアは、一体どこに向かったんだろうか？」

　瞬間、鬼達の目の色が変わる。今度は凶器を投げつける心の余裕も無かった。

　一気に部屋の中の鬼達がざわつき始め、雰囲気が一転していく。

「まさか、たった一人で報復に……!?」

「いや、お嬢ならやりかねない!!」

「噓だろおい……早くしないとお嬢がやべぇ!!」

「落ち着け!!　すぐに外の奴に連絡、同時に武器の調達もしろ!!　急げ!!」

「「!!　了解!!」」

　パニックになりつつあった鬼達に、即座に幹部クラスの鬼達が的確な指示を出す。

　その情報を聞いて即断即決。そこから後は一糸乱れぬ動きで、鬼達は各々動いていく。

　そして数分後に部屋に残されたのは俺とセレスとオリアパパだけだった。

「……何で最後まで話を聞かないんだろうな、魔族って」

「言い方が悪いのでは？　もしくは声が生理的に無理とか」

「じゃあ最初に言ってくれよ。勘違いしちゃうじゃん」

　ついさっきまで俺に向いていた殺意と興味は全て綺き麗れいさっぱり消えていた。

　もう俺になど眼中に無いなどとでも言いたげな掌てのひら返がえしに少しだけ涙が出そうになる。

「……俺はな、人間が大嫌いなんだよ」

　鬼達が騒いでいた中で、ずっと黙っていたオリアパパが漸ようやく口を開いた。

　額に親指と人差し指を当てながら下を向いている。なので表情が読み切れない。

「だがな、だからこそ人間が厄介な存在だっていうこともよく知っている。お前が言う『転生者』でなくとも、俺達鬼を殺せるような奴は当然いることもな」

　大きく息を吐いて、オリアパパはそう続ける。

　種族の長おさらしい、的確で真っ当な人間への評価。上に立つ者の器が見て取れる。

「……迷ってたんだ。この状況で報復に出るかどうかを。もしも判断を間違えれば取り返しのつかないことになると……踏み切れずにいた」

　鬼族の長である為に他の鬼の前ではこのような弱みは見せられない。

　だからこそこのタイミングで、抱えていた葛かつ藤とうを俺達に放り込んできたのだろう。

「知ってる。そうなると思ったから、あいつを煽あおって怒らせたわけで」

　鬼族とは懇意にしてきた。全く知らない仲ではない為に、彼の心情もよく知っている。

　一見して粗暴そうな種族に見える鬼だが、その実繊細で慎重な部分も持ち合わせていることは、魔王である俺だからこそ知っている事実だ。

「オリアを一人で敵地に向かわせることで、俺達に報復させる大義名分を作る……か」

「それを理解出来る賢い奴で助かるよ、オリガ」

　歳も経験もあちらが上。だが俺は遠慮をしない。だって俺は彼等の王だもの。

　意図を理解してもらえると話が早い。そしてすぐに行動に移せる奴らも素晴らしい。

　だから俺は鬼族には大いに期待していた。その期待に大いに応えてくれた。

「オリアは俺の娘だけあって、鬼族の中でも稀け有うな才能の持ち主だ。その分、俺よりも傲ごう慢まんで人間を必要以上に見下す癖がある。だからそれを知っている俺達は焦ったんだが……」

「オリアさんの事ならご安心を。私の魔力を付随させていますので、どこにいるかはすぐ分かります。今はまだ敵地に単身踏み込んではいませんよ」

「……どこまでも用意周到、か。お前らの所為せいで更に人間が嫌いになりそうだ」

　オリアパパは諦あきらめたように笑う。人間諸君、鬼のヘイトを買ってしまってすまない。

　勿もち論ろんのことオリアを放っておいている訳がない。あいつは魔王城の大事な大事な四天王の一角。使い捨てるなど勿もつ体たい無いことをするはずが無い。

「そんじゃ、各々自分が得をする為に頑張ろうかね」

　オリアはオリアで自分のプライドを守り、鬼族は大事な大事な姫を守る為に戦う。そして俺は魔王としてそこから生じるイベントを貰もらっていく。

　朝食を食っている間に考え付いたこのプラン。ここまでは概ね成功と見ていいかな。

「俺はあいつらと一緒に行く。娘のピンチに立ち上がらない親はいない」

　オリアパパは重い腰を上げると、後ろに掛け軸のようなものと共に飾っていた馬鹿でかい長刀なぎなたを手に取って物もの凄すごい速さで振り回す。ちょっと前髪に掠かすった。

「あっ、ちょっと待って。一個だけお願い聞いてもらってもいいか？」

「内容によるな」

　こちらを見ずにオリアパパは戦の為の準備を進めていく。

「『転生者』の近くにいる女を一人攫さらってきてくれ。多分いるから」

「正気か？　とうとう見境無くなったか」

「流石に嫌だよ、他人の女なんて」

　自分の女にしたいから無理やり攫うってのはある意味王の務めなのかもしれないが。

　そんなことしたら髭ひげのおっさんにボコられるのがオチでしょうよきっと。

「無理なら別にいいけど」

「……今回の件は借りということにしておこう」

　呆あきれたように息を吐いて、そのまま襖ふすまを開けてオリアパパは出ていった。

　あれだけの数の鬼に囲まれていたのが噓のように、今は俺とセレスの二人しかいなくなってしまった部屋。ようやくそこが静寂に支配されたことが分かった瞬間のことだ。

「はぁぁぁ……。マジで怖かったぁ……」

　楽な姿勢を更に崩して、ふらふらと前に倒れ込んでしまう。顎あごが畳に触れて普通に痛い。

　緊張の糸が完全に切れた。何とか抑えていた汗が震えと共に一気に放出される。

「お疲れ様です。パンツの代えなら用意済みですよ」

「そっ……んなのいらんと言いたいが、ありがたく貰っておくわ……」

　うん、正直に言うね。普通にちびったし、何ならもう大洪水一歩手前だったよ。

　なので大人しくセレスからトランクス（無地）を受け取って履き替える。

　いくら能力があって死なないと分かっていても、怖いものは怖い。いい加減慣れろと思うかもしれないが、死への恐怖は忘れない方がいいというのが俺の持論だ。

「マジでこえぇよ、鬼族……。本気で死ぬかと思ったっての……」

「虚勢もここまで張れれば見事なものです」

「口先すら回らなくなったら、それこそ魔王として終わってるからな……」

　人間が魔王をやっているだけでも顰ひん蹙しゆくものだというのに、態度まで弱かったとしたらもう失笑どころではない。仮に魔王の地位にいても誰も俺のことなど見向きもしないだろう。

　威厳も無ければ、カリスマも大して無い。ならばせめて振る舞いくらいは堂々としていようという、ただの人間が必死こいてやっている涙ぐましい努力なのである。

「その上で、最終的には全ての責任と憎悪を自分に向けさせましたか。変なところで律儀というか真面目というか……」

「いやもう本当に仕方ないよね。自分がやりたいことの責任は取らないと」

　ここまで言葉にしなかったが、セレスだけは俺の思惑と意図を全て理解していた。

　これは過信でも何でもない。本当に優秀な部下でそろそろ靴でも舐なめるべきか。

「何にせよ最後までよく頑張りました。ですが、今の魔王様の姿はあんまりにもダサすぎてとても人間や魔族には見せられませんよ」

「るっせ、それが上に立つ者の当然の務めだ。つか、お前になら別にいいだろ」

「えぇ、勿論。私は貴方あなたのただ一人の側近なのですから」

　セレスは柔らかな微笑を顔に浮かべ、畳の上で寝転ぶ俺のすぐそばに控える。

　虚勢が解けた、情けないただの人間の姿を見せられるのはこいつとテオぐらいか。

「普通に何もかもにビビり倒していた、あの頃とはもう違いますもんね」

「昔の話はヤメロォ!!　仕方ないだろ、常識的に考えて!!」

　セレスの、貴方の事は何でも知っているという態度。正直に言って嫌いではない。

　誇張抜きに、この世界に来てからの俺については全て余すところなく知られている。

　その上で付いてきてくれている。感謝こそすれ、嫌悪するものではないだろう。

「分かっています。素直に褒めているんです」

「ならもっと分かりやすく褒めろ……」

　魔王を始めてからおよそ五十年。人が成長するのには半世紀もあれば十分だ。

　今後の目標はパンツの代えを必要としないこと。これ本当に恥ずかしいからな。
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　自分の事を馬鹿だと思ったことは何度もあるが、今日ほど後悔したことは無い。

　あまりにも認識が甘かった。この世界の全ての事象を、どこか軽く見ていた。

「──ねぇ、今どんな気持ちかしら。やっぱりこうなるなんて思ってなかった？」

　数日前に村の近くを狩場にしていた鬼達を殺した。圧倒的な力量差を見せればもうここには近づかないだろうと思った自分の浅慮さと馬鹿さには呆れてしまう。

　ようやく気付いた。この世界はゲームの世界では無い。自分が何の気も無しに狩っていた魔物達はＮＰＣではなく、この世界に生きている存在だということを今痛烈に理解した。

「……アレア。これを持って今すぐここを離れろ」

　俺の目の前に唐突に現れた、黄色い和服の鬼を見てすぐに俺はそう判断した。

　俺がしていたピアスの一つを無理やりにでもアレアに握らせて、ここから逃がそうとする。

「でも……シェリドールさんが……!!」

「俺は大丈夫だ。この場にいたら、お前も巻き込まれる」

　既に村は地獄絵図だ。とんでもない数の鬼の精鋭が押し寄せてきていて、逃げ遅れた人々はもう殺されてしまっているかもしれないが、今はその確認も出来ない。

「別に二人一緒でもいいのよ？　どうせ全員殺すつもりで来てるもの」

「アレア!!」

「!!　は、はい!!」

　そうであってもアレアをこの場に留とどまらせる方が危険だった。目の前の鬼を相手にして、アレアを守りながら勝てる自信は正直無く、声を荒げて無理やりにでもアレアをこの場から退避させる。それを聞いたアレアは驚きながらもすぐに走り出した。

　黄色い和服の鬼。禍まが々まがしい程の『妖よう気き』を纏まとい、最初に見た時に銀色だった髪は青黒い色が徐々に混ざり始めている。何よりも彼女の怒気と殺意が凄すさまじかった。

「……お前、何者なんだ。そんなレベルの鬼がいるのかよ……!?」

　自分のステータスだけでなく、俺には他者のステータスが見える。今、俺の目の前に立っている『オリア』という鬼のステータスは、バグっているのを疑ってしまうぐらいの。

　そのあまりの恐ろしさに思わず素が出てしまう程の、文字通りの化け物だった。

「知らなかったのかしら。鬼は絶対に手を出しちゃいけない種族だって」

「ッ!?」

　即座に距離を詰められ目にも止まらぬ速さで抜かれた刀の一いつ閃せんを、殺意に反応して勝手に展開する自動防護スキルがすんでのところで止める。

　速過ぎる。スキルが無ければ全く反応も出来ずに即死していた一撃だった。

「スキル『流星ゲイルのスト如ームき・ミ疾ーテ風イア』……!!」

　後あと退ずさりしてすぐに反応速度と移動速度を高める複合スキルを発動させる。

　間違いなくこのレベルのスキルを使わないと対処できない相手だ。

「……そうじゃないかと思ってたけど。今の一撃でよーく分かったわ」

　機嫌悪そうに悪態をつくと彼女の身体は揺れ、その姿は幾重にも分かれ始める。

　俺を囲むように展開されるその分身一つ一つも、本体のレベルにそう遠くなかった。

「不本意だけど……暫しばらく遊んであげるわ」

　変わらぬ殺意を俺にぶつけながら、無数の分身は俺へと向かってくる。

　これを捌さばくのには時間がかかりそうだった。気を抜けば普通に死ぬ。

　早く、一刻も早く目の前の敵を倒してアレアを迎えに行かなければならないのに。










「──頃合い、かしら」

　どのくらい戦っていたか。青黒く染まっていた髪は既に銀色へと戻り始め、和服の所々が破け口の端から血を流しながら彼女はそう零こぼした。

　最初こそ動揺もあってかずっと押されていたが、今は立場が逆転し彼女が攻勢に転じることも少なくなってきたこのタイミングで、彼女は舌打ちしながら刀を鞘さやに納める。

「……なんだ、何を企たくらんでいる」

　どこまでも好戦的だったのが、一転してもう飽きたと言わんばかりの表情をしている。

　凄まじいまでの気迫は噓のように消え失うせ、毒気が抜けたかのように息を吐く。

「あわよくば、『あいつ』の思惑なんて全部ぶっ壊してやろうと思ってたけど……最初の一撃で悟ったわ。だからこれは私の我儘ままだった」

　実力があるほど相手との力量差はよく分かる。どうやら彼女はそれに長たけていたらしい。

　血を地面に唾つばと一緒に吐き捨て、目の前の鬼は笑いながら続ける。

「もう気は済んだわ。後は『あいつ』が勝手にやるだろうし……私は私の守りたいものは守れた。本当にムカつくことに、全部『あいつ』の思惑通りにね」

「「お嬢ー!!　あんまり無茶しないでくださいよ!!」」

　そこで戦いを近くで見ていた他の鬼達が彼女に向かって走ってくる。見ていたことには気が付いていたが、気にしている余裕がこちらにも無かった。

「……戻るぞ、オリア。これ以上は無用だ」

「ありがとう、パパ。そうね……もう、これ以上は意味が無いもの……」

　糸が切れたかのように彼女は、傍らに現れた壮年の男性の鬼に肩を預ける。

　周りの鬼も含めて、彼等は俺を睨にらみつけるだけで手を出してくることは無かった。

「……まだこんなところにいていいの？　私との遊びはもう終わったのに」

　背を向けて重い足取りで歩きだした彼女は、少しだけ振り返ってそう言った。

「大事な大事な、『ヒロイン』を放っておいていいのかしら？」

「!!　やっぱり、最初からそれが目的か……!?」

「さぁ、どうかしら、ね……。少なくとも私は、本気で殺そうと……」

　もう喋しやべるのにも疲れたのか、彼女の言葉は途切れ途切れだった。

　それももう気にならない。彼女の言葉が正しければ、アレアの身が危なかった。

　敵意の無い彼等に背を向けて、アレアに預けたアイテムと共鳴するアイテムを取り出す。

　持ち主の生命反応、そして所在を知らせてくれる。それによれば、まだアレアの身には危険は及んではいないようだったが、時間をかけてはいられない。

「……やり口まで、影響されてる……か。本当に、ムカつく……」

　移動する直前に彼女が発した言葉の意味はよく分からなかった。

　俺がその言葉の意味を理解するのは、アレアの無事を確かめてからのことだった。
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「おー、やっぱ和装も似合うな」

「当たり前です。魔王様は……その、そうですね……。あの、こう、なんというか……」

「もっと頑張れ」

　見目が良い奴は何を着ても似合う。そして悲しいことにその逆もまた然しかり。

　セレスは髪の青色と反対色である橙だいだいの和服をチョイス。いいコーディネートだ。

　俺はというと何の捻ひねりも無く黒の甚平。見なくても分かる、本当に微妙。

　とはいえなんとなく懐かしい気持ちになったからそれでプラマイゼロぐらいかな。

「おっし、気を取り直して続きやるぞ」

「はい。それでは行きますよ」

　場所は変わらず、鬼族の本拠地の一番大きな建物の奥の方。正式名称とか知らん。

　着替える前にとある遊びをしていたのだが、どうせなら雰囲気を出そうとのことで一度中断していたのだった。和服が合う、二人で出来る遊びといえば。

　用意するのは、二つのサイコロとそれを入れる為の茶ちや碗わんのようなもの。

　ルールは簡単。茶碗に二つのサイコロを入れて、もう一人に見えないように振るだけ。

「丁か半か」

「……。丁!!」

「半です。殺しますね」

「さっきと罰ゲームが違うんだよ」

　カランコロンカランコロン。音を鳴らして奇数か偶数かを当てる、チンチロだ。

　金は賭かけてないから賭と博ばくじゃ無いよ、本当だよ。その代わり命を賭けられているが。

「どうせ魔法でイカサマしてんだろ!!　じゃないと十連敗とか有り得るか!?」

「証拠も提示しない戯ざれ言には誰も耳を貸しませんよ」

「ぐうの音も出ない」

　イカサマはバレなければイカサマではない。屁へ理り屈くつだが、反論の余地も無い。

　とはいえ、こいつの性格上イカサマで勝つなどというつまらない真似はしないだろう。つまり俺がずっと屑くず運を引き続けているということか。もうこれ勝ちで良いだろ。

「──う……」
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　はてさて気を取り直して十一回戦と洒落しやれ込こもうとしたその時だった。

　聞こえてきたのは控えめな小さな声。呻うめき声と表現してしまうのが多少憚はばかられると思う程度には、非常に可愛げのあるものだった。

「おっ。随分お早いお目覚めで」

「少し五月蠅うるさかったですかね。魔王様が」

「ここは……？　確か、たくさんの鬼が襲ってきて……」

　短時間の意識の消失、目が覚めたら全く見たこと無い場所にいる。

　俺達が適当に遊んでいたところのすぐ横には布団が敷かれており、そこに寝かせていた少女の第一声はそんな尤もつともな疑問。思わずうんうんと頷うなずいてしまう。

「!?　シェリドールさんは!?」

　そうして頭の中が覚かく醒せいしたのか、彼女の中で最も重要な問いが強く放たれる。

　布団から飛び起きて、辺りを見回すが目的の人物はいない。そんな状況だった。

「まぁまぁ、一いつ旦たん落ち着け。暴れても何にもならん」

「!!　貴方あなた達は……？」

　未知の状況で無意味に慌てていても仕方ない。まずは冷静な頭を用意するべきだ。

　自分以外に誰かいることにここで漸ようやく気付いたということは、余程切羽詰まっていたということだろう。心中お察しする。

「そうだな。何にせよまずは自己紹介からか」

　セレスは今はお茶会の準備中。今日のセットは今朝のものと同じく純和風のスタイル。俺の自己紹介が終わるころには準備は完了するだろう。

　警戒心マックスの相手に自己紹介。だが、言葉を選ぶ必要も特に無いだろう。

「俺は魔族を統べる王、魔王だ。よろしく」

「私は魔王様の側近、セレスです。以後よろしくお願いしますね」

「!?　魔王……様と、側近のセレス様……!?　どうして……？」

　俺達の自己紹介を聞いて、少女は心底驚いたように内容を反はん芻すうする。

　そして目に見えて分かるあからさまな動揺を見せる。頭に生えている猫の耳は寝かせるように平たくなっており、尻尾しつぽは少しだけ膨らんでいる。

「やっぱいい趣味してるよなぁ」

「魔王様、違います。コスプレではありません」

「え、違うの？」

　顔つきや身体に関しては完全に人間の美少女だったが、所々に『猫』の要素が混じってしまっているその少女。これがコスプレでないとするなら、答えは一つだけだった。

「それでは、名前を伺ってもいいですか？　魔族と人間のハーフのお嬢さん」

「あ……アレア……です。す、すみません……わ、私……」

　魔族と人間のハーフ。魔族と人間、どちらの要素も併せ持つ希少な存在。

　なので当然俺達のことは知っているだろう。あの動揺も頷ける。

　そしてその動揺は一転して底知れぬ恐怖へ。魔族のトップ二人を前にして震えが止まっておらず、今にも泣きそうになっているのがよく分かった。

　見た目だけなら人間である俺達なのだが、こればかりはある程度仕方ないか。

「あ、もしかして半分魔族の血が入ってるのに、人間側にいたことを怒られると思ってるのか？　そういうの全く無いから安心していいぞ」

「こ、殺さないでくださ……え、そうなんですか……？」

　てっきり仕置きで普通に殺されると思っていたのか、彼女は呆あつ気けに取られていた。

「そもそもお前が言うなって話だろ。俺に関して言えば人間なのに魔族の王だし。別にお前がハーフだろうと何だろうと自由に好きに生きればいい。何せ俺自身が好きな事を勝手にやってるんだからな」

　個人の自由まで俺に縛る権利は無い。というか正直どうでもいいので、魔族が魔族に仇あだ為なそうが好きにすればいい。その後どうなるかは知らんけどな。

「あ、ありがとう……ございます」

「あー、礼とかいらんいらん。むしろ突き放してるだけだからな、これ」

　自分の予見していた展開と違っていたのか、彼女は驚いたようでいて安心したような笑みを浮かべていた。あろうことか俺に礼まで言うとは、よく出来た娘だ。

「それで、あの……今、何が起きているんですか？」

　怯おびえが消えて、適度な会話をして頭が落ち着いたのかアレアは再度問いを投げる。

　もう無駄に取り乱していないところを見ると、それなりに聡さとい少女なのだろう。

「全部説明するから一旦座れ。セレスの淹いれた茶は美味うまいぞ？」

「お茶請けも用意してあります。ゆったりとお話ししましょう」

　彼女は大事な大事な『お客様人質』。丁重におもてなしするのが道理というものだ。

　取れる選択肢は一つだけ。戸惑いながらも彼女は俺とセレスの前に座った。







「──という訳だから、そいつのこと教えてくれるか？」

「教える訳無いでしょう……!?　絶対に許しません……!!」

　彼女はキレていた。教えて欲しいと言われたので教えたらこれだ。実に勝手である。

　猫特有の鋭い爪を擁した手は俺に届くギリギリで止まっていた。あまり戦闘が得意ではなさそうな少女の攻撃でさえこれだ、自分の弱さに誇りが持ててしまう。

「馬鹿正直に全て事実を話すからこうなるんです」

　セレスは溜ため息いきを吐きながら机に零こぼれたお茶やお菓子の残ざん骸がいを片付けていく。

　鬼族を煽せん動どうして彼等の拠点を襲わせたこと、狙って彼女を攫さらわせたこと。それら全ては隠しておくべきでもない事実だ。どうせ噓を吐いたところで意味も無い。

「快く教えるべきだと思うけど」

「嫌です!!　今すぐ皆みんなを助けに行かないと……」

　こんなところで茶をしばいている場合ではないと気付いた彼女は、すぐさま部屋の出口へと向かう。横開きの襖ふすまに手をかけるが、それは全く動かなかった。

「そんな……」

「一応人質であるお前を、敢あえて拘束してない理由とか考えたことなかった？」

　拘束していないのではなく、拘束する必要が無いからという答えが用意されている。

　現在この部屋はセレスの結界によって外からの一方通行となっている。襖の前でいくら暴れようと外に出ることは出来ない。

「……交換条件、ですか？」

「話が早くて助かる。いくつか質問に答えてくれるだけで良いからさ」

　図らずも怪しい勧誘のようになってしまった。騙だましてデビューとかさせる気は無い。

　出るのは無理と諦あきらめた彼女は、この場で最も外に出られる確率の高そうな手をすぐさま選び取った。判断が早く、振る舞いも最初とは違い堂々としている。

　だが、その奥には不安と怒りが渦巻いているのがよく分かる、尻尾が立ってるからな。

　和やかにお茶を飲みかわす雰囲気でもなくなってしまった。ここからは言葉の一つ一つが重要になってくる。

「そんじゃ一つ目。鬼を殺したそいつは、どんな性格をしてるんだ？」

「え、つ、強さとかじゃなくて性格、ですか……？」

「あぁ、それはどうでもいい。どんな奴なのかを知りたいんだよ」

　鬼を殺せるのであればどうせ強い。然らば能力などはある程度の予想はついてくる。

　聞きたいのは、彼の人柄。彼にとってのヒロインである彼女からそれを聞きたかった。

「……シェリドールさんは、ハーフである為に中途半端の紛い物と蔑さげすまれていた私に、全く違う考え方を教えてくれたんです。『俺も同じ半人半魔だが、どちらの力も持っていると考えている。だからお前もそう思うようにすればいい』って……」

　ぽつぽつと語り始めたのは、彼に自分が救われたという話。ハーフは中途半端な紛い物ではなく、むしろどちらの性質も持っている希少な存在だと教えられた。

「とても優しい人なんです。もし誰かが困っていたら、自分が損をすると分かっていてもそれを絶対に放ってはおかなくて……。楽に生きたい、が口癖なんですけど、結局自分じゃなくて他の誰かの幸せを願ってしまうような……そんな人です」

「めっちゃいい奴かよ。泣けてくるな」

　話している途中から彼女の頰がずっと赤くなっていたのは一旦置いておくとして。

　まだ見ぬ彼は、どうやらどうしようもないぐらいのお人ひと好よしであるようだった。

　なんだかんだ言っても性根が善人であること。それは主人公にとって必要な素養だ。

「ありがとう。よく分かったわ」

「え、も、もういいんですか……？」

「まだあるのかよ。別にいいよ話しても」

　最初話すのを渋っていた割りには随分とノリノリではないか、この猫耳娘。

　しかし気持ちも分かる。自分の好きなものの話はたくさんしたいもんな。

　ただその後にされた話は大体同じような話だったのでよく覚えていない。

「──んじゃ、二つ目。そいつの見た目はどんな感じ？　かっこいい？」

「か、かっこいいかと言われれば、そうですけど……」

「魔王様、今悲しくはありませんか？」

「空しい……」

　悲しいというよりかは虚無。いっそこの世界から消えてなくなりたい。

「白髪で、身体の右半分にだけ魔族の要素が出てるんです。初めて見る人には、少しだけ怖い印象を与えてしまうかもしれませんが……そんなこと全く無いんです」

「そういう感じか。厨ちゆう二に病の権化だな」

　そうは言ったものの多分それカッコいいんだろうな。俺もゲームとかだと魔族の要素入ってるキャラ大好きだったし。正直羨うらやましい。

「そういえば、ま、魔王様には魔族の要素は全くありませんね……」

「ほっとけ!!　いいんだよ俺はこれで!!」

　口にこそされなかったが、彼の方が魔王っぽくない？　みたいなニュアンスを感じた。

　分かってるよ。分かってるさ、俺が魔王っぽくないことなど皆が承知の話だ。

「やはり格好だけでもそれらしくしておきますか？」

「あー、俺もそろそろ魔王っぽく黒いマントとか着込むか」

「……すみません、少し笑ってきます」

「せめてここで笑え」

　魔王っぽくない奴が魔王っぽい格好するとどうなるか。完全にギャグである。

　何事も自然体が一番。自分に似合う格好をするのが得策だ。

「取り敢えず甚平はやめだ。いつもの魔王スタイルで」

「はい。私もいつもの姿に戻りましょう」

　とはいえ今の和装よりかはいつもの格好の方が安心できる。俺だけではなく、セレスも魔女の格好をしている方がなんとなく説得力が増すからな。

「こ、ここで着替えるんですか!?」

　ごく当たり前に下着姿を晒さらした俺達に対して、彼女は真っ赤になりながら目を覆い隠す。

「……これだこれ。こういう反応が魔王城にも欲しい」

「粗末な物見せつけるのは止めてください」

「そういうんじゃなくてね？」

　局部を隠せっていう結果は同じだが、言い方ってあると思うんだ。

　というかお前のも他のに比べたら貧相だよと言いたい。絶対聞かれてるけど。

「んで、お前はそいつの見た目に惚ほれたのか？」

　いそいそとベルトを締めながら俺は率直な疑問を述べる。

　問われた少女は思いがけないその言葉に、戻りかけていた頰をまた紅潮させた。

「惚れっ……!?　……。見た目……というよりも、その……」

　彼女が彼に惚れている、という前提で聞いた質問だったが否定はされなかった。

「……私と同じ半人半魔なのに、自分に自信を持って堂々と振る舞い続ける……。シェリドールさんのそんなところを私は……凄すごく尊敬しています」

「なるほど、ね」

　これは思っていたよりもいい質問だったかもしれない。自分と同じ存在に抱く一種の憧あこがれのようなもの。それが恋慕に変わったとしても何ら不思議な話ではないだろう。

「それじゃ、三つ目。そいつはどうやってこの世界に来た？」

「……？　質問の意味が、よく……」

「そうか……」

　彼女は戸惑っていた。前二つと大きく内容が変わっていた事、そして質問の意味と意図が全く分からないことが主な原因だ。

　正直に言えばそれは分かっていて欲しかった。が、勝手な期待は厳禁だ。

　そうであろうとなかろうと結果は何も変わらない。これは俺のエゴだ。

「答えてくれてありがとう。これが最後の質問だ」

　聞きたいことは全て聞けた。良い話だったし、これこそ求められているものなのだろう。

　最後の質問は、そんな分かり切ったことを様式美的に聞くだけのもの。

「そいつは、お前を助けに来るか？」

「!!　来ます。シェリドールさんは、絶対に……!!」

「いい答えだ」

　その瞬間、大きな音と共にこの部屋への唯一の扉が勢いよく開かれた。

　そこに立っていたのは、黒いローブを纏まとった白髪の男。彼女の言う通り、右半身だけに魔族の特徴が表れている彼の顔は、怒気と不安を織り交ぜたような色で塗られていた。







「アレア!!」

「シェリドールさん!!」

　感動の再会。囚とらわれの姫君を救いに来るヒーローの姿はいつ見てもかっこいい。

　こうなればもう人質の意味は薄い。さっさと解放するのが吉だろう。

　すぐさま彼女は彼の下へと走っていき、彼もまた彼女を体でいっぱいに受け止める。

「シェリドールさん、ごめんなさい……私……私……!!」

「いい、それ以上言うな。お前を守れなかった俺の落ち度だ」

　泣きじゃくる彼女を優しく撫なでながら、彼なりの優しい言葉をかける。

　気丈に振る舞ってはいたが、心の内ではやはり怖かったのだろう。申し訳ない。

「なんかいいよね、ああいうの」

「どの口がほざいてるんですか」

　主人公とヒロインの一幕を見て素直に感動していたら咎とがめられた。

　俺はちゃぶ台に頰ほお杖づえを突きながらそれを見ており、セレスは呆あきれがちにお茶を一口啜すする。

　つまり俺達は蚊帳かやの外なのである。完全に自分達の世界に入っているので暫しばらく静観だ。

「シェリドールさん、村の皆は……」

「……。大丈夫だ、心配しなくていい」

「そう……ですか」

　彼はやはり、彼女に聞いていた通りに優しい人間のようだった。

　鬼の襲撃があってから既に半日以上は経っていることは、彼女も知っている。

　そんなはずはないと思いながら、彼女は彼の優しい噓を信じていく。

「一人にしてしまってすまなかった……もう、手は離さない」

「はいっ……シェリドールさん……!!」

　かつて半人半魔の少女は、誰からも愛されなかった。

　中途半端の紛い物と蔑まれ、どちらにも属せずに自分の居場所を見失っていた。

　しかし、奇くしくも運命は変わった。彼女と同じ半人半魔の青年は誰よりも強く気高く。誰よりも彼女の理解者でいてくれた。それがゲームの世界での、偽りの存在だとしても。

　中途半端の紛い物ではなく、自分達の姿に誇りを持てるただ一つの存在として。自分達にしか分からない気持ちを胸に秘めて、前を向いて生きていく。

「──って感じか。綺き麗れいで良い筋書きじゃん？」

「実に感動的ですね。思わず込み上げてくるものがあります」

　転生者のいるところにドラマあり。手て筈はず通り進めば問題無くハッピーエンドだ。

「勿もち論ろん……このまま終われば、だけどな」

「……アレア。俺の後ろに」

「はい……」

　さて。先程も説明したが、この部屋は外から内への一方通行になっている。

　それは転生者であっても例外ではない。本当にうちの相方優秀過ぎて震えますよ。

　半人半魔の二人と人間の姿の二人。これじゃ立場が完全に逆だ。混乱してしまう。

「何が目的で村を襲ってアレアを攫さらった……!?　その格好、転生者だろう……!?」

「あ、そうか。多分同じ世界出身か。今どうなってんだろうなー、あっちは」

「はぐらかすな。答えろ!!」

　いつも通りの魔王スタイルのお陰で説明する手間が省けた。この世界でこんなアホみたいな格好してるのもこういう合理的な理由があったりする。今考えた。

　俺の素直な疑問に彼は不快感を露わにする。普通に気になったから教えて欲しかった。

「目的、っていうんならこの時点で九割は達成してるんだけどな」

「……。一体何者なんだ、お前は……まるで意味が分からない」

「あぁ、俺のステータスが見えないのが不安か？」

「!?」

　ステータス看破は他者への干渉。対抗手段の無い俺のステータスは本来であれば、確定で成功判定が出て俺の何もかもが筒抜けになる。そう、それ故に反転して看破されない。

「そうだよなぁ、そうやっていつもズルしてきたんだし」

　相手が何者か、どういう能力を持っているのかが分かっているというのは相当のヌルゲーだっただろうに。だからこそ、彼はこの世界はゲームだと思い込んでいた訳だが。

　図星を突かれた彼は言葉を詰まらせる。隣の少女は困惑した表情を浮かべている。

「ご安心を。私達が一連の出来事の首謀者で間違いありませんよ」

　そしてセレスの方も当然のようにその不正な干渉を弾はじいていた。

　ご丁寧に俺達が何者なのかも説明してくれた。それではこちらも畳みかけようか。

「そもそもそっちが先に俺の配下に手を出したと思うんだけどな～」

「……あのまま放置していれば村が襲われる危険性があった。それは見過ごせない」

「起こってもいないことを根拠にするのか。それじゃ魔女裁判だろ」

　確かに鬼達はあの村の近くを狩場にしていた。何故かと言えば、あそこは近場の大きな町へ向かう為に冒険者や行商がよく通る場所だったからだ。

　そりゃ未知の危険は怖いだろうし、被害が出てからでは遅いという意見も勿論分かる。

　だからそれを責めたりはしない。先に手を出したのがそちらという結果が残されただけ。

「魔女裁判とは？　私が裁くのであればやりたいですね」

「やべっ、本物の魔女いたわ。ごめん、裁かれる側」

「またまた、ご冗談を。……冗談ですよね？」

「冗談だからその魔力抑えよう」

　そういえば魔女裁判って俺の元いた世界発祥の言葉だったか。

　この世界の魔女って強過ぎて裁判かけるまでもないからね。怖いからね。

「とにかく、今回の件は真っ当な報復であり復ふく讐しゆうなんだわ。甘んじて受け入れてくれ」

　いつもは来てほしいが為に、あらゆる手を尽くして彼等を上手うまく釣っている。

　しかし今回は、あっちから事を為なしてくれた。そのお陰か、観測から対面までにかかる時間の最速記録が出てしまった。倒す理由付けも完かん璧ぺきで言うことなし。

「ゲームキャラに転生した一般人が犯しがちなミスだよな。この世界がどうしようもないリアルだってことを忘れちゃう。魔族だって、この世界にちゃあんと生きてるのにな」

「そんなこと……ッ」

　ごくごく当たり前のことを大仰な動作で彼に告げる。そんなこと分かっているとでも言いたげな彼の表情は実にいい。だって、痛みと共に分からされたんだもんな。

「よく、分かりません……。魔王様が、何をしたいのか……」

　この空間で唯一、完全に置いてきぼりだったアレアが戸惑いがちに問うてくる。

　俺達の言葉の何も分かりはしなかっただろう。それはそうだとも、この会話は彼が違う世界から転生している、という前提で進められているのだから。

「えー、そうだなぁ。まず彼は元々は俺と同じ人間でこの世界にはいなかった──」

「やめろ、必要の無いことをアレアに吹き込むな……!!」

「──やっぱり、優しくお人ひと好よしの良い奴だったか。素晴らしいね、愛情って」

　それを告げていなかったのは彼の優しさだ。彼が本当の半人半魔でない事実は、彼女にとっては全く朗報ではない。むしろ大事なものを崩してしまう暴力だろう。

「……それは、なんとなく分かっていました。シェリドールさんは、私達とはどこか違う存在なんだろうな、っていうのは……」

「!!　アレア……」

　しかし、当の彼女から返ってきた答えは少しだけ意外だった。

　その事実に絶望するでもなく、なんとなく察してはいたと。

「そうだとしても……私はシェリドールさんに救われました。命を、そして自分の存在意義を……。だから、シェリドールさんが住んでいた世界が違っていても、本当の半人半魔じゃなくても、私には何も関係ありません!!」

　彼女は力強く、自分の主張を曲げなかった。彼が本当は何者かという事よりも、彼自身に救われたその事実こそが、自分を立たせてくれる希望だった。

「……アレア。すまない。そして、ありがとう……」

「いいえ。どっちも私の台詞せりふですよ、シェリドールさん……」

　そして二人は見つめ合いながらもう一度熱い抱擁を交わす。

　仮に偽りであっても彼女は救われていた。それをどうこう言う権利は誰にも無い。

「……いや、確かにいい話だけどさ。俺らからしたらお前ら疑いも無く仇かたきなんだよ」

　腹の足しにもならない茶番を見せつけられて俺は少しだけ苛いらついていた。

　何度も言うが鬼族と魔王城は友好的な関係を築いている。魔族にも人間にも絶対的な肩入れなどしないが、それが知り合いであればまた話は別だ。

「鬼を殺すことと、人間を殺すこと。一体何が違うんだ？　お前は俺達からしたら紛れもなく意味の無い殺人者であって、こうなるのも当たり前の話だと思うが」

「分かっている……。だが、そうであっても俺の身内を襲ったお前もまた許されない!!」

　俺が許されない、というのは報復を仕掛けた事実についてだろうか。全くくだらない。

「もし俺が許されないのなら、お前はもっと許されざる存在だよなぁ？」

「そもそも貴方あなたはどの立場でものを言っているのですか？　一連の出来事は貴方が引き起こした事態であり、今の貴方のやることなすことは全て茶番にしか見えません」

「でも、お前にも復讐する権利がある。そして復讐を止める権利は誰も持ってない」

「だから見せてください。貴方がどういう人間なのかを最後まで」

　いつもは魔王として、平和を望む彼等の前に最後の障害として立ちはだかり。

　この前は片手間で異変を解決する冒険者へのイレギュラーとして立ちはだかった。

　そして今日は。今朝方聞いた話から今に至るまでが早すぎて正直何も準備出来てないので、復讐者を迎え入れる復讐者という訳分からない構図でやってみようか。

「……お前を放っておけばどうなる？」

「んー、同じことをまたやるかもしれないし、やらないかもしれない。そこはお前の判断に任せるよ、そういうの得意だろ？」

　何度も言うが事の発端は、彼の浅い認識による判断から始まった。

　であれば、その質問にも是非自分で考えて答えを出してほしかった。

「その人を食ったような態度……嫌いだった上司に似てるんだよ……!!」

「崩れてきた崩れてきた。ゲーマーに加えて社畜でもあったのか、まさにテンプレって感じで俺は好きだよ」

　そこで俺はようやく座布団に下ろしていた重い腰を上げる。目の前の彼は、俺の態度の一つ一つが気に食わないらしく、目に見えて不快感を露出させていた。

　半人半魔の見た目と能力を貰もらっても、中身が一般人のままなのは変わらない。

　その自覚もあったことだろう。その気持ちはよく分かる、だって俺もこの世界では彼と同じような立場にいる、彼と同じ転生者なのだから。

「お前は本気で叩たたき潰つぶす。アレアや他の誰かが損を被らない為にな」

　彼の持ち得る全ての力をもって俺を倒しにかかっているのがよく分かった。

　ゲームの世界の能力はゲームの世界で使われることを前提としている。それを現実世界に持ち込んでしまえば、チートによるアカウント停止待ったなしだろうに。

「スキル『神リをアもラ滅イぼズす・歴ル戦イのン武具達ウエポン』」

　彼の詠唱で、周りにありとあらゆる武器が展開される。光も闇も何もかも全て、文字通り滅びを与えるための武器が、全て俺達に向けられていた。

　剣に槍やりに斧おの、弓に銃と何でもある。それら全てが伝説上の武器に相違なく、一つ一つが魔族の軍勢を相手取っても全く問題無いような異常な代物だった。

「どう、セレス。お前なら勝てそう？　俺は震えてる」

「正直にお答えしますと、恐らくですが相討ちが精一杯かと」

「チートはこっちにもいたってことね」

　相も変わらず俺は恵まれていることを再確認しながら、彼の怒りを受け入れる。

　隣に佇たたずむ猫耳の少女も同様に、魔王とその側近である俺達に向かってくることを決意した表情を浮かべていた。その判断も行動も勿論のこと尊重しよう。

「転生しても、強い力を得ても、結局何も変わらないよな」

　俺がそうだったように。人は転生した程度じゃ何も変わらない。驚くぐらいにな。

「何も変わらなくても、お前のように悪趣味なことに興じるよりはマシだ……!!」

「ははっ、違いないわ。だから、本気で俺の事を殺してくれよな」

　そうして俺とセレスに飛んできたありとあらゆる武器。紛れもなく俺達を殺す為のそれを、俺は最後まで見ることは出来なかった。普通に怖かったからだ。

　これが俺のやり口。これだけが俺の生きがいってことを覚えておいてくれると嬉うれしいな。





[image: ]






　諸行は無常であり、同じような毎日が繰り返されるわけではない。

　例えば朝の目覚め一つとっても、全く同じ状況など起きはしないものだ。

　そして俺は今朝目が覚めると、今日もまた喉のど元もとに抜き身の刃やいばを突き付けられていた。

「え、もしかしてタイムリープしてる？」

　あまりにもデジャブじみた状況に新たな能力でも開花したかと疑ってしまう。

「起きたわね。さっさと身体も起こしなさい」

「やっぱ戻ってる!?　ってことは転生者ワンモアか!?」

「残念ですがちゃんと翌日です」

「なんだよ、ぬか喜びさせるな……あっ、マジでちょっと斬れそうだからやめて？」

　どうやら今日はちゃんと今日だったようで、悲しいことに新しい能力も開花しておらず、あの転生者をもう一度倒せる快感も味わえないらしい。

　とはいえ状況は似通っている。俺は自室に無断で入ってきた部下に暗殺されかけていて（またセレスは止めてくれなかった）、体を起こすことが全く出来ない。ただ一つ昨日と違う点を挙げるとすれば。

「もう面倒だからこのまま続けるわね」

「せめて遺言は言わせてくれよなぁ」

「その必要は無いわ。殺すつもりなんてないもの」

　なんとなく機嫌が良さそうだった。昨日は本当に手が付けられないぐらい不機嫌な態度を隠せていなかったが、今日のそれはどうにも言葉の節々が優しかった。

「魔王、一族の仇を取ってくれてありがとう。感謝してるわ」

　歯切れの悪さも全く無く、真っ直ぐ目を見て伝えられたその感謝の言葉。

　それに対して茶化すような精神は流石に持ち合わせていなかった。

「……お前らを利用し尽くして全部俺の為にやったことって分かってる上で言ってるのなら、甘んじて受け取るけど。そうじゃないならお門違いだから返上するぞ」

「分かってるに決まってるでしょ。何年の付き合いだと思ってるのよ」

　俺が魔王になった時からずっと四天王でいるオリアとは確かに短い付き合いではない。

　そうであるからこそ、その信頼を置いてるからこそやった今回の作戦。

「いい？　私は人間を下等種族としか思ってないけど、あんたのことはクズなダメ男ぐらいにしか思ってないから。安心しなさい」

　はにかみながらオリアは俺に突き付けていた刀を鞘さやに仕舞う。昨日の朝の機嫌の悪さからは想像もつかないぐらいの柔らかな笑顔で、思わず目を奪われてしまいそうになった。

　俺を人間としてではなく、クズなダメ男として見てくれるらしい。人間という大きな括くくりに囚とらわれず、俺個人をちゃんと見てくれているのがよく分かった。

「……いや、上司に言う台詞じゃないよな!!　危うく騙だまされるところだったわ!!」

「本当そういうところですよ」

　しかしその内容は聞き流せない。クズなダメ男に格下げされてて俺はちょっと悲しいよ。

「魔王って本当に馬鹿よね、セレス」

「えぇ、それはもう。稀き代たいの馬鹿と言い換えてもいいでしょう」

「弁わきまえるという言葉を教えてあげたい」

　もっとこう、目上に対する態度は改めた方がいいと思う。ここで報復しないのは、決して甘やかしているからとかではなくて、俺にその力が無いからだよ。

「セレスー!!　言われたもの持ってきたぞー!!」

　俺が部下二人に馬鹿にされた直後、扉をぶっ壊すどころか周辺の壁も破壊しながらテオが自室に入ってきた。破片が直撃しそうだったのでやっぱり俺は運が悪いのだと思う。

「ありがとうございます、テオさん。今日のおやつは豪華にしましょうね」

「本当!?　やったー!!」

　どうやらテオはセレスの指示で動いていたようで、テオは少しかがんでセレスに頭を撫なでられると嬉しそうな笑顔とほわほわな雰囲気を辺りに咲かせる。

「ねぇ、魔王。テオが持ってきたこれって……」

「いや今回マジで俺知らない。何で当然のように棺かん桶おけ三つが俺の部屋に輸送されてるの？」

　その雰囲気に似つかわしくない物をテオは持っていた。鎖に繫つながれた棺桶だ。

　俺が指示したことでは無いので詳細は分からない。が、もうある程度の予想は付いた。

「先の転生者に殺された鬼の皆さんですが、何とか蘇そ生せいさせてみました。目覚めるのにはもう少し時間がかかると思いますが、直に全快しますよ」

「もうゲームじゃん。前言撤回する羽目になっちゃったよ」

　今回の騒動……いや敢あえてイベントと言っておくか。それの発端となった鬼族達の死だったのだが、呆あつ気けなくセレスが無かったことにしていた。どうやら俺にも秘密でテオに回収をお願いしていたらしい。言ってくれ、事前にそういうことは。

「……噓じゃ無いわよね、セレス？」

「えぇ、勿もち論ろん。まず鬼族の力の源である角が残っていたこと、そして彼等を殺した転生者に魔族の要素があったこと。そうでなければ流石の私でも蘇生は不可能でしたね」

「あー盲点だった。魔の要素を持つ者同士だと魂までは壊れないんだよな」

　魔族同士の殺し合い。仕組みとかよく分からないけど、人間の時とは違って生物の根幹を成す魂までは壊すことは出来ないのだとか。肉体は死ぬから当然死ぬんだけどさ。

「!!　それじゃあ、さっきの魔王への礼は撤回するわね!!　ありがとうセレス!!」

「おい!!　俺は一度受け取ったものは返さない主義だ!!　返せ!!」

「ふふっ……どういたしまして」

　俺の発言は無視してオリアはその三つの棺桶を持って最速で部屋を出ていった。大方鬼族に彼等の生存を伝えにでも行ったのだろう。あの速度だと中でもう一度死にそうだ。

「オリア嬉しそうだったな!!　何があったんだ!?」

「仲間を殺されて怒ったオリア達のストレス解消を促して、俺はそれの首謀者として転生者を返り討ちにした。本当にそれだけの話だよ」

　鬼を殺した彼は鬼族からすれば完全な悪役であり、俺はその悪役に対して正当な報復を仕掛けるように鬼族の気持ちを煽あおる。下手に施しを与えるよりも、下手に強制をさせるよりも。自らの意思がある選択肢を取らせた方が絶対にいいというのが俺の持論。

　結果的に行われた報復がまた彼の報復を呼び、わざわざ人質を取った俺にそれを向けさせる、という単純明快なヘイトの誘導。

　鬼は全ての責任を煽せん動どうした俺に押し付けてもいいし、そうしなくてもいい。そして敵は実行犯である鬼の裏にいる、大事な存在を攫さらった首謀者に強烈な憎しみと怒りを向ける。

　決して綺き麗れいではないが、即興にしては悪くない筋書きだったのではなかろうか。

「んー、よく分かんないや!!　でも皆みんなが嬉しそうだから、あたしも嬉しい!!」

「何回俺の涙るい腺せん崩壊させれば気が済むの、テオたん」

　最終的には理想通り、俺の味方は全員得をする結果に終わった。最後の蘇生に俺の財布からどれぐらい持っていかれるかは分からないが、総合的にはプラスだろう。

「結局魔王様は特に不利益も無く一つの物語を破は綻たんさせましたね。最低です」

「お前それが一番の狙いだな!?　クソッ、円満だと思ったのに!!」

「それぐらいが魔王様には丁度いいですよ」

　すまし顔で告げるセレスを精一杯睨にらみつけるも、当然彼女はノーダメージ。一回ぐらいシバき倒したいが、蘇生は普通に嬉しかったので帳消しにすることにする。

　何もかも全て上手うまくいくわけがない。数々の魔族を統べる魔王であっても、かつての昔に転生してきた転生者であっても、どこまでいっても俺は俺なのだから。

　頭を振り絞って、必死に取り繕って。死の恐怖をベットして快楽を得る。

　こんなものいつかは破綻する。だが楽しみはそれぐらいの方が絶対気持ちがいい。

「というか今回普通にキャパオーバーだったわ。暫しばらく休みたい」

「おつかれなら温泉が一番だぞ!!」

「いい提案ですね。社員旅行という形で行くのもいいかもしれません」

　では次の転生者が現れるまで小休止ということで。本来はこんなに短いスパンで来るものでは無いので、少しばかりの箸はし休やすめも必要というものだろう。

　次はもっとらしい転生者が来るといいよね、って思いながら気長に待つことにするよ。







[image: 四章]





　かつての世界で自分が何をしていたのかということをまずは最初に整理したいと思う。

　幼少の頃から魔術が好きだった。魔術とは魔力を介して行う奇き蹟せき……と一口に簡単に説明出来るものでは無いが、一般の認知で言えばそれぐらいのものだろう。

　とにかく自分はそれに没頭した。暇さえあれば魔術の研究に没頭し、学園で教わるような魔術から、昔に使われたものや最新のものまで全てを知ろうとしていた。

　最初は単純に魔術そのものが好きだった。自分に出来ないことが魔術によって出来るようになることがただ嬉しくて、そんな魔術にのめり込んでいた。

　そして心身ともに成熟した頃にはもう知らない魔術は無くなっていた。そこまでに至ると、自分が考案した魔術でさえも大衆に広がっていった。

　日常生活で使える物、戦闘において有用な物……それこそ全てを魔術で補えるようになったそんな時期には、気付けば『魔術王』などという大層な異名が付けられていた。

　魔術とは人には成し得ないことを可能にする力。それはすなわち、極めれば極める程に強くなっていく代物でありながら、無限の可能性を秘めている奇蹟。

『魔術王』と呼ばれるようになった経緯のもう一つは、数多あまたの魔術を世に広めただけでなく、その魔術によって段々と強くなっていく自分がいたからだ。

　凶悪な魔物の討伐、当時属していた国の戦争への介入、異世界からの侵略者の排除など、枚挙に暇いとまが無い程の経験を重ねた結果、俺はその世界の誰よりも強くなっていた。

　数多の魔術を使いこなし、一人で万の軍勢を相手に出来る最強の魔術王。

　故に孤独だった。並び立つ者は一人もおらず、利用しようという人間はいたが、真に自分に寄り添ってくれるような存在はいなかった。

　誰もが俺を称賛した。誰もが俺には白旗を掲げて、敵も一人もいなかった。

『……足りない。こんなんじゃ、俺の求める本当の強さには……!!』

　しかし、やればやるほど気付いてしまうことがある。魔術を極めて極めて極め続けて、自らの内が見えてくると分かってしまったことがあった。

　自分は天才でも何でもなく、結局凡人だということに気付かされてしまった。

　天から才覚を賜った人間は、強さというものに全く底が見えない。

　俺には見えてしまった。魔術を極め、戦場を渡って自らの限界点が見えた。

　高過ぎる理想だけが残された。そこまで登り詰める梯子はしごがそもそも存在していなかった。

　そうして行き着いた思想。今の自分で理想に辿たどり着けないのであれば。

『こことは全く違う世界に転生すれば』

　今ある全ての技術と知識を持って、違う世界で新しい自分に生まれ変わる。

　転生魔術。考案したはいいものの使い道が思いつかなかった魔術だった。

　可能性の無い自分に見切りを付けて、可能性のある選択肢を選び取る。

　かつての世界で俺がやったことはそれぐらいのもの。迷うことはなかった。

「──名前はアレンディア。アレンディアよ」

　そして俺は違う世界に生まれ直した。新しい名前はアレンディア。

　両親は魔術適性の高い種族であろうエルフと人間で、ここまで完かん璧ぺきだった。

　赤子の時代は然さ程ほどすることがない。自らの意思で立ち上がれるようになってからが本番だ。

　かつての自分以上の自分になれるかどうか。それだけが早く知りたかった。










　生まれ直した世界の名前はイグラリア。元居た世界と似たような価値観の世界だ。

　結果から言えばアレンディアとなった自分は、少なくともかつての自分以上の才能を持っていることは間違いなかった。

　身体能力、魔法適性、魔力量、どれを取っても全てが上回っている。それが判明した時にはつい小躍りしてしまったぐらいだった。

　この世界では魔術の事を魔法と言うらしい。とはいえ呼び方が違うだけで、根本的な部分は同じであり、魔力を介して行使するのは変わっていなかった。

「──今日で十七歳。約束通り、森を出るよ父さん母さん」

　メサイア地方という地域のとある森の中にある、湖の近くの墓石の前。

　二つ並んだ墓石の前にそれぞれ違った種類の花を供えて、俺はそう呟つぶやいた。

　エルフであった母親が亡くなったのが今から五年前。そもそもエルフという種族は人間との結婚が許されてはおらず、掟おきてを破った罰として処刑されてしまった。

　魔法使いの人間であった父親が亡くなったのが三年前。最愛の妻を亡くしてからというもの、心労が祟たたりり病死してしまった。あまりにも呆あつ気け無なかった。

　二人共、息子である自分に無償の愛情を向けてくれていた。そして俺も、産んでくれたこと、育ててくれたことに恩義を感じている。仲も決して険悪では無かった。

　そして彼等との約束があった。心身共に成長したと言われる十七歳までは森の中から出ないこと。これは過保護とかそういうことではなく、明確な理由があった。

「……未いまだに慣れないな。気に入ってはいるけど」

　湖の水面に映っている自分の姿。顔立ちは普遍的な人間の顔であるが、耳はエルフの特徴的な尖とがっている耳を受け継いでいた。また、金色の髪も母親譲りだった。

　母親が亡くなった理由でもある、この世界の異種族間の溝は思っている以上に深い。エルフと人間の混血であることは、少なくとも利点になることはほぼ無かった。

　だからこそ、成長し切ってからでないと森を出てはいけないという教えを遺言として残されていた。俺が転生してきたことを知らない彼等の精一杯の愛だった。

「たまには墓参りに帰ってくる。色々教えてくれてありがとう」

　最後に墓に不可侵の結界を張って、両親に軽く挨あい拶さつをしてから前を見据えた。

　両親にはこの世界のこと、エルフ特有の戦闘技術や魔法の基礎を教えてもらった。

　だからこそ楽しみだった。この世界には、俺の知らないことがたくさんある。

　少々時間はかかってしまったが、準備期間と考えれば貴重な時間だ。

　この十七年間で昔の自分はとうに超えていた。だが、欲は溢あふれて止まるところを知らない。

　まだ足りない。自分の理想とする最強にはまだまだ足りていない。それを探す旅だ。

　広い世界を見て回って、自分の強さというものを更に高めるための何かを見つけていく。

　長く住んだ森に別れを告げて、俺はアレンディアとして最初の一歩を踏み出した。










　森を出てから一か月ほど過ぎた。今のところ特に強くなるための収穫は無く、ただ世界を当ても無く放浪しているのが現状だった。

　この世界にも当然魔物がいて、適当に見かけた魔族を狩って近くの街や村で素材を買ってもらっているので金には困ってはいないのがまだ救いか。

　思っていたよりもこの世界は広かった。魔法で地図を作製しながら旅を続けていると、自分の育った森が如何いかに小さな世界だったかを思い知らされる。

「今日はやけに魔物が多いな……」

　今はというと、現在地から一番近い街へ向かうために夜の山を越えているところだった。

　ここら一帯は魔物の溜たまり場になっているのか、襲ってくる魔物がやけに多かった。

　とはいえ労する程の魔物には遭遇していないので、特に疲労感は無いがただただ面倒だった。この程度の相手では得るものなど一つも無い。

「──!!　この気配……」

　暫くそうして進んでいると、何か大きな物の気配を感じた。魔力による簡易的な気配感知だが、久しく相手していないような凶悪な魔物の気配に酷似していた。

　自分に比肩する相手である可能性がゼロではない、ということですぐにその気配の方向に向かう。手っ取り早く強くなったという実感を得るには、強敵と戦うのが一番だからだ。

　辿り着いたのは山の中腹にあった大きな洞穴。暗いが広大な空間があり、魔物と誰かが戦闘しているのか、中では鈍く大きな音が響いていた。

　光魔法で光源を確保しながら、すぐさま音の出所へ向かう。

「うぐ……。私は……負けな……い……」

　そして俺の目が捉とらえたのは、巨大な蛇の魔物と相対しているたった一人の少女。

　しかし、誰がどう見ても少女は既にボロボロであり立っているのが精一杯というような様相だった。それを見た大蛇はとどめと言わんばかりに彼女に尻尾しつぽを振り下ろす。

「ッ!?」

　少女は避けようと身体を動かそうとするが、足がもつれてその場で転んだ。

　しかし少女は迫っている死から全く目を逸らさずに、最後まで大蛇を睨みつけていた。

「──死んで、ない……何で……？」

　今にも即死の一撃が彼女に当たるというその瞬間に、俺が割って入った。間一髪のところで魔力による防護壁を張って、それに触れた大蛇は吹っ飛ぶ。

「下がってろ。あいつは俺が片付ける」

　俺が張った防護壁は受けた攻撃をそのまま跳ね返す特性を持っているのだが、それをまともに喰くらってもまだ起き上がってくるあの大蛇は見所がある。

　何が効きそうか。炎でも氷でも雷でも、何かしら弱点はあるものだろう。

「面倒だ。全部撃ち込むか」

　一つ一つ試すのは煩わしい。ならば一遍に全て撃ち込めばどれかしら効くだろう。

　小手調べということで詠唱をすることもなく、七色の属性の槍やりを展開する。

　間髪を容いれずにそれを大蛇に全て撃ち込む。一つ喰らうごとに大蛇はとても不快な金切り声のようなものを上げて、暫しばらくするとピクリとも動かなくなった。

（この程度だったか……）

　これも耐えてくれたらまだいろいろ試す余地があったのだが、あまりにもあっさり終わってしまってどうにも肩透かしを食らったような気分に陥る。この洞穴の主だったようだし、もう少し苦戦すると踏んでいたのだが。

　確かに凶悪な魔物であったのは間違いなかった。だが、特に得るものは無かった。

「生きてるか？」

　よくあったことなので特に落胆することも無く、まずは少女の安否を確認する。

「あ……生きて、る……」

「そうか。少しじっとしていてくれ」

　地面に倒れ込んだまま、まだ起き上がれずにいたようだが、とにかく無事だったらしい。目の前で死なれるのは流石に寝覚めが悪いので少しばかり安心した。

　倒れ込んでいる少女に回復魔法をかける。回復魔法は自己再生力を強制的に促進させるものと、魔力をそのまま身体の再生に充てるものに大別される。前者は必要な魔力は少ないが対象の体力を大きく使い、後者は消費は多いが大怪我にはこちらが適切だった。

　この世界に転生してきたことによって俺の魔力はほぼ無尽蔵に近い所まで至っており、後者の魔法で大きく魔力を消費しても何ら問題は無かった。

「あり……がとう。助かった」

「流石に放っておくわけにもいかないからな」

　回復魔法が効いたのか、少女はゆっくりと立ち上がって俺に礼を言ってきた。

「私はイリーゼ。貴方あなたは？」

　そしてその流れで俺の目を真っ直ぐ見つめて自己紹介をしてきた。

　これは俺も名乗った方がいいのだろうか。あまりの目力に少し気け圧おされる。

「アレンディアだ。呼び方は何でもいい、好きに呼んでくれ」

　簡素な自己紹介を俺も返す。あまりしたことが無いのでぶっきらぼうになった気がする。

「じゃあ、アレン。助けてもらったからには私はお礼をしなければならない」

「……別にいい。見返りが欲しくてお前を助けた訳じゃない」

「そういう訳にもいかない。それだと私が納得しない」

　礼を断った俺に対してイリーゼと名乗った少女は、ブンブンと大きく首を振りながら更に俺の主張に対して拒否の姿勢を示す。

「だからいいって……」

「私はお礼をしなければ気が済まない。貴方がいなければ死んでいた」

　全く主張を曲げる気が無いイリーゼは、俺から一切目を逸らさなかった。

　それに対して俺は、何故か彼女から目を逸らしてしまっていた。

「はぁ……負けた」

「アレン？」

　ここまで頑固に来られたらもう負けを認めざるを得ない。このまま同じことを言い続けていてもずっと平行線になるのは目に見えていた。そういう意味での負けだ。

「あぁ、分かったよ……お礼してくれ」

「!!　ありがとう。取り敢あえずこの洞穴から出る」

　お礼をして欲しいと言うと、イリーゼは微笑を浮かべて大きく首を縦に振る。

　そしてすぐさま俺の手を取って、勝手に出口まで案内をしようとする。

「あ、おい!!」

　この短時間でもよく分かる。彼女は凄すさまじく押しが強くてあまり人の話を聞かない。

　もう文句を言うのも無駄だと悟った俺は、成されるがままに彼女の後を付いていった。










　一連の出来事があった前からもう夜になっていたので、今日は山の中で野宿をすることになった。魔物が近付かないように結界を張り、そこで火を起こす。

「なんだってあんなところにいたんだ」

「近くの村の人があの蛇の被害に遭っていると聞いた。放置出来なかった」

「それで死にかけてたら元も子もないだろ……」

　その場には当然のようにイリーゼもいた。お礼をしたいと言ってきた割りにはまだその具体的な内容は思いついていないようで、暫く一緒にいると言い出したのだ。

　正直に言えばあまり快くはないのだが、深夜も近いのに少女を一人放置していくというのも何とも良心が痛んでしまう。こんなのばかりだ。

「アレンは？」

「俺は……凶悪な魔物の気配がしたから倒しに行っただけだ」

「それであっさり倒せてしまうのは羨うらやましい」

　起こした火を囲んで他愛のない話をイリーゼとする。

　このように他人とゆったりと雑談をするのもなんだか久しぶりのことだった。

「アレンも旅を？」

「あぁ」

「何の為に？」

「……ぐいぐい来るな。今よりもっと強くなる為に、だ」

　矢継ぎ早に質問をしてくるイリーゼに俺は淡々と返答する。言葉以上に彼女の仕草の一つ一つから、俺に興味津々だということがよく分かってしまい、なかなか邪険には出来なかった。

　イリーゼと名乗った少女。薄紫色の髪を肩ぐらいの長さまで伸ばしており、最初は暗くてよく分からなかったが整った顔立ちをしている。しかしその表情が変わることはあまりなく、常に無表情を顔に貼り付けている。喋しやべり方もどこか言葉足らずのところがあって、印象で言えば機械のような少女……だと思っていた。

「あんなに強いのに？　必要が無さそう」

「こんなの俺の理想には程遠い」

「なるほど、そういうもの」

　ただ、喜怒哀楽に乏しいのかと言われればそうでもない。確かに表情こそ出にくいが、その時の雰囲気で感情がなんとなく分かる。付き合いが浅いのに不思議と分かった。

「私と同じ。私は勇者を目指して旅をしている」

「勇者？　この世界にも魔王っているのか」

「分からない。ただ、私は誰かの助けになれるような勇者になりたい」

　自らの理想を掲げるイリーゼはどこか嬉うれしそうだった。勇者を目指して一人旅をする少女というだけでも奇特なのだが、雰囲気も相まって特に異色だった。

　勇者といえば魔族の王である魔王を打ち倒す者。俺の元居た世界にもその概念があって、俺は魔王を倒したこともあるので、俺もそういう意味では勇者であるのかもしれない。

「……そうだ。礼を思いついた」

　そこでイリーゼは手をポンと叩たたいて、何かを思いついたような仕草を見せる。

　火を挟んで対面にいたイリーゼは座ったまま俺の隣まで移動してくる。

　そしてまた俺の手を取って、今日何回目かも分からない真っ直ぐな目線をぶつけてくる。

「アレンの旅に同行させてもらう」

「は？　いや、それは……」

「そこでアレンの助けになる。そして私も勇者になれる強さを探る」

　俺の手を握っていない手を高々と掲げて、決意を語るイリーゼ。

　勝手に話を進められても困る。イリーゼが俺の旅に同行する利点が俺には見当たらない。

「ちょっと待て。いいなんて一言も……」

「もう決めた。是が非でも付いていく」

「噓だろ……」

　全く俺の意見を聞かずにイリーゼは一人合点して、また元の位置に戻っていく。

　あまりにも有無を言わせない圧力に、俺はもう否定する気力も残っていなかった。

「じゃあ、おやすみ。また明日あした」

　そして満足したのか勝手に寝始める始末。流石に開いた口が塞ふさがらなかった。

　このままこの場所に放置してやろうかとも思ったが、また俺のなけなしの良心が流石にそれはどうなんだと咎とがめてくる。何よりも、計算尽くじゃなさそうなのが最も厄介だった。

（……なんだかんだ居心地いいとか思ってる自分がいやがる）

　前の世界から合わせても肉親以外との交流が薄かった俺にとって、赤の他人とここまですんなり打ち解けられたのは初めてだった。それも相まってか、この時点で既に彼女に対して情が沸いてしまっているのもまた事実。

「……おやすみ」

　少なくとも彼女は俺を色眼鏡で見てない。それが意外で心地が良かったのかもしれない。

　何年振りかのその言葉を呟つぶやいて、俺も仮眠を取ることにしたのだった。










　イリーゼが俺の旅に付いてくるようになってから約二週間が経った。

　結論から言ってしまえば、イリーゼを旅に同行させたのは半分失敗で半分成功だった。

　道中森の中を通ることもある。そういう場所はこういうことが起きやすい。

「──!!　あっちから微かすかに悲鳴が聞こえた。行こう」

「おい、イリーゼ!!　また勝手に……」

「放っておくわけにはいかない。早く」

「いい加減にしろ!!　お前は困っている人間を全員救うつもりか!?」

　一日に一回あるか無いかの出来事。やけに耳の良いイリーゼが悲鳴を聞きつける。

　助けに行こうと言う彼女に俺がこうやって反論すると決まってこう返してくる。

「ここで無視をしたら一生後悔する」

　そう言い残すとイリーゼは一人でもその場所に向かって走って行ってしまう。

　俺が少しでも足を止めれば、彼女はすぐに俺へ背を向ける。

「……分かってるんだよ!!　そんなことは!!」

　そしてそれを聞いた俺はイリーゼの背中を急いで追いかける。

　彼女は決して足は遅くないが、流石に男の俺の方が速いのですぐに追いつく。

「アレンもそう。絶対来る」

「今回だけだからな」

「それも毎回言っている」

　一緒に来てくれた俺に対して微笑を送るイリーゼ。このやり取りも毎度のことだ。

　かつて魔術王とまで呼ばれた俺が少女に振り回されている。しかし、不思議と悪い気分でも無かった。これが彼女の偽善であったのならそうもなったのかもしれないが。

「──!!」

「大丈夫。私が守るから安心して」

　案の定俺達が辿たどり着いた先には魔物に襲われている少女が二人。それを見るや否や、イリーゼは身を挺ていすかのようにその間に入り、背負っていた斧ふ槍そうを構える。

　全てが本気なのだ、彼女は。本気で目の前の誰かを助けようとしている。

（あの程度ならイリーゼに任せても問題無いな）

　二人組の少女を襲おうとしていた猪型の魔物はそこまで強くはない。なので俺はもしも何かあった時には助太刀出来るような位置で静観することに決めた。

「ふっ!!」

　身の丈程ある伸縮自在の斧槍を器用に扱いながら、イリーゼは魔物を追い詰めていく。

　彼女にはありとあらゆる武具を初見であっても使いこなせるという不思議な才能があり、その中でも得意だったのが使う人間の少ない斧槍だった。

　確かに練度が高い。俺も剣と弓の心得はあるが、あの手の得物は流石に上手うまく扱えない。

「──討伐完了。怪我は無い？」

　あっさりと踊るように討伐し、二人の少女にイリーゼは向き直る。

「ありがとう～休んでたところを急に襲われちゃって～」

「森の中だと戦った時に色々燃やしちゃうかもしれなかったから困ってたんだ!!　ありがとな!!」

　イリーゼに助けられた……のか微妙な感じの二人はイリーゼに素直に礼を言う。

　てっきり戦う力の無い人間が襲われていると思っていたが、どうやら違っていたようだ。

「助けになれたなら良かった」

　それでもイリーゼは誰かを助けられた事実が嬉しいのか、両手を広げて嬉しさを表現する。

　イリーゼのこれはいつものことなので、俺は少女二人を注視してみることにした。

「……お前ら、魔法使いか」

「!!　そうよ～どうして分かったのかしら～？」

「あたしが燃やす、とか言ったからか？　確かにあたし達は魔法使いだ」

　間延びしているような喋り方をしているのがピンク色の髪を長くしている方。

　男みたいな喋り方をしているのがピンク色の髪を短くまとめている方。

　そういう覚え方をした俺は、彼女達の格好というよりも魔力の循環具合を見ていた。

「綺き麗れいで質のいい魔力を持ってる。だから手練れの魔法使いと見た」

「嬉しいわ～。じゃあ、そういう貴方あなたも魔法使いなのかしら～？」

「あぁ。魔法使いというよりは……いや、これはいいか」

　危うく魔術王などという言葉を口走るところだった。前の世界では名乗るのに便利だったから使っていたが、この世界の俺は既に魔術王などではない。

「魔法使い……羨ましい」

　二人が魔法使い、と聞いたイリーゼは少しだけ頰を膨らませる。

　俺が魔法を使う人間だと言った時と同じ反応をしている。イリーゼが魔法使いに対してこのような反応をするのには明確な理由があった。

『私は、魔法が全く使えない』

　イリーゼがそう言ったのは旅を共にし始めてからすぐのこと。イリーゼは魔力はあるのに魔法適性が無く魔法の類いを一切使う事の出来ない特異体質であるようだった。

　普通の人間であれば魔法の適性が無いということはまず有り得ない。だからこそイリーゼには先程言ったような不思議な才能があるのかもしれなかった。

「というか!!　自己紹介してなかったな!!　あたしはレイラだ!!」

「私はエルザよ～レイラちゃんとは双子で私が姉なの～」

　レイラとエルザと名乗った少女二人。同じ髪の色だったので姉妹だとは思っていたが、双子だとは思っていなかった。よくよく見れば顔は確かによく似ている。

「私はイリーゼ、よろしく」

「アレンディアだ。アレンでいい」

　助けた相手とこうして自己紹介するのはいつもの事だったが、大抵はその場限りの付き合いになる。というよりも今までは全てそうだった。

「アレンも魔法使いなんだよな!?　ならあたし達と勝負しようぜ!!　消化不良なんだよ!!」

　握手を交わした後に、レイラがそんなことを言ってきた。普通であれば丁重にお断りする場面だったが、今回は少しばかり思うところが俺の中にあった。

「そうだな……確かにお前達の魔法は見てみたい」

「珍しい。いつもなら即断る場面」

　イリーゼも意外そうにしていた。流石に俺の事はもうなんとなく分かっているらしい。

「本当か!?　じゃあ、この森を抜けたらやろうぜ!!」

「本当にレイラちゃんは喧けん嘩かっ早ぱやいんだから～。じゃあ、一緒に行きましょ～」

　俺の返答を聞いたレイラは嬉しそうに飛び跳ねる。対照的にエルザはゆったりとした態度で森を出る為の先導を買って出てくれた。

　別に彼女達の為に快諾した訳ではない。これはこの世界の強い魔法を見られるいい機会だと思ったから、というのが大きな理由だった。










「──ふっざけんじゃねぇ!!　もう一回言ってみやがれ!?」

　森を抜けて周りに岩しかない場所まで辿り着き、彼女達との勝負を受け入れて決着が付いた後の事。レイラが身体に炎を纏まとわせながらキレていた。

「お前達の魔法は無駄が多い、効率も悪いし威力も全く足りてないと言った」

「あぁ!?　やっぱりあたし達のこと馬鹿にしてるな!?　余裕で勝ったからっていい気になってんじゃねぇぞ!!」

　原因は彼女達を負かした後に言った俺の言葉だった。つい漏れてしまった落胆の言葉だったのだが、どうやら聞こえてしまっていたらしい。

　そしてもう一度言ってみろと言われたので反はん芻すうしたらまたキレられた。

「『全てを燃やし尽くす爆炎よ、今我が手に来たりてその力を示せ』!!」

　怒り狂ったレイラが何かを呟きながら掌てのひらを上にかざすと、魔力が密度の高い爆炎の球へと変わり、それを思い切り俺に投げつけようとする。

「それは流石に駄目よ～レイラちゃん。一回落ち着きましょうね～？」

「エル姉!?　っても、ここまでコケにされたら黙ってられねぇよ!!」

　そこでエルザがレイラにかけていた強化の魔法を解くと、その魔力は急激に縮小する。つまり姉の支援があって初めてあの規模の魔法が扱える、ということだ。

　本来魔術というものは詠唱を必要としないものだ。最初こそ想像を形にする為に言葉にする必要があるが、彼女達ぐらい熟練した魔法使いならその必要は無い。

「──この程度なら一瞬で出来る」

　魔術であれば少量の魔力でも先程レイラが使おうとしていた魔法の再現が出来る。

「ッ!?　何でだよ……何で……!!」

　それを見たレイラは怒りに身を震わせる。自分達の実力に相当の自信があったのだろう。

「アレン、言い方が悪い。悪いのはレイラ達じゃない」

「……そうだったか？　すまん、気を遣ったつもりだった」

　彼女達の魔法を見てようやく確信に至れた。先程の言葉は彼女達を貶おとしめた訳ではなく、一つの事実としての言葉だったのだが、選び方を間違えたらしい。

「貴方一体何者なのかしら～？　なんとなくだけど、貴方の使う魔法と私達の使う魔法は根本的に違うような気がするのだけど～」

「ど、どういうことだよエル姉!?」

　姉であるエルザの方はやはり僅わずかばかりの違和感を得ていた。一目見て分かるぐらい潤沢な魔力を持っているのであれば、何かしら気付いていてもおかしくないと思っていた。

「アレンはこの世界の人間じゃない。外の世界から来た、らしい」

「お前が言うのか……。話すと長くなるから、一いつ旦たん落ち着こう」

　既に俺の素性を知っているイリーゼが率先してあっさり俺の正体を明かす。

　まだ怒りが収まらないレイラと興味津々なエルザを前に俺はゆっくりと話し始めた。










「──つまり、貴方の使ってる『魔術』と私達が使う『魔法』には大きな違いがあるってことかしら～？」

「あぁ。もっと正確に言えば術式や構造自体は全く変わらないが、こっちの世界の魔法には重大な欠陥がある。起動自体は問題無くするんだが、一定以上の魔法となると異常な程効率が悪くなったり、威力や利便性が大幅に制限されている……と思う」

　彼女達の魔法を見て最初に思ったことは、何よりも勿もつ体たい無ないということだった。

　一目見ても彼女達が熟練した魔法使いなのは分かっていた。

　だからこそ効率の悪い魔法の起動の仕方をしているのが不思議で仕方なかった。

「じゃあ、あたしらが学んできたことは間違ってたってことかよ……」

「いや……。何よりも不可解なのが、この世界の魔法はその決定的な欠陥以外は呆あきれるぐらい完かん璧ぺきってことだ。その欠陥に気付きさえすれば、すぐにでも伸びてくるはずだ」

　そう、魔法の構造自体は俺が用いる魔術よりも優れているかもしれない。少なくとも、本来の利便性の面においては明らかに格が違うと感じられてしまう程度には。

「なんだよ……まるで先生みたいな言い方じゃんか、アレン。でも……ありがとな」

「そうね～。今ここでそれを知れたのは私達にとっても大きなことだわ～」

「そうだな!!　これならあたし達の目標にぐっと近付くな!!」

　エルザとレイラは実に嬉うれしそうに顔を見合わせてはしゃいでいた。自分がもっと強くなれるかもしれないのを喜ぶその気持ちはよく分かる。

「……私も魔法を使えたら」

　一人蚊帳かやの外になっていたイリーゼがボソッと呟つぶやく。表情こそあまり変わっていないが、纏う雰囲気はどんよりとしたものに変わっていた。

「イリーゼはこの世界の魔法適性が無いって言ってたけど……アレンの言う魔術だったら実は使えたりしてな!!」

「!!　全然有り得る話……アレン」

　レイラの考え無しの発言だったが、元来前向きなイリーゼには薬になったようだった。

　彼女もまた強さを求めている。それがもし使えるようになれば劇的に変わることだろう。

「……分かった。今度ちゃんと教えてやるよ」

「約束。もし使えなくても文句は言わない」

　俺の手を握ってブンブンと振るイリーゼ。これは癖なのだろうか、もう何回もやられている。最初はあれだったが今は別に嫌いでもない。

「ところで、二人はこれから行く当てとかあったりするのかしら～？」

「あたし達は魔法大国であるアミスティアに向かおうと思ってるんだぜ!!」

　言ってしまえば俺達には行く当てなど特には無かった。

　近くの街や村に向かって旅をしている現状に限界を感じているのも事実だった。

「アミスティア？　魔法大国ってことは……」

「あぁ!!　イグラリアの歴史上で最も高名な伝説の魔法使い『セレス様』を祀まつり上げて作られたって言われてる、この世界で最も魔法と魔法使いが集まる国だ!!」

　嬉しそうにそう語るレイラ。どうやらこの世界の魔法使いの中では、『セレス』という魔法使いが最も有名で崇拝されている存在らしい。

「その国ならこの世界で一番魔法に長たけた存在がいるかもしれないな……!!」

「利害の一致。せっかく知り合った、一緒に行こう」

　それは今の俺達にとっては助けになる情報だった。魔術が何よりも好きな俺には、やはり魔術の方面で強くなるのが、理想とする最強になるための一番の近道なのは間違いない。

　この世界の魔法にも興味が湧いた。機会があればこの世界の人々に魔法の真実についてそれとなく教えられる場面もありそうだ。

「決まりだな!!　長旅だから仲間が増えるのは願っても無い!!」

「イリーゼちゃん、アレン君。改めてよろしくお願いするわ～」

　偶然の出で逢あいだったが、必然的な理由でエルザとレイラと旅を共にすることになった。

　かつての世界では有り得なかった仲間という存在に、若干の戸惑いを覚えつつも俺は嬉しかったのかもしれない。だから彼女達の握手も快く受け入れた。

　だが、少しだけ感じているこの胸のもやもやは何なのだろう。

　イリーゼと出逢ってから、そしてエルザとレイラに出逢ってから感じているこの違和感。

　彼女達を見下している訳でもないが、俺の方が強いはずなのは疑いようも無い。

　なのに少しだけ感じているこのもどかしさの正体が、俺には分からなかった。

「行くよ、アレン。これから賑にぎやかになる」

「あ、あぁ……そうだな」

　それは今考えたとしてもきっと答えは出ない。その為の旅で、その為の転生だ。

　俺の手を取って楽しそうに微笑を浮かべるイリーゼに、俺は苦笑を返しながら。

　こういうのも悪くないと思っている自分と、もっと貪どん欲よくになるべきだという自分のせめぎ合いを、彼女達に悟られないようにしないとな。









[image: 五章]




「いや、長い!!　どう考えたってこれは長いと思うわ!!」




　魔王城にはよく分からないシステムがたくさんある。例を挙げればキリがない。

　今俺が陥っている状況を簡単に説明するならば、とある場所に向かったのにも拘かかわらず、その場所で不可解な足止めを喰くらっているといった感じか。

　そろそろ入らないとなぁ、とようやく重い腰を上げたのにこれだ。面倒だし今日はこのまま寝てやろうかとも思ったが、やっぱり気持ち悪いので考え直す。

「何で女湯の時間が男湯の時間の二十倍はあるんだよ!!　普通均等に分けないか!?」

　魔王城の大浴場は一か所のみ。なので男女で時間が分けられているのだが、ここまで女尊男卑の姿勢は見たことが無い。確かに魔王城の男でここを利用するのってほぼ俺だけだから何となく理由は察せられるけど。それでも何で俺の入浴時間十五分しかないの？

　誰に言うでもない俺の発言は大浴場前の廊下の静寂に吸い込まれる。この文句を言うのも一体何度目かも分からないが、俺は何度だってこの主張をするよ。

　もうこの場所まで来てしまった俺の滾たぎるビートは止められない。誰かいるかもしれないとか知ったことか。何なら既に脱衣場に入って服を全部脱いでいる。もう戻れない。

　意を決していざ魔王城自慢の展望大浴場へ。ガラガラと横開きの扉が鳴る。

「──やはり我慢出来ませんでしたか、魔王様……」

「あ、まおー!!　まおーも一緒に入るのか!?」

「入るならちゃんとノックぐらいしなさいよね」

「きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　何で全裸なんだこの変態共め!!」

「普通逆じゃありませんか？　これも私が言えたことでもないですけど」

　中にはごく当たり前に魔王城が誇る麗しい女性陣がいた。三人寄り添って広い湯船に浸つかっていて、やっぱりこいつら仲良しなんだなぁと思ってしまった。

　セレスはロングの髪をお団子状にして上にまとめている。テオはいつものツインテールをおろしてセミロングぐらいに。オリアだけがいつも通りの髪型だった。

「ギャップ萌もえって知ってるかい、オリアさん。お前にはそれが足りてない」

「その粗末なブツを凄せい惨さんにもがれたくなかったら、さっさと身体の穢けがれを落とすことね」
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「あい……」

　今後使う予定も特に無いが、俺の大事な分身ではある。凄惨な結末を迎えさせてしまうのはあまりにも心苦しいので大人しく身体を清めることにした。

　言うまでも無いことだがこの大浴場もセレスのお手製だ。というか、俺が無理を言って造らせたというか何というか。こればっかりは無いと耐えられなかった。

　放置されていたであろうシャワーなのにも拘わらず即座にお湯が出る。俺が転生前喉のどから手が出るほど欲しかった機能だ。油断しているところに冷水を貰もらうと死んでしまうからね。

　適当に身体と頭を洗う。合わせて十分ぐらいの簡素さで済ませてサクッと湯船に向かう。

　流石に女三人でいるところに割って入るのもあれだろうと思い、奴等から約三人分ぐらいのスペースを空けた場所にゆったりと腰を下ろす。実に丁度良い温度だった。

「っあー……生き返る……。これこそが俺の生きがい……」

　風ふ呂ろって入る前はちょっと面倒に思ったりするけど、入ってる時は面倒だわーなんて思わないよね。入り終わった後もまた同じように面倒だったとは思わない訳で。

「なんかまおー、おじさんみたいだな!!」

「まぁ、実際の歳考えたらもうおじいちゃんだからね……」

　俺は能力の影響で二十前後から老化も成長も訪れない。身体が老いなければ精神も若いままなのは、やはり心と身体は密接な関係にあるということなのだと思う。

　というか実際の年齢とか考えだすと魔族の世界、特に魔王城では頭おかしくなるのでもうこれ以上はやめておこう。女性に振る話題でもないしな。

「しかし、実にいいタイミングで来ましたね魔王様」

「あん……？　こんなところで仕事の話とかしたくないんだけど……」

　浴槽の縁に背中を凭もたれ、タオルを顔に被せる最強のリラックスタイムに移行した直後にセレスから声を掛けられる。もう身体はだるんだるんなので難しい話はしたくない。

「半分は仕事ですが、もう半分は魔王様の趣味に関係するかもしれない話をしようと」

「……畜生、期間が空いたこともあって欲しがってる自分がいる……!!」

　セレスは俺の性格をよく知っていることもあってか、噓を吐くことなく俺が反応する言葉選びをしていた。趣味の話とあっては反応しない訳にもいかなかった。

　前回のゲーム廃人の転生者からもう半年以上は経ったので、そろそろ次の転生者に会いたいと思っていた頃合いでもあった。確かにいいタイミングだったのかもしれないな。

「私にはよく分からないんだけど、魔法に関する話よね？」

「はい。私がこの世界に広めてあげた今の魔法の話です」

　湯煙で多少分かりにくいがドヤ顔をしているような気がする。そもそもセレスは一切謙けん遜そんをしないからな。自分に関することには驚くぐらい素直な女だ。

　この世界で普遍的に人間が使っている魔法は、何千年も前にセレスが広めたものだというのは既に聞き及んでいる。そして、その広めた魔法の本当の性質も同時に。

「あれか？　ついにバレたのか、魔法に重大な欠陥があるってことが」

「流石魔王様、御明察です。では、順を追って話しますね」

　本当にこいつ綺き麗れいな顔してやることがえげつない。魔族に対する有効な手段として人間に魔法を与えておきながら、大きく致命的な制限をかけているという陰険さ。

　元は人間の魔法使いだった魔女という存在。紆う余よ曲きよく折せつあって魔王の側近となった彼女の策略は呆あきれるほど効果的だった、という訳だ。それがここにきて破られつつあるらしい。

　湯の熱で頭がぽわっとしてきているが、頑張って聞くことにしよう。後が怖いからね。







「──やばいじゃん。なんかやばいし、普通にやばいって感じでやばいね？」

「貴方あなたの頭が一番やばいです」

　ゲシュタルト崩壊を起こしそうだった。違うんだ、ちゃんと聞いてたし理解も出来たけど、完全にのぼせる手前で頭が働いていないだけなんだ信じてくれ。

　このままじゃ流石に埒らちが明かない。ということで一度湯から脱出することにする。

「まおー!!　お水持ってきたぞ!!」

「ぶはぁ!?　あ、ありがとうテオたん……」

　見かねたテオが汲くんできた桶おけいっぱいの水を俺の身体に垂直にぶちまける。うん、普通に上からゆっくりで良かったし、今の一瞬だけでも溺おぼれて死んでしまいそうだったよ。

　とはいえ今の一撃で茹ゆだっていた頭が冷えたのも事実。効果は覿てき面めんだったようだ。

　さて、先程のセレスの話の整理をしよう。まずは前提としてセレスが過去に広めた魔法体系に少し変化が起きている、という現状があるらしい。

　これは各地の魔族から定期的に行われている情報提供に加え、魔女特有の魔力による事象を感じ取る力によって判明したことらしい。もうね、何でもありかと。

　しかしセレスのレベルでも何か違和感のようなものがある、程度にしか感じ取れないらしく、原因の究明にまでは至っていないとのこと。当たり前だよなぁ？

　分かっていることは、確かに魔力による事象であるのだが、セレスの考案した魔法体系から外れている魔法に酷似した別の何かの存在。そして、セレスが魔法に対して掛けていたリミッターが外されている現象が増えてきているという事実。

　今までは例えば、セレスと同じ魔女と呼ばれる存在（世界にも数人）、もしくは魔王城まで来られるレベルの魔法使いの一部だけは魔法を十分以上に扱えていたらしい。

　と考えれば多少異常な出来事が起きていると考えられる。もし仮に、魔法に酷似した別の何かが別の世界由来のものであったとしたら、世界のどこかに『転生者』が出現したという可能性は大いにあるだろうという話だった。

「ふむ……なるほどな」

「どうでもいいけど、全裸で立ち尽くしたまま考え事するのはやめてくれないかしら……」

「やっべ、そうだった。しかもちょっと湯冷めしたわ」

　オリアに指摘されてようやく自分が滑こつ稽けいなことをしていると気付いた。

　普通に恥ずかしいしまた温かいお湯が恋しくなったので入浴二回戦目と洒落しやれ込もう。

「流石に放置ってのは悪手だよな？」

「そうですね。私レベルになる、とはいかずともこのまま放っておけばこれまで以上に魔族への被害が大きくなると思います」

　単純に人間が使える最も有用な武器である魔法の技術向上は、そのまま人間の戦力向上に繫つながってしまう。魔王としてもこれを見過ごす訳にはいかなかった。

「とにかく現状把握からだな。魔法関連っていうと……アミスティアか」

　魔法大国アミスティア。魔法と言えばこの国であり、魔法を本気で学びたいのであればアミスティアのアカデミーに通うのが一番である。魔法についての研究も盛んだ。

「懐かしいですね。ある意味で里帰り、ですか」

「まさかお前がご存命だとは誰も思ってないだろうな」

　そして稀き代たいの魔法使いであった、かつてのセレスを祀まつり上げて作られた国でもある。

　本当にこいつは色々な事をやってきている悪女だなと感心してしまう。

「そんじゃ、明日あしたの朝七時に正門集合で。全員遅れるなよ」

「かしこまりました」

「はーい!!」

「……え？　まさか私も頭数に入れられてるのかしら……？」

　取り敢あえずの方針は決まった。後は状況を見てから判断、という形になるだろう。

　運が良ければ邂かい逅こうも十分に有り得る。そうなった時のプランは既に温めておいた。

　魔法大国アミスティア。様々な因縁ありそうな場所での出会いに大いに期待を込めて。
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　双子の魔法使いであるエルザとレイラと出で逢あい、アミスティアを目指して旅を再開したのが二週間前。紆余曲折ありながらも俺達は無事にアミスティアへと辿たどり着いていた。

　エルザとレイラの目的はアミスティアで毎年開かれている魔法闘技大会への出場だった。魔法使いの間では知らぬ者がいないぐらい有名な大会で、数多くの若い魔法使いがこの大会で優勝することを目標にしている、と聞いた。

　ルールは簡単で、魔法を用いた形式の一対一。武器の使用は禁止で、純粋な魔法による勝負となる。参戦者の服には一定以上の魔法ダメージを受けると壊れるクリスタルが埋め込まれており、気絶するか降参するか、またはそれが壊れれば負けとなる。

　ここまで大々的な魔法大会であれば、この世界で最も魔法に長たけている人物が出場してくる可能性は僅わずかではあるが存在するだろう。とのことで、エルザとレイラと共に俺も魔法大会に出場することを決めて今に至る。

『──皆様大変長らくお待たせいたしました!!　これまで実に五度の優勝を誇る、勿もち論ろん今大会も優勝候補筆頭のこの男ぉ!!　ジャン＝セラトミリアの登場だぁ!!』

「今年も優勝は僕のものさ!!　華麗に勝利を収めてみせよう!!」

　ここにきて今日一番の歓声が会場内で上がる。大層な紹介を受けて闘技場に上がってきたのはなんとも気き障ざったらしい男だったが、確かに魔力を見るに実力はありそうだった。

『そして対するは!!　飛び入りで参加した謎の青年、アレンディア!!　その実力は未知数だが、一体どんな活躍を見せてくれるのか、乞こうご期待!!』

　まばらな拍手と共に溜ため息いき混じりに入場ゲートから闘技場に足を運ばせる。これでは誰がどう見ても彼の嚙かませ役にしか見えないし、この会場の殆ほとんどがそれを期待している。

「ほう……見ない顔だね、君。しかし、一つだけ分かることがあるよ」

「……興味無いけど、一応聞く。何が分かるって？」

「君の運が相当悪いということがさ!!　初戦でこの僕と当たってしまったのだからね!!」

「あぁ、そう……」

　一々大仰な動作で演説でもするかのように言葉を吐く対戦相手に思わず辟へき易えきする。

　わざわざ相手を挑発するような言葉を使うということは、自分の実力には相当の自信があるのだろう。或あるいはそもそも相手を挑発しているという自覚すら無いのか。

「さっさと終わらせよう。面倒になってきた」

「あぁ、そうだね!!　僕の圧勝で終わらせるとしよう!!」

『それでは参りましょう!!　魔法による魔法の為の魔法闘技、試合開始!!』

　短い言葉を交わした直後、実況が試合開始の合図を告げる。ここでまた一つ歓声が上がり、それをひとしきり聞いて満足した後、彼は掌てのひらに魔力を込め始めた。

「さぁ!!　僕の力にひれ伏すがいい!!　『光よ我が下に集い──』」

「冗長が過ぎる。それこそがこの世界の魔法の欠陥だ」

　勝負の場において、魔法を起動する際にわざわざ詠唱を挟むこと。本当の勝負では一秒の遅れは即座に負けに繫がる。全く意味の無い、自殺行為に近い代物だ。

　彼が魔法の発動に至るよりも前に、彼と同じ光属性の魔法を放つ。

「──なぁ!?　僕の魔法よりも早いし、威力も強いだとぉ!?」

　それに面食らった対戦相手は魔法の詠唱すらキャンセルさせ、俺の放った光の大波の魔法に驚きよう愕がくする。今はそんなことをしている場合では無いだろうに。

　そして彼はそれに飲み込まれる。微かすかだが、クリスタルが割れた音が聞こえた。

『い、一体何が起きたというのでしょうか!?　アレンディア選手、なんと前大会優勝のジャン選手相手に圧勝!!　あまりに早い幕切れに観客も私も動揺を隠せておりません!!』

　一瞬の静寂の後、戸惑い混じりに大きな歓声が上がる。その頃には俺は既に背を向けて、ゲートを潜って控え室まで戻ろうとしていた。

（……弱い。前回優勝でもこの程度なら望み薄か……）

　少なくとも自分の目的は叶かないそうにないと落胆していた、その時だった。

「すみませんが、道を塞ふさがないでいただけますか？」

「あ、あぁ……すまな──」

　恐らく次の試合に出場するであろう少女に道を塞いでいたことを注意された。青い髪に先が尖とがっている帽子を被った少女は、無表情のまま淡々と闘技場へ出ていく。

　どこをどう見ても少々奇抜な格好をしている魔法使いの少女にしか見えない。そうとしか見えないのだが、俺の目線は試合に臨むその少女の背中に釘くぎ付づけになっていた。

「──レン!!　アレン!!　おいってば!!」

「!!　レイラ……」

　暫しばらく時間が飛んだような感覚に陥っていたが、レイラの声で現実に引き戻される。

「余裕で勝ったってのにどうしたんだよ？　凄すごい汗だぞ？」

　レイラに指摘されてようやく額に凄すさまじい量の汗を搔かいていたことに気付く。

　正直に言ってしまえばこのような感覚を抱いたのは初めてだった。強さを貪どん欲よくに追い求めていたが故に直感した。感じ取れた確かな『恐怖』と『歓喜』があった。

「……歓声だ。歓声が上がる」

「は？」

　レイラが首を傾げた直後、後ろの闘技場が人々の声で一気に揺れたのを感じた。

　そして俺の中の、この国に来た後悔が吹き飛ぶ音が同時に聞こえた気がした。
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「──で、感想は？」

「非常に腹立たしいことですが……勝てる気がしませんね、あれには」

「いいねぇ、そういう答えが欲しかったんだよ」

　アミスティアで本日行われている魔法闘技大会。俺達がアミスティアを訪問した次の日にそれが行われているのだから、ご都合主義とは何とも素晴らしきことか。

　先程のはトントン拍子で決勝まで進んだセレスの決勝の相手への正当な評価。

　セレスにしては珍しい、相手への最大級の賛辞に俺は満足げな笑みを浮かべた。

「あんたが勝てる気がしないって……純粋な魔法勝負でよね？」

「何度も言わせないでください。私の出来る勝負で、です」

　不機嫌そうな態度を隠そうともせず、オリアの疑問に答えるセレス。

　自分に自信があるということは、それ相応のプライドも当然あるってことね。

　決勝の時間は少しだけ空いて十五時から。今の時刻が十四時前なのでまだ余裕がある。

　ということで、今俺達は闘技場近くの飲食店で飯を喰くらいながら今後の予定について話し合っていた。セレスが試合していた間は勿論ちゃんと応援してたよ。

　テオとオリアの魔族の要素は最小限まで隠し、見た目だけなら人間にしか見えないレベルまで擬態している。格好は全員が魔法使いっぽい服装をしており、似合う順で言えばセレス、オリア、テオといったところか。俺についてはもう聞かないでくれ。

「これからどうするんだー？」

「セレスが勝てないって言うんだから、俺達に出来ることは特に無いよ」

　大盛りの肉料理をかっ喰らいながらのテオの質問に、サンドイッチ的な物を咥くわえながら俺は投げやりに答える。これは決して適当に答えているという訳ではない。

　俺はセレスの言うことには全面的に信頼を置いている。セレスは冗談は言うが噓は絶対に言わない。目が笑っていなかったので冗談ではないとなれば、それがもう紛れも無い真実であることを疑う余地は無かった。

「ってことでセレス」

「分かってますよ。世界を見渡しても私を顎あごで使うのは魔王様ぐらいのものです」

　セレスは溜息を吐きながら懐から可愛らしいデザインのレターセットを取り出して、彼に伝えなければならない内容をペンですらすらと書き出す。

　とはいっても文言はたったの一行で、その実メインとなるのはその後に描き足される絵なのだが。セレスは自信満々に描いているがこれがこいつの唯一の弱点でもある。

「そういえばそうね。この国ではセレスは『伝説』とか呼ばれてたかしら」

　お洒落しやれに色付きのジュースなど飲みながら、薄く笑いながらオリアは言う。魔法大会が始まるよりも前はアミスティアの魔法学園に勝手に潜入して遊んだりしていたのだが、そこかしこにセレスの名前があって、その度に俺は笑いそうになっていた。

「でんせつ!?　あたしもでんせつだよ!!」

「あぁ、テオは伝説級に可愛いもんな!!　分かる!!」

　でんせつ、という単語を聞いてテオは張り合うように前のめりになりながら大きく右手の拳こぶしを掲げる。それを労ねぎらうかのようにセレスはよしよしと頭を撫なでてあげ（体格的に届かないからちょっと宙に浮いてた）、オリアは苦笑気味に背中を優しく叩たたく。

　テオの言うこともまた紛れも無い真実だ。魔族が誇る最強にして究極のドラゴンとは、今は嬉うれしそうにふにゃっと笑っているこのメテオラドラゴン、彼女に他ならない。

　人間から最も恐れられる魔族の象徴たる存在でありながら、魔族の誰からも愛される。

　それはまさに伝説と言って差し支えない。頼む、何でもいいから嫁に来ないか。

「そうですね……私がこの国に残した伝説は数え切れない程ありますよ」

　どうやら手紙は書き終わったようで、セレスはゆったりとお茶を飲みながら遠い遠い過去に自分がしてきたことを思い返す。こんなセリフ、一度でいいから言ってみたい。

「例えば、魔法で水不足や食料不足を解消したりとか」

「おー、そりゃ確かに救世主だ。崇められても何らおかしくない」

　たまにはいいことするなぁと思いつつ、実に興味深いセレスの話に耳を傾ける。

「後は適当にウサギを捕まえた話が後に伝説になっていたりしました」

「ん？　……まぁ、いいや。続けてくれ」

「早起きして外を歩いていたら凄く称賛されたこともありましたね」

「えぇ……」

　何でもないように言っていたセレスだったが、本当に何でもないことだった。過去のアミスティアの皆様はこいつに洗脳でもされていたのだろうか。むしろその程度で称賛されるって逆に嘗なめられてるのではないかと疑ってしまう。

「仕方ありませんよ。少なくとも当時はとにかく全ての水準が低かったので」

「……あぁ。もう、なんというか納得出来たよ色々……」

　やることなすこと何もかもが誰かに称賛される。なんかどっかで聞いたような話だが、セレスの顔を見るにやはり本人的には相当に満たされているのだろう。

　非常に羨うらやましい。俺も息をするだけで素晴らしいとベタ褒めしてほしいものだ。

「まだまだですね、魔王様は」

「おかしいよね？　俺結構頑張ってるよ」

　人間の身で魔王を必死にやっていてもこれだ。こういうのを格差社会と呼ぶんだよ。

「何かおかしなところあったかしら？」

「あたしもみんなからたくさんすごいって言われたよ!!」

　俺以外の二人がセレスの話に強く同意していたのが本当に不思議。どうにかしてこの箱入り娘達に俺の苦労を分けてあげたいと切実に思った。







「──他には間違えて、とある森を全焼させたのも伝説に……」

「もういい!!　もうたくさんだ!!　頭がおかしくなってしまう!!」

　伝説って一体何なのだろう。質たちの悪いことにこいつ、本当に伝説級の出来事と全然何でもないことを全く同じように語るのである。事実セレスにとってはどちらも大して差が無いのだろうが、途中からちょっと笑ってたので絶対にわざとだと思う。

「もういいのですか？　まだたっぷりありますが」

「俺はこの国の人達がとても可哀想に思えてきたよ」

　国を象徴する魔法使いの真の姿にどうか気付いていただきたい。というか半分ぐらいもう魔法全然関係無かったからね。魔法大国の名前返上しようよ。

　とにかくセレスは何をやらせても規格外なのだ。ネタっぽくなってしまったが、過去に限らず現在であってもその凄さというものには一つの陰りもありはしない。

「そんな私が『勝てる気がしない』と言った意味……よく分かるでしょう？」

　おちゃらけた雰囲気を一瞬にして消し去るその一言。セレスの向いた方向に俺は人影は確認出来なかったが、そちらを向いたということはきっといるのだろう。

　セレスの活躍ぶりを見るのと同時に、俺達は彼の戦いぶりも観戦席から見ていた。

　テオは単純に派手な戦いが好きなのでとにかくはしゃぎまくっていたが、オリアに関しては見れば見るほど機嫌が悪くなっていき宥なだめるのが大変だった。

　理知的であるほど分かってしまうものなのだろう。一つ壁を越えた先でしか分からない、強者特有の明確な力の差をオリアは肌で感じ取っていた。

「最近こんなのばっかじゃない……。全部あんたの所為せいだからね」

「転生者ってそういうもんだから。理不尽の塊だ」

　それは勿もち論ろん俺も含めてのこと。オリアの恨みを込めた鋭い目線も意に介さず、何なら鼻歌でも口ずさんでしまうぐらいに俺は今気分がいい。ちょっと漏れそうではあった。

　そういえば彼に対する俺の所感を伝えていなかった。彼は恐らくだが初めて見たかもしれない、セレスと同じ一芸に特化していない万能型の魔法使い系転生者。

　なんだろうな、あそこまでいくともうちょっと笑ってしまう。あれでいてまだ物足りないみたいな顔をしているのだから、正直変態と言わざるを得ないよ。

「あたしが最強だーーー!!」

「この世界で最強の存在、それはまさしく私のことです」

「こいつらは確かに規格外だけど、私だって誰よりも強いと思っているわ」

「うん、やっぱこういう風に言ってくれた方が好感持てるよなぁ」

　まことに頼りになる魔王城の女性陣。ここまで素直に自分に自信を持っている姿を見せられれば、嫌みなど全く無く逆に愛いとおしくなってくる。

　強いのであれば強いとはっきり言えばいい。どこまでもストイックなのは結構なことだが、見てる方からすればこちらまでしんどくなってくるんじゃなかろうか。

　だから俺はとても居心地がいいのだろう。ここには自分が好きな奴しかいないからな。

「──そろそろ時間ですね。最後に確認だけしておきましょう」

　そして楽しい時間はあっという間。空になったカップを置くとセレスは俺の方へと向き直り、仕事の時にするような真面目な顔でそう促してくる。

「最初だけ強く当たって、後は流れで」

「つまり八や百お長ちようですね。やり方は私に任せてもらいますよ」

　突如現れた新星二名による激アツの決勝戦を期待している観客の皆様方には申し訳ないが、そんな少年漫画のような展開は少なくとも俺の望むところではない。

　ギャラリーがいては真の意味で本気が出せないだろうに、ということで彼に決勝の場で与えられるのは気持ちの良くない勝利と、とある場所への招待状。

「本当に悪趣味よね、魔王……」

「いやいや、どっちかといえば救世主だよ。欲望を叶かなえさせてあげるんだからさ」

「じゃあ、まおーはいいやつなんだな!!」

「いいえ。それでは行ってきますよ。一応ちゃんと応援はしてくださいね」

　きっとセレスは、彼にとって初めて出会った対等以上に戦えるかもしれない相手だ。

　セレスが報告してくれた初戦の後の彼の物憂げな表情と試合中の退屈そうな顔から考えれば答えは見えてくる。彼はこの度の招待を不審に思いながらも絶対に断らない。

　その本当の意味は、あの玉座の前で邂かい逅こうして初めて分かることなのだろう。
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『──こ、これは一体どうしたのでしょうか!?　最初に魔法を見せ合った直後にセレス選手が忽こつ然ぜんと姿を消しました!!　不戦勝により、優勝はあ、アレンディア選手です!!』

　あまりにも呆あつ気けない幕切れだった。決勝戦が始まった直後、俺の強さに繫つながるかもしれないと思った人物は霧のようにその場から姿を消した。

　彼女の試合は全て見た。退屈そうな顔をしながら強大な魔法で相手を圧倒する姿を見て、まるで自分の試合を見ているかのような気分に陥った。

『会場の皆様、呆気ない幕切れではありますがアレンディア選手に今一度大きな拍手と歓声をお願いいたします!!』

　俺と同じように呆気に取られていた観衆は実況の声で現実に引き戻され、段々と会場が拍手と歓声で埋まっていく。俺はというと、彼女が消える前に寄越してきた手紙のようなものを持ったままただ立ち尽くしていた。

　恐る恐る中身を読んでみる。中には『私と本気で戦いたいのであれば、この場所まで来てください』という短い言葉の後に、イグラリアの暗黒地帯の地図が描いてあった。

「……おい、じゃああれは何者だったんだよ……？」

　この場所まで来てほしいという文言の後に地図。そしてその場所に描かれている微妙に下手な城の絵の傍らには、魔王城と確かに書かれていた。

「──アレン、それは何？」

「イリーゼ……。いや、これは……」

　気が付けば俺の周りをイリーゼとエルザとレイラが囲んでいた。特にイリーゼは俺の持っていた手紙に興味津々のようで、中を覗のぞき込もうとしている。

　勇者を目指しているイリーゼにとって重要な情報が書かれているそれを、果たして安易に見せていいものかと迷っていたのだが、それは杞き憂ゆうに終わる。

「……なるほど。次の私達の目的地はここ」

「何だ何だ……って魔王城!?　じゃああの馬鹿強い魔法使いは魔王だったのかよ……」

「そうかもしれないと思うぐらい強かったからなんだか納得だわ～……」

　一瞬の隙を突かれて手紙を奪われ、三人に手紙を回し読みされていた。イリーゼは特に驚くこともなく、エルザとレイラは自分達に圧倒的な力を見せた相手が魔王城の住人だと知って、どこか諦あきらめの境地のようなものを見せていた。

「じゃあ、決まりだな!!　次のあたし達の目標は魔王討伐だ!!」

「そうね～。アレン君と旅を続ければ、私達ももっと強くなると思うわ～」

「とっても好都合。私の夢への第一歩」

　女性陣三人でワイワイと既に次の目的について決定したような雰囲気を出している。

　今回目標としていたアミスティアの魔法大会では彼女と当たるまでは好成績だったエルザとレイラ。そしてそもそもが勇者を目指しているイリーゼにとっては次の目標が定まったことはとても喜ばしいことなのだろう。

「……とにかく今日は宿に戻ろう。皆みんな疲れただろ？」

「ん、そうだな!!」

　彼女達の盛り上がりもよそに、俺は否定も肯定もせずにそんな提案をする。レイラがすぐに賛同してくれたので特に怪しまれることも無くその場は収束する。

　俺は彼女達から回収した手紙を懐に仕舞い込みながら、短く息を吐いた。










　大抵の人間が寝静まった深夜。夜空の星々が日を跨またいだことを教えてくれる。

　あまり金銭的に余裕の無い彼女達の要望で、泊まる宿の部屋は相部屋。普段旅をしている時から近くで寝ていたから特に気になってはいなかったが、今は問題だった。

（……誰も起きてない……よな？）

　彼女達も無事に寝静まった後に、俺は一人でアミスティアを出ようと思っていた。

　これは招待状を貰もらった時から決めていたこと。あの『セレス』という名の魔法使いと、本気で勝負したいという俺だけのエゴにあいつらを付き合わせる気は無かった。

　道中俺が使う魔術について教えたことで彼女達は確実に強くなっているが、それでも魔王城というこの世界で最も危険であろう場所には連れて行きたくなかった。

　自身の発する音を魔術で消しながら宿から出る。外には人の気配はなく、これからまた一人で旅に出るには丁度いいと皮肉染みた表情が浮かんだ。

「短い付き合いだったけど、これで良か──」

　宿からそれなりに離れた位置まで来たところで、言葉を発したその瞬間のことだった。

「アレン。そうはさせない」

「──ッ!?」

　今では耳に馴な染じむようになってしまった声が背後から聞こえた。淡々と告げるようなその声は言い方こそ普段と変わりなかったが、確かに怒りのようなものを感じた。

「ふざけんなよ、アレン!?　何あたし達に黙って行こうとしてんだ!!」

「流石にそれは見過ごせないわ～。ちょっと薄情じゃないかしら～？」

　すぐに振り返るとイリーゼだけでなく、エルザとレイラもその場にいた。

　一体どこでバレたのだろうか。部屋から抜け出すときは確かに寝ていた筈はずなのに。

　三者三様にその顔に怒りを滲にじませているのがどんなに鈍い人間にも分かる。

「……わざわざ置いていった意図を理解してくれ。俺のエゴにお前らを巻き込みたくない」

　しかしその怒りには怯ひるまない。俺にも俺の考えがある、黙って行ってはダメならば、きちんと理由を告げてから行く。もう考えを変えるつもりはない。

「それは噓。本音じゃない」

「本音だ。俺は本気で一人で行こうと──」

「本当にそうしたいのなら、私達を魔術で強制的にでも眠らせていたはず」

　イリーゼは相変わらずの無表情のまま、確信していたかのようにそう告げる。

　確かに俺は眠りの魔術も使える。使えるのを忘れていた訳でもなく、ただ使わなかっただけだという事実を告げられて、思わず言葉を失ってしまう。

「あたし達はお前よりも弱いからな。やりようは幾らでもあっただろ？」

「そうしなかったということは……アレン君の本音ではないということよね～」

「!!　お前らに俺の何が……ッ!!」

　心を見透かされたような気がして、つい声を荒げてしまった。俺が本当はこいつらに付いてきて欲しかったなどという妄言をどうしても否定したかったのかもしれない。

　そんな俺の姿を見たイリーゼは小さく頷うなずきながら、こちらにゆっくり歩いてくる。

　そして俺の目の前まで来た直後に両手を広げてそのまま俺の身体を包み込んだ。

「執着的に強さを求める貴方あなたの生き方は、私と同じでとても歪いびつ。だからこそ、私達は貴方にとって貴方を支える大事な存在でいたい」

　耳元でゆったりと紡がれたその言葉は、驚くほど素直に俺の脳内に溶け込んでいく。

　何も言わないままの俺を急せかすことも無く、イリーゼは次の言葉を告げた。

「この先が危険なことも、貴方が私達を慮っていたのも分かってる。それでも私達は……危険な場所に貴方を一人で行かせたくはなかった」

　途中から声と身体が少しだけ震えていた。イリーゼにしては珍しい長台詞ぜりふであるのも気にならないぐらいそれは、本気でかつ真剣な言葉だった。

（……本当は分かってた。こいつらを拒む資格なんて、俺にはあるはずもない）

　短い付き合いの中でも俺は確かにイリーゼに、エルザに、レイラに心を救われていたのかもしれなかった。だから、『これで良い』は確かに噓だった。

「……来るなら勝手にしろ。もう拒まない」

　イリーゼの抱擁から抜け出して、俺は振り向いてぶっきらぼうにそう言い放つ。あそこまでした手前、素直に付いてこいとは口が裂けても言えなかった。

「!!　うん、付いていく」

「そうこなくっちゃな!!　ったく、焦らせやがって!!」

「とても嬉うれしいわ～なんだかアレン君は放っておけないもの～」

　勝手に一人で歩き出した俺を追走して、彼女達はついに俺の横に並んで歩き始める。

　アミスティアに行く前に感じていたもどかしさ。それが今は少し晴れていた気がした。
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　魔王城の最上階にあるフロアには暗黒地帯を一望出来るバルコニーが存在する。

　景色、特に良くないどころか悪趣味。空気、瘴しよう気きが濃いので雰囲気も悪い。

　何でこんなに無駄な物があるのか疑問に思うかもだが、意味のある場所なのである。

「ここからの景色、本当にいいですよね」

「うーん……。まぁ、もう見慣れてはきたよね」

　セレスがここからの景色を好きなので、たまにこの場所でお茶会が開かれるのだ。茶が不味まずくなるわ、という文句はいつもと変わらぬ美味しさの茶と一緒に飲み込んでおく。

　セレスのイカレてる感性を特に否定をすることも無く、俺も景色をぼんやり見ていた。

　禍まが々まがしい紫色の雲に覆われた空も、決して澄んでいるとは言えない雰囲気も。

　この場所に五十年以上も住んでいれば慣れてくるものだ。何なら太陽燦さん々さんの場所の方が浄化されそうで苦手だったりするので、人の適応力というものは実に恐ろしい。

「思ったより期間空いたな。することなくて逆に困る」

　アミスティアへの小旅行から三か月程度は過ぎただろうか。

　来たるべきその日までは通常の業務に勤いそしむ魔王城。繁忙期でもない為に仕事に押し潰つぶされるということも無く、それが逆にまた空いた期間を長く感じてしまう。じつにままならないが、人は楽しみがあればなんとなく頑張れるものだ。

「私に怖おじ気けづいたと見ました。自分が怖いですね」

「真顔で上司を最上階から落とそうとするような奴はそりゃ怖いよ」

　バルコニーのフェンス近くでテーブルを囲ってお茶を飲んでいたのだが、知らないうちに俺の席だけフェンスを越えて浮いていた。取り敢あえず下だけは見ないようにしないとな。

　こんなものはこの場での軽いジョークのようなものなのである。それは俺が未いまだに宙に浮かされているのも勿もち論ろん、その手前のセレスの言葉についても同様に。

「お前、実は結構楽しみにしてるだろ」

「そう思いますか？」

「ここに来る時って大抵お前の感情が昂たかぶってる時だしな」

　この場所で俺とセレスが茶を飲む時。魔王の間からわざわざ移動していることの意味は、セレスの喜怒哀楽が大きく関係していた。

　ある時は怒り（この前はタンスの角に小指をぶつけたという内容だった）を抱えた時、ある時は喜ばしいこと（今日はいい夢を見たとか）があった時。

　つまりここは、セレスにとって特別な何かがあった時に気分を高めたり落ち着かせる為に利用する、魔王城内でセレスが一番気に入ってる場所なのである。

「数千年ぶりに黒星を付けられるかもしれない、と思うと感慨深いものはあります」

　セレスは俺の席をすんなり元の場所に戻すと、遠い目をしながら景色を眺め始める。見ているのは変わることのないここからの景色と、今ここにいることになった経緯だろうか。

「初代魔王もここからの景色好きだったんだろうな」

「えぇ。全くもって奇特な方でしたので」

「そりゃこんな場所に自分の家建ててるならそうだよなぁ」

　気の遠くなるぐらいに昔の話。魔族という概念そのものを作り上げた初代魔王という存在がいたらしい。当然だが話にしか聞いたことは無く、実際に俺が会ったことはない。

　ここからはセレスの談。かつて天才美少女魔法使いだったというセレスは無謀にも単身で初代魔王に挑み、案の定あっさり返り討ちにされたらしい。その後初代魔王にその実力を買われて魔王の側近としてそのまま雇われたのだとか。半ば無理やりと聞いた。

　今もまだ魔王の側近を続けているのは、初代魔王ととある約束をしたからだという。その内容は俺の知るところではないが、セレスにとって重要なことなのは間違いない。

　そしてセレスの人生史において、敗北と呼べる敗北はその一回のみ。魔王の側近となった後に更にメキメキと強くなったが故にアミスティアでの伝説の話に繫つながってくる。

「勝てる気がしない、とは言いましたが……。やるからには本気でやりにいかせてください。それが魔王の側近として、私としての最大限の譲歩です」

　珍しく俺に視線を合わせずに、景色を見たまま申し出をするセレス。だから表情が読み切れないが、どんな顔でどんな気持ちなのかぐらい俺は分かっているつもりだ。

　仮に、もし仮に。セレスが彼を倒してしまえば俺がやりたいことは成せなくなる。俺は彼にいなくなってほしいのではない。あくまで俺の手で引導を渡したいだけなのだ。

　自分の欲を優先するのならこの申し出は断るべきだ。さっくり断っていつも通りにやればいい。そうやればいいだけの簡単な話なのだが。

「それを拒絶したら、俺はこの先お前とどう接したらいいか分からなくなる。だからそれに関しては好きにしろ。それが魔王として、俺としての最大限の譲歩だ」

　ここは素直な気持ちを言わせていただいた。俺が今ここに居られるのは一から十までこいつのお陰で、それを無下にするのはいくら俺が自分本位とはいえ終わっている。

　俺の我儘ままを通すなら、セレスの我儘も通す。俺の理想とする関係はそうあるべきだった。

「魔王様……」

「どうした、感動したか？」

　セレスは感極まったかのような声で俺を呼ぶ。いやー、流石にかっこつけ過ぎたか。これで更にいい主従関係が築けるというものよ。

「言質取りました」

「それに関してはって言ったよな!?　都合のいいとこだけ聞きやがって!!」

『好きにしろ』という部分だけ切り取られてはこちらもお手上げだ。これからは好き勝手に俺を弄もてあそぶセレスが爆誕することになる。あれ、よく考えたら普段と何も変わってないな。

「冗談です。ありがとうございます、魔王様。当日が楽しみですね」

[image: ]

「どういたしまして。尻しり拭ぬぐいさせてほしいから全力でやってこい」

「それはセクハラです」

「慣用句って知ってるか」

　微笑を浮かべたセレスと本当に悪趣味な景色を同時に眺めながら、俺も少し笑う。

　この場所でのお茶会はちょっとだけ特別だ。だから、ここでの出来事には意味がある。

　その意味を無駄にしない為にも。正直もっと早く来てほしいと俺は思うのであった。







「──ちょっと待って!!　まだ準備とか全然出来てないんだけど!!」

「とは言っても……もうそろそろ扉の前まで来ますよ、彼等」

　セレスとの特別なお茶会の二日後ぐらい。俺はとんでもなく焦らされていた。何でこう、全く予想だにしてないタイミングでやってくるのかね、転生者ってやつは。

　確かにもっと早く来てほしいとは思った。でも来客があるならこちらにも相応の準備が必要だとは考えないのだろうか。俺なんかまだ寝間着なんだけど、いいのかな。

　そんなところまで来ているのならもう俺に残されている猶予など殆ほとんど無い。人間の限界を超えて身支度その他諸もろ々もろを済まさないといけないこの状況、やっぱりつらい。

「がんばれまおー!!　まおーなら絶対出来るぞ!!」

「期待に弱い。でもありがとう、テオたん。物理的に不可能だけど頑張ってみるよ」

　片足と片腕を上げてチアリーダーのように応援する四天王その一、さいかわテオたん。

　こういう応援にめっぽう弱い。凡人の自分でも出来ると思ってしまうではないか。

「よしジャガル、ちょっとお前一回足止めしてこい。骨は拾ってやるから」

「お前らに押し付けられたこいつらの世話で忙しいんだよ!?　クソがッ、大人しく──」

　二匹のわんこに囲まれる四天王その二、もふもふジャガル。彼には是非とも一度壁役になってほしかったが、敢え無くやんちゃな二匹に翻ほん弄ろうされてどこかへ行ってしまう。

「どうせあんたの格好なんて誰も気にしないからいいじゃない」

「喧やかましいぞ、オリア!!　せめて魔王として当然の来客対応ぐらいはさせて？」

　大きく欠伸あくびをしながら酷ひどいことを言う四天王その三、高飛車オリア嬢。今回は特にモチベーションも無いのか、常に退屈そうな顔をしながらも玉座の横にちゃんといた。

　残念ながら四天王その四、頼れるレインお兄さんは今日も地下から出てこない。あの一件で満足した為に、今後も何か興味が惹ひかれることが無ければ毎回こんなものだ。

　結局物理的かつ心の準備は出来てない。見かねたセレスが魔法で身だしなみを整えてくれるが、多分俺はこの楽さを知ったらもう戻ってこれないと悟ってしまった。

　そして俺は身の丈に全く合っていない馬鹿でかい玉座に足を組んで座る。伝統的なものなので当然人間サイズではなく、俺は背もたれを全く活いかせていなかった。そして肘ひじを突くためにはどちらか一方の肘掛けに寄らなければならないのでもう本当にダサい。

　極めつけに格好はいつも通りのシャツとジーンズの魔王スタイル。来客対応とは。

「扉開けますね」

　丁度彼等が入ってくるであろうタイミングでセレスは遠隔操作で扉を開いていく。巨大な扉は、それに相応ふさわしい大きな音を響かせてゆっくりと両側に開いていく。

　これからのプログラムは既に決まっている。この場所まで彼等が来たということは、物語の終しゆう焉えんをもたらす足音はもうはっきりと聞こえているということだ。

「無駄に気負い過ぎるなよ、セレス。見たことない顔になってんぞ」

「難しいものですね、感情というものは。頭では分かっているはずなのですが」

　玉座の横で佇たたずむセレスに声をかけておく。彼等が中に入ってきた辺りから、静かに闘志を燃やしていたセレスの頭をいい意味で冷やすような言葉を一つ投げかけておこう。

「今までもここからも、全部茶番だ。一緒に楽しもうぜ、セレス」

　俺は玉座に座ったままセレスに手を差し伸べる。それは言葉通りの意味だった。

「……そういう人、ですよね。はい、楽しみましょう」

　一瞬きょとんとした表情を浮かべたセレス。だがすぐに愉悦主義らしいいつもの笑みが彼女の顔に咲いた。俺の手を取って、すぐに投げ捨て、来訪者の方へ歩いていく。

　どうせ魔王である存在が人間であることに驚くくだりがあるだろうと思うのでそこは話半分に聞いておこう。大事なのはその後、セレスと彼の勝負は絶対に見物だぞ。

「月並みだが言っておこう。ようこそ、魔王城へ!!」

　それでは世界最強と世界最強候補の大怪獣決戦。終わる頃にはこの場所は半壊しているだろうと思い描きながら、俺はその行く末をただ見守ることにした。
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「──改めて自己紹介を致しましょう。私、魔王の側近をしております、魔女のセレスと申します。そして聞かれると思うので先にお答えしましょう。この世界に今の魔法を広めた伝説的な存在である大魔法使いセレスと私は同一人物です。以後御見知りおきの程を」

　文字通り流れるような自己紹介。とんでもないことを言っている筈はずなのだが、それを全く感じさせない、不気味なぐらい自然でかつ淡々とした口上だった。

　間違いない。アミスティアの魔法大会の決勝で戦う予定だった少女だ。魔女のような格好は一つも変わりはなく、無を体現したかのような表情もあの時と同じだ。

　そして魔王らしき存在がただの人間であったことが判明した以上に。

　その驚きが霞かすんでしまうぐらい、彼女から感じる魔力の質が異常だった。

「……アレンディアだ。望み通り、勝負を付けに来た」

「そうしたいのは貴方あなたでしょう？　ご安心を、本気でいきますので」

　何もかもお見通しというような視線と言葉。本気で行く、と彼女が口にした瞬間にその場の雰囲気が一変する。あまりにも暴力的な魔力の波動にじわりと汗が滲にじんだ。

　だが、負ける気はしていない。きっと彼女こそこの世界で最も強い存在であることはもう疑いようも無いが、それを越えてこそ俺が求めていたものの答えが見つかる。

　俺も同じように魔力を展開する。この世界に来て初めて本気を出す為に上手うまく加減が出来るかも分からないが、加減が必要ない相手なのは言うまでもなかった。

「見込んだ通りです。やはり貴方は、魔王様がお相手するのに相応しい」

　なんとなく嬉うれしそうな、それでいてどこか自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべている。

　今は後ろに控えている魔王に仕えている側近と言っていた。だが、彼には全くと言っていい程に力を感じない。言ってしまえばこの場では無に等しいかもしれない。

　それでも雰囲気からは、彼女が魔王に忠誠を誓っているように見える。俺にはそれが分からなかった。

「まずは派手なのからいきましょうか」

　即座に俺達の周りにとんでもなく強い重力場が発生する。そのまま周りの空気ごと圧縮させてとてつもない規模の爆発を起こそうという、でたらめな魔法だった。

　詠唱も無く魔法の発動までに要する時間はほぼゼロに近い。指先の一つも動かさずに『奇き蹟せき』を体現させる様はまさに伝説の魔法使いに相応しかった。

「──こいつらを巻き込んだら容赦しない」

　同じ属性かつ同じ威力を持つもの同士をぶつけると魔力が反発して対消滅する。それは魔法でも魔術でも変わらず、最も効果的な防御手段だ。

　付いてきてしまった……否。俺が連れてきてしまったイリーゼ達を守るのは俺の役目であり義務だ。だからこそイリーゼ達に危害を加えるのは許さない。

「では守ってみせてください。荷物を抱えて勝てるほど私は甘くはありませんよ」

　そう言うと彼女は半径五十メートル圏内の空間を、禍まが々まがしい黒と青が飽和する世界に塗り替える。黒と青は段々と魔女の姿の陰に変わっていきクスクスと笑い始める。

　今まで全く見たことも無い魔法。そもそもこれは本当に魔法なのか。

「楽しみましょう。もう二度と戦うことはありませんから」

　陰と呼応するかのように彼女も嗤わらう。嗤う度に世界が歪ゆがんでいく。

　未知のものに対する恐怖と喜びが身体を震わす。口元には無意識に笑みが浮かんでいた。

「……お前は絶対に倒す。俺の為にも、こいつらの為にも!!」

　長い戦いになる。そう確信した俺は、気合いを入れる意味でもそう宣言した。
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　一体どれだけの時間戦っていたのだろうか。転生するよりも前も含めた俺の生涯で、最も満たされている時間なのは間違いない。それだけ彼女と俺の実力は拮きつ抗こうしていた。

　この世界に存在する全属性の魔法、そして誰も見たことも聞いたことも無い異質な魔法を駆使しながら無尽蔵の魔力によって生じる圧倒的な火力で相手を押し切る。

　ゴリ押しと表現するのにはあまりにも格が違う。たとえ超一流の魔法使いであっても、彼女の多彩で絶望的な魔法を前に何も出来ずに塵ちりと化すことだろう。

　少なくとも転生前の自分では手も足も出ないぐらいの強さを存分に見せつけていた彼女だったが、戦いが長引いてから少しだけ動きが鈍かった。

「……素直に、褒めましょうか……」

　これまでで一番強大な魔法を放った直後、彼女は忌々し気にそう呟つぶやく。

　肩で息をして、最初から崩していなかった優雅な佇まいも、今は噓のように消えていた。

「はぁっ……はぁっ……!!」

　しかしそれはこちらも同じこと。全力での攻勢と防御を繰り返していた為に流石に体力と魔力の消耗が著しい。それでもここで倒れてしまう訳にはいかなかった。

　俺が死ねばイリーゼ達も死ぬ。それだけは絶対に許されない。もっと、もっと圧倒出来る力を、技術や魔力だけが全てじゃない、彼女達に教えてもらった──

「大切なものを守る力を……!!」

　生まれてこの方自分以外に大切なものなんてなかった。ただ愚直に強さを追い求めていたから、周りを全く見ていなかった。周りも俺から離れていった。

『一人で抱え込み過ぎないようにね～？　休息も時には必要よ～？』

『何かあったらあたしを頼れ!!　叱しつ咤た激励してやるからよ!!』

　不意にエルザとレイラの言葉が頭を過よぎる。きっと彼女達からしたら何でもないような言葉だったのかもしれない。人を思いやる彼女達からしたら、当然の。

『私が支えになってみせる。だから、安心してアレン』

　そしてあの日からずっと、イリーゼが俺が悩んだ時に言ってくれた言葉。

　支えでありたいと言ってくれた通りに、確かに彼女は俺の心の支えになっていた。

「こんなところで、負けてられないんだよッ……!!」

　だからこそ折れない。イリーゼ達が俺の支えになっているのなら、俺もそれに報いるように支えになれるような、その為の強さと力をもって勝ち続けることを誓う。

　心に呼応して魔力と身体能力がさらに高まっていく。決して負けることの無い強さを今ここに、後ろで俺の勝利を信じるイリーゼ達の為に。

「……分かりました。貴方こそが最も──」

「──お前は強かった。本当に、感謝する……」

　イリーゼから譲り受けた剣にレイラの爆炎を纏まとわせて。エルザの身体強化でもって刹せつ那なの内に彼女の身体を両断する。そして最後は俺自身の魔術でとどめを刺す。

　一言も発さないまま、彼女は血を流しながら地に伏せる。もう動くことは無かった。

「アレン!!」

「うお!?　イリーゼ!?」

　その瞬間に後ろから柔らかく優しい衝撃が襲ってくる。嬉しそうな声と同時に。

　振り向けばイリーゼが俺の背中に抱き着いていた。その直後には二人の声も。

「やりやがったな、アレン!!」

「素晴らしい戦いだったわ……!!　本当に……!!」

　三人分の重さによって俺の身体は地面に倒れる。今ではその重みも心地良かった。

　エルザは泣きそうで、レイラは満面の笑みで俺の勝利を喜んでいてくれていた。

「……ありがとう。お前らがいなかったら、俺は大事なことに気付けないままだった」

　今その感傷に浸れるのも全てこいつらという守るべき存在がいたから。

　誰かを思いやることが温かくて大切なことだと教えてもらったから。

「ううん。私達もアレンがいたから頑張れた」

「……そうか。じゃあ、俺も最後まで頑張ることにするよ」

　本当に不思議だ。言葉は心も身体も癒してくれる。最後にもう一つ、魔王との勝負が待っているが俺はもう全く負ける気がしなかった。俺にはこいつらがいる。

　イリーゼが勇者として本気で守ろうとしている、そしてエルザとレイラがもっともっと魔法を学べるような、そんな世界を守るのが俺の役目だ。

「これで最後だ。俺はお前を絶対に討つ。覚悟しろ、魔王──」

「──終わらせねぇよ。お前らの思い通りにはな」

　彼のその一言でこの場所の全ての雰囲気が変わった。文字通りに流れと言うものを百八十度変えてしまうような、軽いのに重いその一言を俺は確かに聞いた。

「さて。ようやっと俺のターンだ。随分待ったぞ？」

「久々に死にました。嫌な気分なので存分に晴らすことにしましょう」

　玉座から下りてくる男性と、先程倒したはずの魔女がこちらに向かって歩いてくる。

　二人共似たような表情を浮かべて、俺達をまるで遠くから見守るような目で見ていた。







[image: ]






「だから長いんだよ!!　もっとこう、スムーズに出来ないもんかね」

「想定していたよりも善戦出来てしまいましたね。反省です」

　つい数十秒前まで身体が両断されていたとは思えないセレスの言葉を聞いて俺は苦笑いを浮かべる。自分自身で考案した魔力による自動再生術式というもので、魔力さえ残っていれば直前までの記憶も含めて全て再生されるらしい。もうこいつが魔王でいいって。

　まさに頂点同士のぶつかり合いというような激しい戦いの最後は呆あつ気けない幕切れではあったものの、当人同士でしか分からない何かがあったに違いない。

「でもお前のかませ感やばかったな。あれわざとか？」

「意識してみました。途中から少し楽しくなってしまいましたね」

　勝手に二人で話を進めていく俺達を見て、彼等は完全に呆気に取られていた。

　それもそうだろう。一番の山場であったのが、まるで無かったことのようにされているのだから。さらにこれから行うことも最初の宣言通り全て茶番であるとわかったら、彼等は一体どんな顔をするだろう。

　さて。前置きはこれぐらいにして、早速始めさせていただこうか。

　まずはこの世界に生きる魔王として、異世界における彼等に対しての対立命題アンチテーゼを。

「それじゃあ、この世界の魔王として言いたいことを言わせてもらうよ」

　この場所までわざわざ来たこと、セレスとの勝負を楽しんでいたこと、そしてセレスに勝ててしまったこと。それが何を意味するのかは想像に難くない。

「もしお前が強さを求めてこの世界にやってきたのなら、それただの侵略者だよな」

「……何だと？」

「え、自覚無かった？　どう見ても世界の脅威にしかなってないと思うけど」

　セレスは一人で世界を変えられてしまうぐらいの存在であるのは先に言っておこう。簡単に出来てしまうからこそ世界征服や魔族の繁栄にまるで興味が無い。

　それを一方的に殺せてしまう奴に対して抱く感情など、恐怖以外に無いだろうに。

「簡単な話でさ、魔王を倒せちゃう奴って魔王よりもずっと危険な存在なんだよ。酷ひどい話だって俺も昔思ってたけど、今のお前を見てたらその気持ちがよく分かるよ」

　しかもそいつは外の世界からやってきたという。しかも自分の意思で、ときた。

　それが世界を食い荒らす侵略者ではなく、まるで英雄であるかのような振る舞いをしているのだから笑い種ぐさでしかない。あまりにも傲ごう慢まんで周りが見えていない。

「……アレンは絶対に悪いことはしない」

「泣けちゃうぐらいの信用だ。俺もそういうの欲しい」

　かつて英雄だった転生者のヒロインもそんな事を言っていた。私達の知っている彼はそんな人ではないと。あの時は一いつ蹴しゆうしたが、今回は事実を突き付けさせてもらおう。

「短い方のピンク髪に聞こうか。そいつってかっこいい？」

「かっ!?　……あたしは、かっこいいと思ってるけど。顔もだけど、仕草とかも」

　そしてヒロインズに質問だ。ゲーム廃人の時にもやったこと。今回はその更に先へ。

「それでは長い方の貴女あなたにお聞きします。彼は傍はたから見て凄すごい人物ですか？」

「どう見ても凄い人よ～。……きっと世界をいい方向に導ける、私はそう思ってるわ」

　恐らく姉妹であろう二人の素晴らしい肯定ぶり。それについては俺も同意させてもらう。

　手放しに誉められた彼は少しだけ表情を柔らかくさせる。羨うらやましいことだ。

「薄紫色の少女にも改めて。そいつは優しくていい奴か？」

「答えるまでもない。魔王の貴方あなたと違って優しくて純粋な人」

「酷い言われようだが……ありがとう。率直な感想、しかと受け取っておこうか」

　魔王であるという事実から俺が自分本位で不純な人間だと勝手に決め付けられてしまった。しかし、魔王と敵対する側であればそう考えてもらっても何ら問題無い。

「今からその証明をしよう。セレス、俺ってかっこいいか？」

「顔で言えば彼に惨敗ですね。身なりもダサいの一言に尽きるでしょう」

「なるほど。オリア、俺って凄いかな？」

「あんた程ショボい魔王いないわよ。一人じゃ何も出来ないじゃない」

「ふむ。テオ、俺って優しくていい奴だと思う？」

「まおーはクズだぞ!!　りょーしん？　の欠片かけらもない!!」

「うん、死にたくなってきたな」

　俺に付き従ってくれている彼女達からの俺への素直な評価。こいつら本当にオブラートに包むということを知らないし、何なら一言多いからもう心が死んじゃうよ。

　しかし実に的確でありながら、ちゃんと俺の意図を汲くんだ答えをくれた。なんだかいたたまれない目で彼等には見られているが、それをかいくぐって伝えたいことを言おう。

「結局何が言いたいんだ。全く意図が読めない」

「つまり何事も捉とらえ方ってことだよ。今言ってもらったこと全部真実だとして」

　そこで俺は一歩前に出る。そしてそれに続くようにしてセレスも俺の横に。

「どれだけ凄かろうが、どんだけ強かろうが。どんなにかっこよくて、どれほどいい奴でも。好きにならなくちゃいけない理由はどこにもない!!」

「そして裏を返せば。どれだけショボかろうが、弱かろうが。いくらダサくても、心底クズであったとしても。好きになってはいけない理由も、またありません」

　感情の方向に絶対は無い。それは自分が自由に決められること。

　何故に自分の感情の方向を誰かの優劣で左右されなければならない。

「関係無いんだよ。お前らが幾らこいつを肯定したところで、何も」

　好かれていようが、何であろうが。視点を変えればどこまでいっても侵略者である。

　素晴らしい、称賛されるべき。よく出来た人間だ。まさに英雄と言うべき強さで、それに裏付けされた堂々たる立ち振る舞い。枚挙に暇いとまが無いぐらいの、そんな。

　そうであっても彼に恐怖し、嫌悪を覚える人間は確かにいる。

　生き方を、存在を否定したいと思う人間も絶対にいる。そうでなくてはならない。

「……別に誰からどう思われても構わない。元から俺は強さだけを求めてた」

「分かる。やっぱ転生者って自己満足の塊で自分勝手な存在だよなぁ」

　どうやら自分が異世界からの侵略者であり、世界の脅威だということは自覚していただけたようで。この時点では特に表情も変えずに彼は俺とセレスを見ていた。

　では今度はこの世界の魔王としてではなく。ただ俺が言いたいことを言う。

「正直に言うと凄く怖かった。俺みたいな凡人でも分かってしまうぐらいの圧倒的な強さを垣間見て、転生前の俺なら絶対に泣いてたし逃げ出してた」

　苦笑いを浮かべながら俺は彼に対して率直な感想を述べていた。魔王として、上に立つ者としての責務をかなぐり捨てて、本当にただの人間のように震えていた。

　隣では俺を宥なだめるようにセレスがいつも通り静かに佇たたずむ。とてもありがたい。

　毎度のことだが本当に怖いんだよ。やれ超強そうな魔法剣だとか、ゲーム内のチート級のスキルそのものとか。セレス以上の魔法とかどう見ても絶望だろう。

「同時にめっちゃ楽しかった。多分、俺は心底お前らのファンなんだと思う」

　あの戦いだけで想像出来た彼等が歩んできた旅路。強さだけを追い求めていた彼が本当に欲しかったのは、仲間とそれを守る為の強さだった。そんな心温まる話。

　理由という色が無かった彼の理想を色付けた彼女達の『心の強さ』。自分ではない誰かを本気で思えることこそが、強さの根源であったのかもしれない。

「だからこそ今一度歓迎する!!　この世界に来てくれてありがとう、異世界転生者!!」

　俺がやりたいことは間違っている。意味すらも違っている、粗悪なものであるのだろう。

　それでも、この矛盾した気持ちを表現するために敢あえてこう言わせてもらおう。

「その上で俺は。お前らみたいな異世界転生者への否定命題アンチテーゼを綴つづらせてもらうよ」

　苦笑いから一転して、今自分が最悪の表情をしていることが俺にはよく分かる。

　それは俺の視界に入る彼等の顔が、強烈な嫌悪に歪ゆがみ始めていたからだった。







　いい加減に彼等も限界が近いだろう。ラスボス前の最大の障害を排除してからラスボスに挑むまでに長い語りが入ることの煩わしさ、それがよく伝わってくる。

「お前の絶対的な強さを求める転生譚たん、今ここでは何の意味も持たないから」

「意味があるのか無いのかは俺が決めることだ」

「意味があるかないかは最後に分かるよ」

　俺の含みのある発言に彼等は怒りを滲にじませていく。自分達が積み上げてきたものが意味が無いと言われたらそれはムカつくだろう。俺もそうだ。

「仲間を守る強さ。聞こえはいいけど、結局仲間を体よく利用してるだけだよな。本当は心の内では見下してたんじゃないのか？　こいつらは俺より弱いから～って」

　守るという行為は必然的に上から行われるものだ。自分以上のものを守ることは出来ないし、また守る必要もない。誰かを下に見ていないと出来ない行為だ。

「……黙れ」

「いいじゃん、認めようぜ。こいつらは俺を強くする為の存在でしかないってさ」

「黙れ!!　俺はこいつらにそんなこと……絶対に思ってない!!」

　慎重に言葉を選んだ甲か斐いがあった。どうやら俺は無事に一発で彼の地雷を踏みぬいたらしい。彼女達に負い目があるから、俺の言葉を否定しきれない。

　俺の主張が正しいとは言わない。俺は彼等をよく知らない、少なくとも彼等以上に知る由もない。だけど、いつだってアンチは馬鹿げてるぐらい理不尽なものだ。

「──それ以上は言わせない。口を閉じろ!!」

　彼が叫んだ直後、薄紫の少女がすぐさま俺に肉薄し斧ふ槍そうに魔力を纏まとわせて俺にそれを振るってくる。魔法とは少し違う異質なものを感じ取れたような気がした。

「こんなのでも一応上司だから。守らせてもらうわ」

「助かる、オリア。一言余計だけど」

「……ッ!!」

　大きな金属音。その一振りは即座に俺と少女の間に割って入ったオリアの刀が受け止めていた。重量的に不利な筈はずだが一切押し負けることはなく、一度少女は後あと退ずさりする。

『我が王に楯たて突つくのであれば、炎で全員焼き尽くす』

「テオたん!?　この部屋でドラゴンになるなって言ったよなぁ!?」

　要約「まおーに手を出したら、全員燃やしちゃうぞー!!」である。どうやら不意討ちのような形で俺が攻撃対象になったことでテオはお怒りらしく、本来の姿に戻っていた。

　ドラゴンの姿のテオは気高い女性のような喋しやべり方になる。性格はそのままなので、違和感のある人は元気よく言ってるテオで補完してみよう。どっちも最高に可愛いぞ。

「!?　ダメだッ、エル姉!!　この程度の魔法じゃ届かない!!」

「……自分が嫌になるわ～。ここまで役立たずだとは……」

　ドラゴンへと戻ったテオを見て、ピンク髪の二人は発動しようとしていた魔法をキャンセルさせる。賢明な判断であり、もし下手に撃っていたら一瞬で灰になっていただろう。

「守られるって本当最高だな……」

「このクズっぷりがまた、先程の悪口を引き立てますね」

　俺を守ってくれたこいつらに全力で感謝。何ならもう俺はこのまま誰かに縋すがって生きていくし、つまりもうプライドとか殆ほとんど無いってことね。

「俺は臆おく面めんもなく言うよ。こいつらは、俺がしたいことをする為にいる存在だって」

「……正真正銘のクズ野郎か。お前らはそれで本当にいいのか!?」

　恥も外聞も無く、素直に思ったことを言った俺に彼は激げき昂こうする。

　そしてセレス達に問いかける。こんな奴に利用されてていいのか、と。

「もう慣れたわ。お互いに利用して利用される関係よ」

「──毎日楽しいから気にしないぞ!!」

「何か問題がありますか？　知ったような口を叩たたくのも程々に」

　少しでも俺のウィークポイントを突こうとした発言だったのかもしれないが、残念ながらこいつらにはもう諦あきらめられている。侮ぶ蔑べつを向けられる時代はとっくに過ぎていた。

「すまん、もうこいつらとは五十年以上の付き合いだ。俺の目的も理念も何もかも知っていて、その上で力を貸してくれてる。さっきの発言も何度も言ってるよ、俺は」

　俺も彼等をよく知らないが、彼等も俺の事はよく知らない。なのにいつだってこいつらは悪側はこうあるべきだって、自分の信じてることが真実だって決め付けにかかる。

　じゃあ悪役だって同じことをやってもいいじゃない。やっちゃいけない道理もない。

「だからこそ俺は誰よりも従者や部下に優しい自信がある。だって、こいつらは俺にとって絶対に必要な存在だから。何より俺がここに居られる前提なんだからな」

「そういうのは、優しさとは言わない……」

「じゃあ優しさって何だ？」

「誰かの心を温かくしてくれるのが優しさだ!!　イリーゼもエルザもレイラも、それこそが本当の強さで、支えになってくれることが力になると教えてくれた!!」

　その優しさは美しい。温かくて陽だまりのようなそれに触れられた彼はきっと幸せだ。

　もし彼が元の世界で孤独に強さを追い求めていたとしたら、陽だまりのような優しさは戸惑いながらも心地の良いものだったに違いない。

　優しさをそう定義した彼に、罠わなにかかった獲物を見るような目を俺は向ける。

「お前らはいつだってそうだ。自分が得たものが全てだと思ってる」

　否定されることに激昂した彼が、俺の言った優しさを否定することの矛盾。

　確かに彼の物語は美しかったかもしれない。大事なことに気付けた彼の価値観は当然尊重させてもらうが、俺の価値観を無視するのはどうにもいただけない。

「数多あまたの苦難を乗り越えて……いや、チート転生者なら苦難も困難もクソも無いか。とはいえ、世界を見て回ってきたにしてはどうにも視野も心も何もかも狭いよなぁ」

　だがそれも仕方ない。だって異世界転生者は、何よりも勝手な存在なのだから。

「魔王様が常日頃言う、『転生者』という曖昧な存在。その概念に今までで最も近いのは貴方あなたなのだと戦っている内に気付きました。私にとってもそれは実に喜ばしいことです」

　そしてセレスも嘲あざ笑わらうかのような目線を向ける。セレスが彼との戦闘の間ずっと抱いていた感情はリスペクトではなく、ただの愉悦であったらしい。

　セレスも最初はそれをよく知らなかった。そして俺も上手うまく説明出来なかった。

　セレスの言う通り、『転生者』とは或ある個人を指す固有名詞では無い。

　異世界転生してきた存在という、概念そのものを指す言葉だ。

　だからこそ、俺達は彼等をそう呼称する。決して名前でなど呼んではやらない。

「もう貴方達に何を言われても響かない。私達には成すべき目的がある」

「……イリーゼ。あぁ、そうだ。敵の言葉程度で折れる意志じゃない」

　ヒロインの一人に背中を押されて、彼もまた従来の迫力を取り戻す。

　もう俺達の言葉に対して聞く耳を持たないという姿勢を取った。その判断は正しい。

「やってやろうぜ!!　あたし達もアレンに付いていくって決めたんだ!!」

「支援は任せて～。アレン君の為にこの身を捧ささげると誓ったもの～!!」

　続くようにして、先程テオに恐れをなした彼女達も自らを奮い立たせる。

　巨悪（本当は小悪党級の雑魚ざこ）に全員で立ち向かう構図。戦力的には彼一人が唯一対抗出来る力を持っているだろうが、彼女達の心の支えがあってこその強さ、らしいからな。

　ハッピーなエンドには全員の団結が必要だ。物語の主要人物全員が欠けることなく、円満に終わってこそ初めて幸せだと言える。今がまさにその分ぶん水すい嶺れい。

「いいよ。時間的にも丁度いい。お前らの最後の戦い、甘んじて受けようか」

　見たいものを見せてもらえた。言いたいことが全部言えた。舞台はもう用意されていたが、それを彩る飾りつけも完かん璧ぺきで言うことなし。今日も今日とて、全てに感謝を。

　悪は倒されるべきで、悪を殺さなければ真の勝利は無い。だから心底俺を憎んでほしい。

　最後にまとめよう。絶対的な強さを求めてこの世界にやってきた彼は、自分の理想とする強さに近付く最後のピースがずっと見つからなかった。実力だけ見れば間違いなく最強でありながら、どうしてか満たされない自分がいるのを焦っていた。

　だが、それは『守るべき仲間』という彼が今まで持っていなかったものが教えてくれた。

　強さとは誰かの為に振るうものであり、それこそが欠けていた最後のピースだった。

「こいつらに貰もらった全てを、俺の力に変える!!」

　とんでもない魔力による圧。全てを解放して俺達を粉砕するには十分過ぎる。

　最後は世界を守る為にその力を振るう。人類の敵である魔王を倒すことで証明する。

　彼の積み上げてきたものはまさしくそれだ。歪んでいたものが、確かに正された。

「言ったろ？　強さも凄すごさも。俺の前では全てが無意味だ」

　だから本当に感謝している。彼がここで俺を倒そうとする優しい人間で本当に良かった。

　彼の素晴らしい物語を台無しに出来る、唯一無二の存在が俺であることをここに示す。

「──『東を向いている指南人形』」

　能力の発動条件は成立した。俺に対して向けられる絶対的な力を、全て反転させる。

　それが俺の答え。絶対的な存在に対しての答えは、そんな意味を持つ言葉。

　それは彼等の信ずる『絶対』を反転させる。積み上げたものを壊していく。

　この先の結果は語るまでもないことだが、最後にこれだけは言っておこう。

「絶対忘れないからさ。いつかまた会おう、転生者」

　自虐的な笑みを浮かべて放ったその台詞せりふは、激しい攻撃に打ち消されていった。
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「魔王様。お茶が入りましたよ」

「……おう。ありがとな」

　ソーサーにカップがカチャンと置かれる音を合図に、セレスが俺の対面に座る。

　本日から魔王城は暫しばらくの間全業務が停止となっている。それが何故かと言えば、魔王城が半壊していることが要因の大半であり、後はセレスがサボっているからだ。

「何か物憂げな顔をしていらっしゃいましたが……」

「あぁ、そうだな……」

　セレスの質問に、俺はお茶を一口啜すすってから何と答えようか考える。

　意外にも心配りをしていそうな声色と表情だったので、答えを迷ってしまった。

「何でも相談に乗りますよ。私は魔王様の側近なのですから」

「じゃあ、この仕事無くしてくんねぇ!?　何で俺だけ働かされてるんだよ!!」

「魔王様は魔王なんですから、馬車馬の如く働いていただかないと」

「この世界で一番ブラックだよ、魔王っていう役職は」

　魔王城の業務は全停止。だが、魔王の仕事は継続してやっている、とんちかな？

　事実、魔王城の従業員（経理や事務、雑用など）は全員休みを貰っているので間違ってはいないのだが。なんかそれでも社長って休めないイメージあるよな。

　テンションが低かったのはそういうことだよ。決して悩みがある訳ではない。

「つか魔王城もさっくりお前の魔法で直せばいいじゃん」

「私が傍にいないと魔王様がサボるじゃないですか」

「実に正論だ。おかわり」

　飲み終わり、要求をした直後には既にカップに新しい茶がサーブされている。

　ここまでされたら文句は言えない。全く反論も出来なかったので今に至る。

「お茶会だー!!　あたしも交ぜてほしいぞー!!」

「やるなら呼べって言ってるでしょ。勿もち論ろん私の席もあるわよね？」

　二杯目を飲んでいると、魔王の間にやってきたのは四天王ガールズ。こいつらも一応休みにしていた筈はずだが、どうやら本日も魔王城に残っていたらしい。

　残り二人は言わずもがな。ジャガルは今では立派なブリーダーに成長しつつある。

「おー、座れ座れ。ついでに仕事も手伝ってくれや」

「よく分かんない!!」

「それは嫌よ」

「本当何で？」

　ならもう帰ってくれ、と言いたいところだが目の保養になるのでこれはとっても大事。

　早速ワイワイと女子会のように女性陣だけで盛り上がり始めていたところで、話題は急速に変化し、何故か俺の方へと矛先が向けられていた。

「思ったんだけど……こう見ると魔王も結局ハーレムよね」

「うん。いやもう本当にありがたいよね」

「否定しないのがまたムカつくわね……早いとこ一抜けしたいところだわ」

　あれだけ転生者を否定していたのにも拘かかわらず、それを構成する要素の一つであるハーレムにお前もなってるじゃんと言われた。これは先にも言ったが、その通りと言わせてもらっている。事実そうなっているので否定する意味も特に無い。

　そうは言っているオリアだが、あの一件以来この場所に来ることが増えた気がする。自分がその一員になっていることも否定しないので、なんか面白い。

「世界一可愛くて強い私と、愛あい嬌きよう抜群のテオさん、美しい姫のオリアさんに囲まれているのですから、仕事も余裕で出来ますよね？」

「それとこれとは話が別だし、もうこの状況に慣れた自分がいるからね」

　今でこそ自然に接しているが最初は本当に酷ひどかった。この話はまたいずれするとして。

「だってまおーはまおーだもん!!　ふつーのにんげんじゃないもんね!!」

「俺のアイデンティティが失われた」

　一般人を自称してる奴が魔王をやっているという矛盾を突かれた気がした。

　魔王の時点で一般人では無いので、まさにその通りでありとても悔しかった。

　これもそう、本質は実力を隠しながら平穏に暮らしたいってやつと同じなのかもしれないし、何ならもっとタチが悪いものなのではないかと。

「能力もチートですし。最低で陰険で性格が悪い代物ですよね」

「馬鹿め。それに更にプラスで姑こ息そくで卑ひ怯きようと付く最悪のものだぞ」

　どこから持ってきたのかも分からない初見殺しの能力も持っている。

　その時点でズルいのにそれを最大限に悪用しているのだからもう救いが無い。

　しかも自発出来ないカウンター型。相手依存なのも相まってクズさ百倍だ。

「つまり実質最強はあんたよね。死ねばいいのに」

「なんだかんだまおーはすごいと思う!!　あたしはまおーやれないし!!」

「いい人間かどうかはまた話は別ですが、芯しんの通った人だとは思いますよ」

「なんなのお前ら。お小遣いが欲しいなら、俺未いまだに無給だからまた今度な？」

　あの時はボロクソに言った（言わせた）くせに、ここに来て褒めるとか裏があっても無くても嬉うれしくなってしまう。とにかく袖そでの下はまた今度で。

　こいつらの言うことはどれも間違っていないのだと思う。長年付き合いのある奴等からの評価であれば、素直に受け取るし謙けん遜そんする理由も必要もない。

「というか侵略者云うん々ぬんも、あんたが言えたことじゃないわよ」

「鋭いな。人間にとっちゃ魔王の方がよっぽど脅威だし余裕で侵略者だよな」

　これもまたどこから見るか、という話でしかないのだが。絶対的な善も悪も存在しないということを理解しているだけでまだマシなのではないだろうか。そんなことないね。

　もうなんとなくこいつらが言いたいことは分かった。最近は俺の日ごろの行いが良いのか転生者がよく遊びに来てくれるから、ようやく気付いたことがあるようだ。

「失礼を承知で確認致します。魔王様も結局、魔王様が来て欲しい、打ち倒したいと願う転生者と同じなのではないでしょうか？」

　セレスは今までの話を総括するかのように真面目な顔で俺にそう問いかける。

　テオもオリアも同じ意見のようで、特に異論が出ることも無く俺の答えを待つ。

　対して俺は、残ったお茶を一口で飲み込んで躊躇ためらうことも無く笑って告げた。

「同じだから今までもこれからも上手うまくやれるんだろうよ」

　至極簡単な話。俺自身も誰かに殺意を抱かれるような転生者であるからこそ、俺が一番やりたいことを成せている。同じ穴の狢むじなだ。

「当たり前の話だ。だって俺も、等しく転生者なんだから」

　転生者に優劣は存在しない。つまり良い転生者も悪い転生者もいない。

　平等にこの世界には存在してはいけない。俺達は違う世界と時空の存在なのだから。

「俺だっていつかきっと殺される。何なら俺が殺す。だからその時まで遊んでくれよ」

　ここで改めて宣言を。誰かの為でもない、世界の為でもない。俺が大好きで大嫌いで、いてほしくて許せない、そんな存在を使って皆みんなで楽しもうと。

　二回目の人生で一番かもしれない、とびっきりの笑顔でそう言い放った俺を、彼女達は三者三様に見ていた。

「仕方ないから飽きるまでは付き合ってあげるわ」

「あたしはまおーともっとあそびたいぞ!!」

「少なくとも魔王様が魔王様でいる内は、私が傍にいますよ」

　溜ため息いきと満面の笑みと微笑。いつも通りの光景に俺も思わず笑ってしまう。

　ということで難しい話は終しまいにしてゆったりお茶でも飲もう。セレスにおかわりをもう一度要求したところで、セレスは先程俺が浮かべたのと同様の躊躇いの無い笑みで言う。

「まぁ、私達も彼女達と同じような存在であるのでしょうね」

「……それな!!」

　では悪いのは俺だけではないということで、この話は締めくくらせてもらおう。

　俺もこいつらも、数多あまたある転生物語の一つとして。それ故に何よりも自由で。

　俺はこれからも、身勝手気ままに異世界転生を楽しむことにするよ。








あとがき






　異世界転生したいと願い始めてから早はや幾いく星せい霜そう。未いまだに現実に囚とらわれているのは、恐らくですが日常に潜むバグのようなものでしょうか。一刻も早い修正が望まれます。




　はじめまして、小こ路みち 燦あきらと申します。「小」さいに路地の「路」、美み空そらひばり様の名曲、『愛燦燦』の「燦」で小路 燦です。燦があきらで変換するとなかなか出てこないのもバグですね。馬鹿みたいに読みにくい名前で申し訳ありません。私のことは気軽に音読みで「おじさん」とでも呼んでいただけると幸いです。

　去年の秋のことです。バイトに行く前にカップ麵めんを食べようとしたタイミングで、スニーカー大賞の編集部大賞を受賞したという連絡を頂きました。麵は伸びました。

　年が明けるぐらいまでは全く実感がありませんでした。なんとなく実感が出来たのは改稿を始めてからでしょうか。一番面白かったと言っていただいた場面の全カットが決まった時は、「ですよね～」と言いました。あれは少なくとも小説ではありませんでした。




　書くことがなくなってしまいました。尺も無いので乗り切ります。




　流石に本作について少し触れますか。書いていてとても楽しかったです。

　もう少し真面目に言いますと。彼等の物語を存分に書けたこと、そしてそれが様々な人の手によって読者の皆様に読んでいただけること。それが至上の喜びです。




　それでは最後に謝辞を。彼等に命を吹き込んでくださったmmuエムエムユー様、本当に本当に素敵なイラストを描いていただきありがとうございます！　全て家宝にします。

　お忙しい中で二人三脚で最後まで一緒にやっていただいた担当編集様、本当にお世話になりました……！　これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　ならびにこの本の刊行に携わってくださった皆様に、心からの感謝を申しあげます。

　そして最後に。この本を手に取り読んでいただいた全ての読者様、本当にありがとうございます！　今後ともよろしくお願いできれば幸いです。

　読者の皆様の記憶に残るような作品を書けるよう、これからも精進いたします。


小路 燦





















異い世せ界かい転てん生せいアンチテーゼ




転てん生せい魔ま王おうはチート転てん生せい者しやをチートで殺ころします








小こ路みち 燦あきら
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